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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　中学に上がってから、僕ぼくと山やま吹ぶきさんが初めて言葉を交かわしたとき。

　放課後の教室で、僕ぼくは山やま吹ぶきさんに声を掛かけた。別に僕ぼくの用事ではない。ほかのクラスの男子に「呼んでくれ」と言われたから、そうしただけだ。

　そのとき、僕ぼくは彼かの女じよのことを「山やま吹ぶきさん」と呼び、彼かの女じよは僕ぼくのことを「青あお葉ばくん」と呼んだ。

　互たがいに初めて口にしたその呼び方は、今のぎこちない距きよ離りを確定したようで、自分勝手に落おち込こんだのをよく覚えている。

　本当に自分勝手だ。元々、僕ぼくと彼かの女じよでは住む世界が違ちがうというのに。幼おさな馴な染じみというだけで、仲良くしていた小学生時代がおかしかっただけだ。

　それはわかっていたはずなのに、どうしても暗くなる気持ちが強かった。

　教室を出て行く彼かの女じよを見送ったあと、僕ぼくは自分の席に着く。そろそろ帰ろう、と準備していると、「おーい、青あお葉ばー」と声を掛かけられた。クラスメイトの宮みや村むらくんだ。同じクラスになってから、気が合って仲良くしている男子だ。

「これ、青あお葉ばにあげるよ」

　そう言いながら手て渡わたされたのは、何かの本だった。これは文集だろうか。モノクロ表紙の分厚い本で、ずっしりと重い。学校の風景が表紙に描えがかれている。

「なにこれ？」

「文芸部の文集。俺おれ、文芸部に入ったんだけどさ、去年作った文集を先せん輩ぱいがくれたんだ。二冊もらったから一冊あげるよ。すごく面おも白しろかったからさ、読んでみてくれよ」

「え、これ、先せん輩ぱいたちが作ったってこと？　小説を書いてるの？」

　僕ぼくの驚おどろきを見て、宮みや村むらくんは「そうそう」と嬉うれしそうに笑う。興味を惹ひかれて、ぺらりとページをめくってみた。もくじにタイトルがずらりと並んでいる。これ、全部小説なのか。先せん輩ぱいたちが書いたのか。凄すごいなぁ、という言葉が自然と漏もれる。

「ありがとう。読んでみるよ」

「おう。俺おれの小説もそのうち文集に載のるだろうから、そのときはまた読んでくれよな」

　宮みや村むらくんは明るく言うと、自分の席へ戻もどっていく。僕ぼくの手には一冊の文集が残った。彼かれが面おも白しろいと言うのだから、読んでみよう。暗い気持ちから目を逸そらすように、それを読み始めた。

『成なる実み一いち木もく』に出会ったのは、このときだ。
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「……いや、絶対あの人だよ。めちゃくちゃ文学少女って感じするもの。僕ぼくたちが探している文学少女は、きっとあの人だよ」

　僕ぼくは向かいに座すわる少女に囁ささやく。顔を近付けて、できるだけ声を抑おさえながら。ここは図書室だ。大きな声を出すわけにはいかない。人に聞かれたらまずいから、どこであろうと小さくせざるを得ないけど。

　放課後。帰宅する生徒や部活に向かう生徒で騒さわがしくなる時間帯に、そこだけ遮しや断だんされたかのように静かな場所がある。図書室だ。本ほん棚だなに囲まれているその部屋は、放課後になるとそれなりに生徒が集まってくる。机や椅い子すが用意されているスペースがあり、自習に勤いそしんでいる生徒がよく見られた。テスト期間になると、もっと増えるらしい。

　しかし、僕ぼくたちは自習するわけでもなく、机の一角に座すわっている。ふたりでだ。

「ねぇ、小こ春はる。あの人がそうなんでしょ？　文学少女なんでしょ？」

　僕ぼくは再び、向かいの彼かの女じよへ問いかけた。しかし、彼かの女じよの返事は「わたしに訊きかれても知りませんよ」と素っ気ないものだった。

　小さな身体からだでだぼだぼのセーラー服に袖そでを通し、肌はだは綺き麗れいな小麦色。そのうえ、髪かみは銀色で毛先は桃もも色いろというエキゾチックな見た目の女の子。眠ねむたげな瞳ひとみは翠みどり色いろだ。しかし、そのおかしな組み合わせは上手うまく調和されていた。とても可愛かわいらしい子だ。顔の作りが整っているからだろう。

　不可思議な見た目の通り、彼かの女じよは不可思議な存在だ。青春の呪のろいの精せい霊れい。それが彼かの女じよの肩かた書がきである。名前は白しろ熊くま猫ねこ小こ春はるという。

　彼かの女じよを呪のろいの精せい霊れいだと証明するものが、僕ぼくと彼かの女じよの間に置いてある。机の上にある黒い本。辞典のように分厚いこの本の名は、〝青春ミッションボード〟。今、〝青春ミッションボード〟は開かれ、僕ぼくたちが行う青春ミッションが書かれていた。

『図書室の奥おくに座すわる、髪かみの長い乙女おとめ。彼かの女じよこそが文学少女。文学少女が望む理想の出会いを果たし、彼かの女じよの物語を完結させろ』

　このミッションをクリアするために、僕ぼくたちは図書室にやってきている。そして、それらしい人を見つけたわけだ。つい呟つぶやいてしまう。

「多分、あの人だと思うんだけどな……」

　図書室の最も隅すみに位置する席に、その人は座すわっていた。連想させるのは黒い猫ねこ。真っ黒な長い髪かみは腰こしまで届き、前まえ髪がみは目を隠かくすほど伸のびている。それにやたらと大きな眼鏡を掛かけていた。黒くろ縁ぶちの大きな眼鏡だ。眼鏡と髪かみのせいで、ほとんど表情を読むことができない。

　彼かの女じよの手にはハードカバーが握にぎられている。読書に夢中なせいか、姿勢はよくない。かなりの猫ねこ背ぜだ。本に顔を近付けすぎだ。

　文学少女。彼かの女じよにはその言葉がとても似合う。

「えぇ、そうね。きっとあの人が文学少女だわ」

　突とつ然ぜんの第三者の声に、驚おどろきのあまり叫さけび出しそうになった。すぐにここが図書室だと思い出し、何とか抑おさえ込こむ。

　ただ声を掛かけられただけなら、僕ぼくもそこまで驚おどろかなかっただろう。しかし、僕ぼくの両りよう肩かたにぽん、と手を置かれた。それがいけない。

　声の主は灯あか里りちゃんだ。彼かの女じよは僕ぼくの肩かたに触ふれながら、覗のぞき込こむように黒くろ髪かみの女性を見つめていた。近い。かなり近い。それとあまりに無防備なボディタッチ。そういうのやめてほしい。普ふ通つうの高校生なら、今のだけで好きになるぞ。

　彼かの女じよの名前は山やま吹ぶき灯あか里り。世界一かわいい女の子でありながら、僕ぼくの幼おさな馴な染じみでもある少女だ。

　腰こしまでさらさら流れる髪かみは艶つやがあり、この世のものとは思えない美しさ。白く透とう明めい感のある肌はだはとてもきめ細かく、瑞みず々みずしい。ぱっちりした瞳ひとみや、つんと主張する鼻、やわらかそうな唇くちびる。どれもがひとつの芸術品のようだ。美人は三日で飽あきるとか鼻で笑える。

　白いセーラー服はとても似合っている。ふっくらと膨ふくらむ胸はもちろん魅み力りよく的だけど、彼かの女じよの真骨頂は足だ。背はそれほど高いわけではないのに、足が異様に長いのだ。すらりと伸のびる白い足。短く感じるスカート。文句なしの一級品である。

　世界一かわいいと自じ称しようするのも頷うなずける。

　灯あか里りちゃんは僕ぼくから手を離はなし、隣となりの席に腰こし掛かけた。僕ぼくに顔を近付けてくる。口を手で覆おおいながら、「それでね」と囁ささやいた。いや、だから近いって。すぐ近くで彼かの女じよの髪かみが揺ゆれる。灯あか里りちゃんの瞳ひとみがすぐそばにある。僕ぼくが身体からだを引くと、なんで離はなれるんだ、と抗こう議ぎの目を向けてきた。

「いや、ちょっと近いから……。普ふ通つうの高校生なら、この距きよ離りは照れる、というか」

「あぁそう。確かに近いけど、我が慢まんしてよ。あんまり大きい声出せないんだから。というか、これだけ近くに世界一かわいい顔があれば嬉うれしいでしょ？」

　嬉うれしいけども。話に集中できないんだって。と言っても灯あか里りちゃんは聞いてくれないので、あまり顔を見ないようにしながら、彼かの女じよの話に耳を傾かたむける。

「昼休みや休み時間を使って何人かに聞きき込こみしたけど、文学少女といえばやっぱりあの人。二年生は総じてあの人の名前を出したわ。あの人は二年の瀬せ尾お未み咲さき先せん輩ぱい。いつも本を開いている人らしいわ。本好き。本の虫。文学少女。〝青春ミッションボード〟に書いてある『図書室の奥おくに座すわる、髪かみの長い乙女おとめ』にも当てはまっているし、間ま違ちがいないわよ」

　調べるとは言っていたけど、そんなことをしていたのか。

　彼かの女じよ──瀬せ尾お先せん輩ぱいが文学少女というのは間ま違ちがいないようだ。

「まぁ実物を見たのは今が初めてなんだけど……、んー……」

　灯あか里りちゃんは顎あごに指を当てながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいを見て目を細める。しばらく眺ながめていたかと思うと、「……良いい」と呟つぶやいた。

「あの人、眼鏡が合っていないのと、髪かみが長いせいでわかりづらいけど、かなりの美人ね」

「えぇ？」

　灯あか里りちゃんに言われ、改めて瀬せ尾お先せん輩ぱいを見る。髪かみと眼鏡のせいで目元が隠かくれているし、今は俯うつむいている。よく見えない。顔を把は握あくすることができない。

　しかし、僕ぼくが一いつ生しよう懸けん命めい見つめていると、彼かの女じよの髪かみが揺ゆれた。風が吹ふいている。瀬せ尾お先せん輩ぱいの近くの窓が開いていて、そこから風が入はいり込こんでいた。その勢いが一いつ瞬しゆんだけ強くなる。彼かの女じよの髪かみを大きく揺ゆらした。

　前まえ髪がみが風で流され、彼かの女じよは顔を上げた。揺ゆれた髪かみを手で押おさえる。そのおかげで、顔がはっきり見えた。

　その瞬しゆん間かん、僕ぼくは心を奪うばわれる。

　眼鏡の奥おくにある瞳ひとみは大きく、そして澄すんでいた。その輝かがやきは朝焼けの湖こ畔はんを彷ほう彿ふつとさせる。透すき通とおっていて深い。こちらが放心するほどに。

　綺き麗れいな鼻筋に、細くて美しい顎あごのライン。控ひかえめな唇くちびる。顔のバランスがとても良く、そのうえすべてが整っていた。白い肌はだが光を反射し、揺ゆれる髪かみには艶つやがある。

　もし彼かの女じよが眼鏡を外し、髪かみを流して歩いていたら、きっとだれもが振ふり返かえってしまうだろう。重く見える長い黒くろ髪かみも、彼かの女じよの綺き麗れいな顔と合わされば、深窓のお嬢じよう様さまのようだ。清せい楚そ。楚そ々そ。大人っぽくて物静かなお姉さん。そんな印象を与あたえる。

「ね」

　山やま吹ぶきさんがにこやかに笑う。
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「灯あか里りさんの美人を嗅かぎ分わけるセンスは、人じん智ちを凌りよう駕がしていますね」

　小こ春はるは褒ほめているんだか、そうじゃないんだか、どっちとも取れない感想を言う。

「あ、あとこれは瀬せ尾お先せん輩ぱいのクラスメイト情報なんだけど」

　灯あか里りちゃんは潜ひそめている声をさらに小さくした。周りに漏もれないよう、ひっそりと言う。

「体育の着き替がえのときに見ちゃったらしいんだけど、瀬せ尾お先せん輩ぱい、相当胸が大きいらしいわよ」

　──ほう。

　言われた瞬しゆん間かん、僕ぼくは視線を瀬せ尾お先せん輩ぱいに走らせる。目線は彼かの女じよの胸部へ。視力よ上がれ、と念じながら、彼かの女じよのセーラー服を必死で見つめる。しかし、本で隠かくれているうえに、彼かの女じよは猫ねこ背ぜだ。ほとんど確かく認にんできない。くそ。都合良くあの本透すけないかな。

　そこではっとなる。後ろからふたつの視線を感じた。恐おそる恐おそる振ふり返かえってみると、にやにやした笑えみを浮うかべる山やま吹ぶきさんと、じっと僕ぼくを見つめる小こ春はるの姿があった。

「喜き一いち郎ろうさんもしっかり男の子ですね。このすけべ」

「ほんと。巨きよ乳にゆうだって聞いた瞬しゆん間かん、必死で見ちゃってさ。やーらしーんだ」

「……いや。あんなことを言われたら、普ふ通つうの高校生だったら見るよ。見ちゃうよ」

　それはほとんど本能だ。巨きよ乳にゆうだよ、と言われて胸を見ない人はいないと思う。脊せき髄ずい反はん射しやなのだ。好すき嫌きらいは関係ない。

　熱かったら手を引ひっ込こめる。梅干を見ると唾だ液えきが出る。巨きよ乳にゆうと聞けば胸を見る。

「男の人はみんな胸の大きい女性が好きと聞いたんですが、本当ですか？」

「完全に誤解。人によるから一括くくりにするべきじゃない。僕ぼくはバランスタイプだし。全体の調和を重んじるよ」

「ちょっと格好良く言うのやめてくれない……？　おっぱいの話でしょ」

　それより、と灯あか里りちゃんは〝青春ミッションボード〟に触ふれる。彼かの女じよの指先が七色に光る文字をなぞった。

「文学少女は見つけた。次はここ。『文学少女が望む理想の出会いを果たし』、の部分。今からきぃくんは、瀬せ尾お先せん輩ぱいが望む理想の出会いをしなくちゃいけない」

「理想の出会い、って言われても」

　それが何かわからない。僕ぼくがそれをできるかどうかも未知数だ。理想の出会い、理想の出会いねえ。どんな出会いがいいんだろう。というか、そんなもの本当にあるんだろうか。

　僕ぼくが首を傾かしげていると、灯あか里りちゃんは髪かみをイジりながら口を開く。

「あるんじゃない？　友達と話してると、こういう感じで出会いたいー、って言ってる子もいるわよ。ドラマみたいな出会い方ね。……で、これはあくまで想像なんだけど」

　そう前置きをしてから、ちょっとはしゃぎながら彼かの女じよは言う。

「瀬せ尾お先せん輩ぱいって本が好きなわけじゃない？　読書家の理想の出会いといえば、あれよ。こう、本を取ろうとしたら、隣となりの男性も同じものを取ろうとしてて。手が触ふれ合あっちゃって『きゃっ』みたいな。『この本、お好きなんですか？』から始まる恋こい……、っていうのはどう？」

　灯あか里りちゃんは手て振ぶり身み振ぶりを加えて、熱っぽく言う。どうと言われても。確かにドラマや映画では、そんなシーンを見たことがあるけれど……。

「なんというか、ベタじゃない？」

「そういうのはベタな方がいいんだってば。それともきぃくん、ほかに何か思いつく？」

　そう言われると弱い。さっぱり思いつかない。やはりここは、女子の感性を信じた方がいいかもしれない。僕ぼくが考かんがえ込こんでいると、「あ。先せん輩ぱい、読み終わったみたい」と肩かたを叩たたかれた。

　見ると、瀬せ尾お先せん輩ぱいは分厚いハードカバーを閉じていた。なぜか、そのままの体勢で固まっている。余よ韻いんに浸ひたっているのだろうか。彼かの女じよはしばらく姿勢を変えなかったが、おもむろに立ち上がった。長い髪かみがさらりと揺ゆれる。ゆっくりとした足取りで本ほん棚だなに向かった。

「ちょうどいいじゃない。ほら、きぃくん。チャンスが来たわよ」

　気持ちが固まる前に、ぽんぽんと背中を叩たたかれてしまう。されるがままに、僕ぼくは立ち上がった。灯あか里りちゃんの言葉も一理あると思ったし、それ以外に理想の出会いなんて思いつかない。何より、灯あか里りちゃんがじゃれてくる感じがこそばゆく、つい乗せられてしまったのだ。

　そろそろと瀬せ尾お先せん輩ぱいが歩いていった方に向かうと、すぐに彼かの女じよは見つかった。本を棚たなに戻もどしている。そして、そのまま本ほん棚だなを物色し始めた。視線を動かし、棚たなに入った本をゆっくり見ている。のんびりした動きだ。時折、ぐっと本に顔を近付けている。随ずい分ぶんと距きよ離りが近く、眼鏡が本に当たりそうになっていた。

　そっと彼かの女じよの隣となりに陣じん取どる。僕ぼくは平静を装よそおいながら、本を探すふりをした。悪いことをしているわけではないのに、妙みように居い心ごこ地ちが悪い。

　ええと、同じ本を取るんだっけ？　彼かの女じよの動きを横目で探さぐる。

「んー……」

　小さく声を漏もらしながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいは本ほん棚だなを見つめていた。声は無意識だろう。本探しに熱中している様子で、隣となりに僕ぼくがいることは気付いていないようだ。視線が一度もこちらを向かない。ちらりとも見ない。ただただ、目の前の本を一いつ生しよう懸けん命めいに見ている。彼かの女じよの一挙一動に注目した。同時に本を取るなんて、結構タイミングが難しい。

　だからつい、彼かの女じよのことをじろじろ見てしまった。

　顔立ちが綺き麗れいなために大人っぽい。憂うれいを帯びる瞳ひとみには魔ま力りよくがある。それが彼かの女じよの雰ふん囲い気きに合っていて、『年上の綺き麗れいなお姉さん』という感じだ。もちろん、長すぎる前まえ髪がみや大きな眼鏡のせいでわかりづらいけれど、この距きよ離りだと魅み力りよくが伝わる。

　背も高い。僕ぼくと同じくらいだろうか。背筋を伸のばせば多分そうだ。それに彼かの女じよはおっぱいが大きい、らしい。胸を張れば、モデルさんのようになるかもしれない。胸の大きさを見み極きわめたいところだけど、どうにも姿勢が悪いためにわからない。惜おしい。いや、口く惜やしい。

「………………」

　視線に気付いて、そちらに目をやる。灯あか里りちゃんがこっちを見ていた。呆あきれた表情を浮うかべて、ジェスチャーで「見過ぎ」と伝えてくる。……そんなに見ていただろうか。見ていたかもしれない。美人だから見ていて飽あきない、というのもあるけれど、本を探す姿勢が可愛かわいらしかったのだ。夢中になっている姿が。

　とはいえ、僕ぼくも年上のお姉さんを見たいがために隣となりにいるわけではない。青春ミッションのためだ。集中しないと。そう僕ぼくが気持ちを改めたときだった。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが本に手を伸のばした。

　ここだ。僕ぼくも慌あわてて手を出す。幸いなことに間に合った。瀬せ尾お先せん輩ぱいが本に指を掛かけたところに、僕ぼくの手がぶつかる。あたかも本を取ろうとして手が重なってしまった、という状じよう況きようができた。

　ただ、予想外なのは彼かの女じよの反応だった。

「ひゃっ」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいはすごい勢いで手を引ひっ込こめる。まるで弾はじかれるようだ。そのせいで、勢いに巻まき込こまれた本が床ゆかに落ちる。隣となり合あう本もぼろぼろ落ちる。あああー、とふたりしてしゃがみこんだ。

「す、すみません、すみませんすみません」

「あ、いや、こちらこそすみません」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは謝罪の言葉を連呼しながら、慌あわてて本を拾い集める。その声はか細く、うろたえていた。申し訳ない気持ちでいっぱいになる。想像以上に驚おどろかせてしまった。彼かの女じよは僕ぼくに気付いていなかったし、突とつ然ぜん隣となりから手が出て来たらびっくりもするだろう。

　ふたりして本を棚たなに戻もどし、再びすみません、と重ねる。彼かの女じよの声は小さくて聞き取りづらく、おどおどと視線を彷徨さまよわせてこちらを見てはくれない。小動物を思わせる。背は高いのに。

　これで本当に理想の出会いといえるのだろうか。お互たがい気まずい思いをしただけのような気がするが。

　どうすればいいだろう、と困っていると、奥おくで灯あか里りちゃんが何やら動いていた。会話を繫つなげろ、というジェスチャー。……と、言われても。普ふ通つうの高校生に何という無茶ぶりだ。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは本ほん棚だなと僕ぼくとで視線を行き来させていた。意外にも彼かの女じよは「あ、あの」と僕ぼくに声を掛かけてくる。

「こ、この本……、お借りになるんですか」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが指差したのは、先ほど彼かの女じよが取ろうとしていた本だ。

「ええと……、気になったのでちょっと見てみようかと思いまして。面おも白しろそうだったら、借りようかな、と……」

　それらしい理由を返す。即そつ興きようにしては上出来だ。その本を棚たなから引ひき抜ぬき、あたかも興味があるかのようにぺらぺらとめくってみる。

「お、面おも白しろいと思いますよ。すごく人気の作家なんです、わたしも大好きです。その本は少し前に出たばかりなんですが、評判もかなりいいですし、わたしもずっと読みたいと思っていて……。本屋さんでもすごくオススメされていて……」

　彼かの女じよは聞き取りにくい声ながらも、本の良さを教えてくれる。なるほど。そんなふうにオススメされると、読んでみようかな、という気になってくる。しかし、ふっと疑問が湧いた。

「……先せん輩ぱいは、この本を借りるつもりだったんじゃ？」

　僕ぼくが尋たずねると、瀬せ尾お先せん輩ぱいは口をつぐむ。彼かの女じよは両手を胸の前でいじりながら、恐おそる恐おそる口を開いた。

「そ、そうですね……。ずっと貸出中だったのでなかなか借りられなくて……、今日見たら返ってきていたので手に取ろうとしたのですが……」

　……そこを僕ぼくが邪じや魔ましてしまったと。それは申し訳ないことをした。これは楽しみにしていた瀬せ尾お先せん輩ぱいが読むべきだ。そもそも、僕ぼくはこの本に興味があったわけではないのだし。

　なので、僕ぼくは当然、「あぁじゃあ、先せん輩ぱい、どうぞ持っていってください」と本を差し出した。

「よ、よろしいんですか……」

　口元に手を当てて、おどおどしながらも彼かの女じよは言う。「いいです、大だい丈じよう夫ぶです。僕ぼくはあとで借りますよ」と僕ぼくが言葉を重ねると、瀬せ尾お先せん輩ぱいは本を受け取ってくれた。

　やはり、彼かの女じよは読みたかったのだろう。表紙を見る彼かの女じよに笑えみが浮うかぶ。優やさしくてふわっとした微ほほ笑えみだった。どきりとさせられる。文学少女とはまさしく彼かの女じよにぴったりで、本を眺ながめる姿はまるで絵画のようだった。本当に綺き麗れいな人だ。眼鏡と髪かみをイジれば、物もの凄すごい美人になるのではないだろうか。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは深くお辞じ儀ぎすると、本を持って立ち去っていった。取り残された僕ぼくは大きく息を吐はく。こんなものだろうか。とても『理想の出会い』をしたとは言えない気がするけど……。きっと秋あき人ひとなら絵になるのだろうが、何分こちらは普ふ通つうの高校生だ。これが精いっぱい。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが離はなれると、灯あか里りちゃんたちがこちらにやってくる。灯あか里りちゃんが、僕ぼくの腰こし辺りをぽんぽんと叩たたいた。

「結構いい感じだったんじゃない？　上出来上出来」

「そ、そう？」

　灯あか里りちゃんにそう言われると、ちゃんとできたかも、と思えてくる。我ながら単純だ。

　貸出手続きを終えた瀬せ尾お先せん輩ぱいは、そのまま図書室から出て行った。「追うわよ」と灯あか里りちゃんがすぐさま続く。図書室から出ると、瀬せ尾お先せん輩ぱいはゆっくり廊ろう下かを歩いていた。丸まった背中と、腰こしまで伸のびた黒くろ髪かみが揺ゆれる。その背中を追う。幸い、彼かの女じよの歩行速度は緩ゆるやかだったし、後ろを振ふり返かえることもなかった。難なく尾び行こうできる。

　灯あか里りちゃんは彼かの女じよを眺ながめたまま、呟つぶやくように言った。

「さっきので理想の出会いは済ませたとして……、次は『彼かの女じよの物語を完結させろ』だったかしら？」

　僕ぼくは頷うなずく。ここまではいい。しかし、この『彼かの女じよの物語を完結させろ』というのはさっぱり意味がわからない。どういうことなんだろう。それがわからないから、僕ぼくたちはヒントを得るために瀬せ尾お先せん輩ぱいのあとをつけているわけだ。

　僕ぼくたちがこんなおかしなことをしているのには理由がある。

　それは、先日の七夕祭りでの出来事が原因だった。







「きぃくん、どうしてここに？」

「灯あか里りちゃん、なんで君がこんなところに？」

　散々つばさや秋あき人ひとに「七夕祭りには行かない」と言っておきながら、結局祭りに足を運んでしまった僕ぼくは、神社の境けい内だいで彼かの女じよと出会った。青色の浴衣ゆかたを着た山やま吹ぶきさんだ。

　七夕祭りは各所に用意された笹ささに、配られた短たん冊ざくをつるすお祭りだ。その昔、幼おさな馴な染じみの山やま吹ぶきさんと短たん冊ざくをつるした思い出があった。境けい内だいに一本だけあった笹ささにだ。それを思い出したから、神社の境けい内だいにやってきた。すると、そこには山やま吹ぶきさんの姿があったのだ。

　さらに、僕ぼくたちを驚おどろかせる出来事は続く。

　突とつ然ぜん、季節外れの桜さくら吹雪ふぶきが巻き起こり、なんとそれが人の形を成したのである。

　銀色と桃もも色いろが混じった三つ編みに、褐かつ色しよくの肌はだと翠みどり色いろの瞳ひとみ。なぜかうちの制服であるセーラー服を着た、妙みような女の子が現れた。彼かの女じよは空中からゆっくりと降りてくる。手を差し出すと、桜の花びらが分厚い本へ姿を変えた。そうして、彼かの女じよは言うのだ。

「すべては忘れ去られた物語。けれど、滅ほろばなかった物語。未いまだ長き道は遠い先まで──さぁ、再び青春ミツシヨンを始めましょう」

　なぜ山やま吹ぶきさんがここにいるのか、なぜ僕ぼくを昔の呼び名で呼んだのか──そんなことが些さ細さいに感じるほど、彼かの女じよの存在は異質だった。僕ぼくたちは呆あつ気けに取とられた。何せ、桜の花びらが女の子に変わったのだから。ただただ絶句し、少女の動向を見守ることしかできない。

「お久しぶりですね──灯あか里りさんに喜き一いち郎ろうさん。といっても、あなたたちはわたしのことを覚えていないでしょうか」

　名前を呼ばれ、びくりとする。なぜ僕ぼくたちの名前を知っている？　それに、覚えていないというのは？

　僕ぼくたちの困こん惑わくをよそに、彼かの女じよは独り言のように呟つぶやいた。

「いや、わたしもおかしいと思ったんですよ──あれほどの感情を集めた呪のろいが、たった数回のミッションで消しよう滅めつしてしまうなんて。やはり間ま違ちがいだったようです。あなたたちには再び、ミッションが課せられます。理り不ふ尽じんと思われるかもしれません。が、得てして呪のろいというのはそういうものなのであしからず」

　彼かの女じよは表情を変えることなく、感情のこもっていない声で淡たん々たんと言った。意味のわからないことを淡たん々たんと。僕ぼくと山やま吹ぶきさんは顔を見合わす。山やま吹ぶきさんは彼かの女じよを警けい戒かいしていたし、それは僕ぼくも同じだ。

「あなたは……、一体何者なの……？」

「あっと、申し遅おくれました。わたしの名前は白しろ熊くま猫ねこ小こ春はる。お気軽に小こ春はる、とお呼びください。敬けい称しようはいりません。わたしの正体は〝青春の呪のろい〟の精せい霊れいです。あなたがたは呪のろいを受けている。それを伝えに来たのです」

「〝青春の呪のろい〟……？」

「呪のろいを受けている……？」

　情報の洪こう水ずいに頭がついていかない。桜の花びらが姿を変えた少女、小こ春はるは呪のろいの精せい霊れいであり、僕ぼくたちは呪のろいを受けている。彼かの女じよが精せい霊れいだというのにはどこか納なつ得とくできるけれど、呪のろいだって？　いやいや、そんなバカな。急に何を言い出すんだ。そう否定する中で、その話を信じる自分がいるのに気付いていた。小こ春はるの話は本当だ。根こん拠きよも何もないっていうのに、彼かの女じよの話は信用できると思ってしまっている。その妙みような心の動きの理由はわからない。

　小こ春はるは手を差し出す。そこには黒い本がふよふよと宙に浮ういていた。

「呪のろいを解くためには、呪のろいに匹ひつ敵てきする強い感情をぶつければいい。そのための青春ミッションを、この〝青春ミッションボード〟が伝えてくれます。記き憶おくがないだけで、おふたりはこの青春ミッションをクリアしたことがあります。そして、一度は呪のろいから解放されたんです」

　青春ミッション……。そんなことを言われても、ぴんとこない。そんな覚えは全くない。それに、青春ミッションとやらをふたりでクリアした、というのも眉まゆ唾つばだ。山やま吹ぶきさんとふたりで？　僕ぼくたちは随ずい分ぶん前から、ろくに話もしないような間あいだ柄がらなのに。そもそもだ。

「……さっきから、まるで僕ぼくらが記き憶おくを失っているかのような口ぶりだけど？」

「そう言っているんですよ。青春ミッションをクリアする際、記き憶おくが奪うばわれる場合があるんです。あなたたちは以前、ミッションをクリアした際に、青春ミッションに関するすべての記き憶おくを失ったのです」

　僕ぼくたちは記き憶おくを失った。らしい。全く覚えていない。記き憶おくが失われているのだから、覚えていないのは当然なのだけど。

　しかし、おかしな存在である小こ春はるを受け入れてしまっているのは、そこが関係しているのだろうか。彼かの女じよを否定しきれない自分がいる。今の話だって、何の確証もない話だ。途と方ほうもない話だ。けれど、それを疑う気が湧いてこない。

「ちょ、ちょっと待って。そもそも、なんでわたしたちは呪のろわれているわけ？　あなたが不思議な存在っていうのはわかるけど、それになぜわたしたちが巻まき込こまれているの？」

　山やま吹ぶきさんは戸と惑まどいながら、小こ春はるに問いかける。それは確かに僕ぼくも疑問だった。僕ぼくたちは呪のろわれているというが、その理由がわからない。一体何をやらかしたというのか。

　山やま吹ぶきさんの質問に、今まですらすらと話していた小こ春はるが、初めて言いよどんだ。動きが止まる。しかし、それは一いつ瞬しゆんのことで、すぐに彼かの女じよは口を開いた。

「結論から言えば、運が悪かったんです。学校という環かん境きようで、マイナスの感情が膨ふくれ上あがりました。それが集まって呪のろいとなって具現した。そして偶ぐう然ぜん、桜の木の前にいたあなたたちに降りかかったんです。まぁ事故みたいなものですよ」

　……運が悪かった？

　それはひどい話だ。納なつ得とくしようがないが、「事故みたいなもの」と言われれば、理り不ふ尽じんさは伝わる。事故に遭あうときは、自分が悪いとは限らない。呪のろいも同じということだろうか。

　……本当に？

　そこで初めて、小こ春はるの話に違い和わ感かんを覚えたけれど、その理由がなぜなのかはわからなかった。

　山やま吹ぶきさんを見ると、渋しぶい顔をして口をうにゅうにゅと動かしている。しかし、結局言い返しはしない。小こ春はるが話を続ける。

「その〝青春の呪のろい〟によって、灯あか里りさんはくしゃみをすると、しばらく物に触ふれられなくなります。〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟と呼ばれる呪のろいです。これを放置すると、とても大変なことになります。どんなことかは言えませんが。喜き一いち郎ろうさんは彼かの女じよの呪のろいを解くために、青春ミッションに挑いどむことになります。まぁ以前は、ほとんどふたりでこなしていましたが」

　呪のろいの被ひ害がいを受けるのは山やま吹ぶきさんで、呪のろいを解くために活動するのは僕ぼく。役割分担がされているらしい。そして、それを放っておくと、何やら大変なことになるそうだ。

　しかし、はいそうですか、とはならない。あなたたちは呪のろわれています、わかりました呪のろいを解きます、なんてふたつ返事ができるわけがない。

「……話はわかったわ。で、その青春ミッションっていうのは何をすればいいのかしら。もうわたしたちは挑ちよう戦せんできるの？」

「山やま吹ぶきさん」

　結論の早い山やま吹ぶきさんに、制止の声を上げてしまう。山やま吹ぶきさんは小こ春はるの話を受け入れ、そのうえで青春ミッションとやらに挑いどもうとしている。聞き分けが良すぎる。この女の子が信用できるかわからないっていうのに。

　しかし、山やま吹ぶきさんは首を振ふってから答えた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。多分、あの子は信用できるわ。理由はわからないけど、そう感じる。そう思える。青あお葉ばくん、あなただってそう思っているんじゃない？」

　……言葉に詰つまる。その通りである。口では山やま吹ぶきさんを止めながらも、僕ぼくは小こ春はるのことを信用している。頼たよりにしている。記き憶おくを失う前のことが原因なのか、小こ春はるに不信感がないのだ。どうやら、それは山やま吹ぶきさんも同じだったらしい。

　小こ春はるは僕ぼくたちふたりを眺ながめたあと、ゆっくり頷うなずく。そして、手のひらを差し出した。その上には本が浮うかんでいる。〝青春ミッションボード〟。それが勝手に開き、ぱらぱらとページが捲めくられていく。

「話が早くて助かります。あなたがたが挑ちよう戦せんする青春ミッションは既すでに現れています。どうぞ、ご覧になってください」

　僕ぼくたちは〝青春ミッションボード〟を覗のぞき込こんだ。文字は七色に発光しながら、青春ミッションとやらを僕ぼくたちに伝えてくる。

『ふたりが持つのは線せん香こう花火　暗い夜にそれだけ輝かがやく　喧けん騒そうから離はなれた場所で　ふたりしかいない秘密の場所で』

「…………………………」

　山やま吹ぶきさんと顔を見合わせる。

「ええと、これは……、ふたりで花火をしろってことなのかな」

「そうじゃない……？　秘密の場所って言い方は意味深だけど、静かでだれもいない場所ならいいってことでしょ。そうとしか読み取れないわよね。ねぇ、そうよね、小こ春はる──」

　山やま吹ぶきさんが問いかけながら、前を向いたときだった。僕ぼくたちは言葉を失う。……そこには、だれもいなかったからだ。何もない。空くう虚きよな夜だけが広がっている。

　突とつ然ぜん現れた少女は、音もなく姿を消していた。しかし、どうやら夢を見ていたようだ、なんて言う気は起きない。

　呪のろいの精せい霊れいというのは本当のようだ。そう強く印象づいただけだった。

「……完全に状じよう況きようを飲のみ込こめたわけじゃないけれど。やれって言われたからには、やった方がいいんでしょうね」

　山やま吹ぶきさんは腰こしに手を当てて、静かに言う。髪かみ飾かざりがしゃらりと揺ゆれた。僕ぼくも彼かの女じよと同意見だ。これはやらなくてはいけないことなんだろう。そんな気がする。

「花火ってコンビニでも売ってるよね？　ライターも」

「ん、そうね。場所は……、ここで問題なさそうね。喧けん噪そうから離はなれているし、わたしたちしかいないし。どんなことをやらされるかと思ったけど、それほど難しくなさそうよね」

　山やま吹ぶきさんは気が抜ぬけたように笑う。彼かの女じよが笑うと、そこだけ光ひかり輝かがやくようだった。思わず目を逸そらしてしまう。おかしな状じよう況きように気を取られていたが、正直、山やま吹ぶきさんもかなりの異常事態だ。

　だって、浴衣ゆかた姿だ。世界一かわいい女の子が浴衣ゆかたを着ている。白い花で彩いろどられた青色の浴衣ゆかたで、赤い帯が魅み力りよくを引き立てていた。彼かの女じよは長い髪かみを後ろでまとめ、可愛かわいらしい花の髪かみ飾かざりが揺ゆれている。いい。すごくいい。『浴衣ゆかた姿の異性は何割増しかで魅み力りよく的てきに見える』というけれど、もうそんな次元ではない。神こう々ごうしさすら感じる。

　僕ぼくが突とつ然ぜん黙だまり込こんだので、山やま吹ぶきさんは訝いぶかし気げな顔をした。しかし、すぐに「あぁ」と納なつ得とくすると、得意そうに笑う。人差し指を僕ぼくにぐいぐい押おし付つけてきた。

「はいはい、わたしの浴衣ゆかた姿に見み惚とれるのはいいけれど、早く行きましょ。いいわねぇ、青あお葉ばくん。しばらくは世界一かわいいわたしの浴衣ゆかた姿を、独ひとり占じめできるんだから」

　山やま吹ぶきさんはご機き嫌げんに前を歩いていく。僕ぼくはぎくしゃくしながらそのあとを追った。浴衣ゆかた姿の破は壊かい力りよくが強すぎる。気の利きいた返事もできやしない。少しは冷静になろうと深呼吸をしたけれど、その呼吸が止まってしまった。山やま吹ぶきさんの後ろ姿を見てしまったからだ。

　彼かの女じよの、うなじが見えている。髪かみと浴衣ゆかたの間に、白い肌はだの絶対領域ができている。足から力が抜ぬけそうだ。普ふ段だんはさらさらの髪かみを流しているので、うなじを出すことはない。しかし、今は見えている。白い肌はだが見えている。やけに艶なまめかしい。視線が吸すい込こまれてしまう。

　……いけない。完全に浮うき立たってしまっている。不思議なもので、興奮しすぎて逆に冷静になってきた。僕ぼくは排はい熱ねつするように大きく息を吐はく。そうしてから、彼かの女じよに声を掛かけた。

　さっきから気になっていたことがあったのだ。

「そういえば、山やま吹ぶきさんはなんであんなところにいたの？　今日はクラスの人たちと来てたんじゃ？」

　そう、元々はうちのクラスの男子が「お祭りに行こう！」と言い出したのだ。そのグループが大きくなり、クラスの男女数人で行くことになった。山やま吹ぶきさんもそこに入っていたはずだ。僕ぼくも誘さそわれていたが、なんだか行く気が起きなくて断った。……結局来ているけれど。

　そして、『境けい内だいにあった一本だけの笹ささ』を思い出して、僕ぼくは石段を上ったわけだ。

　山やま吹ぶきさんが同じ想おもいを抱いだいてここに来た……、と思えるほど僕ぼくはおめでたくない。きっと何か理由があるのだろう。

　なぜか彼かの女じよは「えっ」と驚おどろいた声を上げる。恐おそる恐おそる、といった具合に僕ぼくを振ふり返かえった。その表情はぎこちない。目線をきょろきょろ動かしながら、慌あわてたように言う。

「え、えっと……、そう！　実はみんなとはぐれちゃって。とりあえず、落ち着いた場所で連れん絡らくを取るためにここへ来たのよ。でも、何だか疲つかれちゃって。ちょうどいいから、連れん絡らくして、帰ろうとしていたところ」

「あぁ、そうなんだ。大だい丈じよう夫ぶ？　疲つかれているなら別の日にする？」

「ううん。どちらかというと、人ごみにいるのが疲つかれたって感じだから。大だい丈じよう夫ぶよ」

　それなら、まぁ大だい丈じよう夫ぶだろうか。そんなに時間は取らせないだろうし。

　僕ぼくたちは並んで石段を下りていく。山やま吹ぶきさんは頰ほおを指で搔かきながら、「青あお葉ばくんは、どうしてあそこに？」と尋たずね返してきた。山やま吹ぶきさんの顔を見ると、俯うつむき気味で視線をこちらに向けてはいない。

　一いつ瞬しゆん、適当にごまかそうかと思った。正直に話すのはちょっと照れくさい。しかし、握にぎっていた短たん冊ざくを見る。そこには自分の字で願い事が書かれていた。噓うそを吐つくのもどうかと思いなおし、僕ぼくは正直にそのまま伝える。

「まだ小さい頃ころ、僕ぼくたちはこのお祭りに来たことがあるよね。山やま吹ぶきさんはきっと覚えてないだろうけど、あのとき、神社の境けい内だいに一本の笹ささがあったんだ。だれの短たん冊ざくもつるされていない笹ささが。そこに僕ぼくたちだけが願い事をつるした。もしかして、今年も用意されているかもって思ってさ……」

　言っているうちに恥はずかしくなってきた。頭を搔かきながら、視線を彷徨さまよわせる。ちょうど、階段も下り終わったところだった。喧けん騒そうが戻もどってくる。賑にぎやかなお祭りだ。たくさんの人が道を歩き、屋台の光が眩まぶしいくらいに夜を照らしている。

　山やま吹ぶきさんが何も言ってくれないので、不安になって彼かの女じよを見る。もしかして、気持ち悪いと思われただろうか。昔のことをわざわざ持ち出して。そうだったらどうしよう、と彼かの女じよの顔色を窺うかがうと、なぜか彼かの女じよはぽーっとした顔で僕ぼくを見ていた。

「──────」

　唇くちびるがきゅっと締しまり、瞳ひとみは潤うるんでいるように見える。手は胸の前で小さく握にぎられていた。頰ほおはぽっと赤く染まっている。小さな唇くちびるが震ふるえるようにして、開いた。

「あの、青あお葉ばくん。実は、実はわたしも──」

「あ、山やま吹ぶきさん危ない」

　楽しそうに走っている子供が、僕ぼくたちのすぐそばを通る。もう少しでぶつかりそうだったので、山やま吹ぶきさんには少し下がってもらった。後ろにいたお母さんが「危ない！　走っちゃダメ！」と声を上げる。

「あ、ごめん。で、なんだっけ」

「……ううん、なんでもないわ。それより、早く花火を買いに行きましょ。あっちにコンビニあったわよね？」

　目を瞑つぶって静かに笑うと、彼かの女じよはわずかに首を振ふった。そして、ぱっと表情を戻もどすと、道の先を指差す。確かコンビニはあったはず。僕ぼくが頷うなずくと、早さつ速そく向かうことになった。

　たくさんの人が屋台の間を歩いている。がやがやと賑にぎやかな声が聞こえる。楽しい明るい声だ。普ふ段だんは暗い夜の中を、きらきらとした明かりが照らしていた。そこを僕ぼくたちも並んで歩く。

　お祭りから少し離はなれると、すぐにコンビニには辿たどり着つく。幸い、花火は問題なく買うことができた。線せん香こう花火も入った花火セットだ。いそいそとそれを購こう入にゆうし、僕ぼくたちは再び境けい内だいを目指して歩いていく。

「あ」

　山やま吹ぶきさんが突とつ然ぜん、立ち止まる。どうしたの、と尋たずねると、彼かの女じよは僕ぼくが持っていた花火セットを指差した。

「青あお葉ばくん、大変。ライター、買い忘れちゃったわ」

　あ。僕ぼくも同じように声が出る。終わった花火を入れるため、紙パックの飲み物まで買ったのに、火種の方をすっかり忘れていた。これでは花火で遊ぶことができない。

「仕方ない。ちょっと面めん倒どうだけど、コンビニに戻もどろうか……、って、山やま吹ぶきさん？」

　山やま吹ぶきさんは僕ぼくの話を聞いていなかった。僕ぼくから目を離はなし、きらきらとした目を一点に向けている。くいくい、と僕ぼくの裾すそを引っ張り、「青あお葉ばくん、あれあれ」と嬉うれしそうな声を上げた。

　視線をそちらに向けると、屋台が見える。射的の屋台だ。彼かの女じよはその中の景品を指差している。動物をモチーフにした、有名なキャラクターが描えがかれた……、使い切りライターだ。

「あれを取りましょ。ちょうどいいと思わない？」

「……そういえば、山やま吹ぶきさんって射的好きだったね」

　僕ぼくが指し摘てきすると、彼かの女じよは「うぇへへ」と気の抜ぬけた照れ笑いを浮うかべる。僕ぼくたちがまだふたりで祭りに来ていたとき、山やま吹ぶきさんは射的が大のお気に入りだった。小さい身体からだで、大きな銃じゆうを持っていたのを思い出す。

　買った方が早いだろうけど、彼かの女じよが遊びたいのなら付き合おう。僕ぼくたちは射的の屋台へ近付いていく。射的は、よく見かけるスタンダードなものだ。棚たなには景品がずらりと並んでいるので、それを撃うち落おとす。コルクの弾たまを空気で飛ばす射しや的てき銃じゆうでだ。

　山やま吹ぶきさんは百円玉を何枚か取り出しながら、笑えみを浮うかべる。

「青あお葉ばくん。せっかくだから、昔みたいに勝負しない？　よくやったでしょ？」

「あー……」

　彼かの女じよに言われて、記き憶おくが蘇よみがえってくる。どっちが先に景品を落とせるかという勝負だ。子供の頃ころも同じように、山やま吹ぶきさんにこうやって勝負を持もち掛かけられていた。ただ、彼かの女じよは自分から言い出す割に、いつも負けて悔くやしそうにしていたけど。

　でも、それは昔の話だ。射的で遊んだのはそれっきりだったし、妹と来ても遊ぶことはなかった。数年ぶりだ。今やっても、上手うまくできるかどうかは自信がない。

　僕ぼくが勝負に乗り気じゃないのがわかったのか、山やま吹ぶきさんはつまらなそうな顔をする。しかし、それが急にぱっと明るくなると、悪戯いたずらっぽく笑った。僕ぼくの胸を指でつつく。

「この勝負、負けた人が勝った人の言うことをひとつだけ何でも聞くっていうのは、どう？」

「はっ？　な、なんでも？」

「そ、何でも。……やる気出た？　じゃ、やろっか」

　彼かの女じよは眩まぶしいくらいの笑え顔がおを見せると、手の中の百円玉をじゃらじゃらと揺ゆらした。どうやら本気らしい。負けた方が何でも言うことを聞くらしい。自分の心臓がうるさいくらいに鳴っているのがわかるが、それでも彼かの女じよの言葉を反はん芻すうしてしまう。……何でもって、本当に何でもなんだろうか。そんな勝負、していいのか？　相手は世界一かわいい山やま吹ぶきさんだぞ？

　しかし、その山やま吹ぶきさんが乗り気だった。「勝負は簡単。順番にやって、あのライターを先に落とした方が勝ち」とライターを指差す。百円ライターのように安っぽい作りではないが、オイルライターのような本格的なものではない。箱入りってわけでもない。的は小さいが、当てさえすれば落ちるだろう。難しそうではあるが。

「青あお葉ばくん、わたしの腕うで前まえ知ってるわよね？　わたし先せん攻こうでもいい？」

「え、あ、うん、いい、けど」

　僕ぼくはたどたどしく答える。いや、本当なら公平にじゃんけんでもするべきなのかもしれないけど、そこまで頭が回らなかった。

　それに、山やま吹ぶきさんの言う通り、僕ぼくは彼かの女じよの腕うで前まえを知っている。子供の頃ころの話ではあるけど、山やま吹ぶきさんは射的が上手うまくない。当てているのもあまり見たことがない。勝負ではいつも僕ぼくが圧勝していたくらいだ。

　ということは、これはかなりの確率で僕ぼくが勝ってしまうのではないだろうか……。そうなると、僕ぼくは山やま吹ぶきさんに何でも言うことを聞かせられることになる……。

　え、本当に？　本当にいいの？　何でも？　いいの？　こんなにも僕ぼくに有利な条件で？

　僕ぼくが思わぬ展開にドキドキしていると、山やま吹ぶきさんは「おじさん、一回お願いしますっ」とお金を払はらう。コルクの弾たまを受け取ると、慣れた様子で銃じゆう口こうに詰つめ込こんだ。そして手早くレバーを引く。台の上に上半身を乗せると、身体からだを安定させながら、さらに銃じゆう口こうをライターまでできる限り近付けた。その一連の流れがやけに早い。……え、妙みように手慣れてない？

「ちょ、ちょっと山やま吹ぶきさ──」

　僕ぼくが思わず待まったを掛かけようとしたのと、パンッ！　という小気味良い音が鳴るのは同時だった。

「やった！　落ちた！」

「うそぉッ!?」

　見事、弾たまはライターに命中し、下に落ちていった。景品ゲットだ。たった一発で当ててしまった。僕ぼくがその速度と命中精度に愕がく然ぜんとしていると、山やま吹ぶきさんは僕ぼくに向かってにこやかにピースを向けた。射しや的てき銃じゆうを肩かたに掛かけながら。

「うふふ。わたし、お祭りに来るたびに射的を練習してたのよね。青あお葉ばくんに勝てなかったのが悔くやしかったからねー」

　さらりとそう言うと、山やま吹ぶきさんは再び銃じゆうにコルクを詰つめて、レバーを引いた。動きはとてもスムーズだ。練習していたのは本当らしい。

　ということは、この勝負はもとより山やま吹ぶきさんの勝算が高かったわけだ。だからこそ、彼かの女じよは「何でも言うことを聞く」なんてリスキーな提案をしてきたに違ちがいない。

　思わず、僕ぼくが「それはズルくない？」と言おうとすると、彼かの女じよはそれより先に口を開く。

「ま、だれかさんはもういっしょにお祭りには行ってくれなかったけどねー」

「…………………………」

　そんな、言葉に詰つまるようなことを言った。流し目でこちらに皮ひ肉にく染じみた笑えみを見せる。半分以上、冗じよう談だんなんだろうけど、あとの何割かは別の感情が見みえ隠かくれしていた。

　山やま吹ぶきさんは残りの弾たまをクマのぬいぐるみに向け、全ぜん弾だん命中させていたが、落ちることはなかった。本人も本気で狙ねらっていたわけではなさそうだ。ライターをおじさんから受け取ると、清すが々すがしい顔で銃じゆうを置く。

「さってと、青あお葉ばくん？」

　ライターを僕ぼくにひらひらと見せつけ、ぐっとこちらに身体からだを寄せてくる。おかしそうに笑いながら、僕ぼくを上うわ目め遣づかいで見つめていた。

「……わかった、わかったよ。何でも言うことを聞くよ。何をすればいい？」

　観念して僕ぼくが言うと、山やま吹ぶきさんはにっこり笑え顔がおを見せた。どんなことを要求されるのか、正直怖こわいけれど、僕ぼくは勝負に乗ってしまった。甘あまんじて受けるしかない。でも、できればそれほど大変なことじゃないといいなぁ……。

　僕ぼくが山やま吹ぶきさんの言葉を待っていると、彼かの女じよは少しだけ言いづらそうに髪かみをいじった。僕ぼくから目を逸そらして、もじもじと身体からだを揺ゆらす。そうしてから、ぼそりと呟つぶやいた。

「……あの、さ。さっきみたいに……、昔みたいに、名前で呼んでくれない？」

「……え？　そんなこと？」

「うん」

　彼かの女じよは再び、僕ぼくの顔を見上げた。その頰ほおは仄ほのかに赤く染まっている。瞳ひとみは期待に満ちていた。昔のように名前を呼べ、というのは、あの呼び方だろう。

「えっと……、あの。灯あか里りちゃん」

　僕ぼくが言われたとおりに彼かの女じよの名を呼ぶと、山やま吹ぶきさん──灯あか里りちゃんは、目を見開いた。ぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返かえしたあと、穏おだやかに微笑ほほえむ。えへ、とやわらかな声が漏もれた。

「──うん、それ。ずっとそうやって呼んでよ？　もう変えちゃやだからね？　ね、きぃくん」

　灯あか里りちゃんは嬉うれしそうにそう言うと、くるりと背中を向けて、前へ歩き出した。昔の僕ぼくのあだ名を呼んでから。後ろからでも、彼かの女じよの耳が赤くなっているのがわかる。

　でもそれは、僕ぼくもきっと同じだ。顔は同じくらい赤いだろう。心臓がドクドクと音を立てていた。そりゃまぁ、あんな近くで彼かの女じよの顔を見ていたらそうなる。しかも、あんな甘あまいあだ名で呼ばれてしまえば、僕ぼくなんてイチコロだ。

「ほら、きぃくん。急ぎましょ。わたし、クラスの人たちには帰るって言っちゃったから、こうしてきぃくんとふたりでいたら、変な誤解されちゃうわ」

　灯あか里りちゃんは振ふり返かえると、ちょいちょい、と前を指差した。放心していた僕ぼくは、慌あわてて歩き出す。確かにこの状じよう況きようはまずい。人に見られたら、誤解されるのは間ま違ちがいない。

　僕ぼくが急いで灯あか里りちゃんのそばに寄ると、彼かの女じよはくすりと笑った。「ま、わたしは誤解されちゃっても困らないけどねー」と楽し気に言うと、前へ向き直ってしまう。

「え、あ、ちょ、灯あか里りちゃん、それってどういう……」

「さぁねぇ。どういう意味でしょうねえ」

　彼かの女じよは歌うように言うだけで、僕ぼくの質問には答えてくれなかった。ただただ楽しそうに、僕ぼくの前を歩いていく。







　少し寄り道をしたけど、僕ぼくたちの目的は青春ミッションの達成だ。さぁ花火だ。

　神社の境けい内だいに戻もどり、紙パックの中身を飲み干してから水を入れ、花火の準備を整えた。

　僕ぼくと灯あか里りちゃんは、線せん香こう花火を手にしている。あとはライターで火を点つければ、青春ミッションが達成になるはずだ。

『ふたりが持つのは線せん香こう花火　暗い夜にそれだけ輝かがやく　喧けん騒そうから離はなれた場所で　ふたりしかいない秘密の場所で』

　青春ミッションの内容はこうだった。条件は満たしている。僕ぼくは早さつ速そく、ライターで火を灯ともそうとする……、が。

「はっくちゅっ」

　うわ、かわいい。びっくりした。ライター落とすかと思った。こんなにかわいいくしゃみなんて初めて聞いたよ。

　灯あか里りちゃんは鼻に軽く触ふれながら、「あぁごめんね」と静かに言う。突とつ然ぜんのかわいいイベントに戸と惑まどいつつも、僕ぼくは今度こそ火を灯ともそうとして──彼かの女じよの異変に気が付いた。

「あ、あれ？　え、なにこれ。ど、どうなっているの？」

　動どう揺ようした声を出しながら、灯あか里りちゃんは地面に手を伸のばしていた。何度も何かを摑つかむような仕草をしている。その先には線せん香こう花火が横たわっていた。それを拾い上げようとして、失敗している。その理由は、僕ぼくの目からは明らかだった。

　……彼かの女じよの指が線せん香こう花火をすり抜ぬけている。まるで透すけているかのように。

　異変はそれだけではない。灯あか里りちゃんの顔にも現れていた。右目の下、頰ほおのあたりに妙みようなマークが浮うかんでいる。ハートマークだ。さらにハートの中に、手のひらを突つき出だすようなマークが描えがかれている。その下には『ＳＴＯＰ!!』の文字。なんだこれは。さっきまで、彼かの女じよの頰ほおには何もなかったというのに。

　状じよう況きようがわからず混乱する中、小こ春はるの声が頭の中で再生された。あの呪のろいの精せい霊れいはこんなことを言っていたはずだ。

『その〝青春の呪のろい〟によって、灯あか里りさんはくしゃみをすると、物に触ふれられなくなる〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟が発現する』

　灯あか里りちゃんも思い出したらしく、はっと顔を上げた。

「こ、これが〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟ってやつ……？　確かに触さわれない。干かん渉しようできないってこういうこと？」

「多分……、灯あか里りちゃんは見えないだろうけど、頰ほおにも変なマークが浮うかび上あがってる。呪のろいのせいなのかも」

　ふたりで顔を見合わせ、困った表情を浮うかべてしまう。参った。灯あか里りちゃんが物に触さわれないなら、線せん香こう花火も持つことができない。『ふたりが持つのは線せん香こう花火』を達成することができない。どうしたものか、と僕ぼくが頭を悩なやませていると、灯あか里りちゃんが手を伸のばしてきた。なぜか人差し指をきゅっと握にぎられる。

「あ、灯あか里りちゃん？」

「ふぅん、人には触さわれるのね。干かん渉しようできないのは物だけってこと？　あ、服も触さわれる。ふんふん、なるほどなるほど……」

　彼かの女じよは何事か呟つぶやきながら、ぺたぺたと僕ぼくの身体からだに触さわってくる。そこに遠えん慮りよはない。思い切りのいいスキンシップに、こんなときなのにどきまぎさせられる。

　灯あか里りちゃんはぱっと顔を上げて、落ちている線せん香こう花火を指差した。

「きぃくん、線せん香こう花火に二本同時に火を点つけてみてくれないかしら？　で、右手と左手で持つの」

「いいけど……」

　灯あか里りちゃんの意図が読めないまま、僕ぼくは言われた通りにする。二本の線せん香こう花火に火を灯ともした。少し手間取ったが難しいことでもない。僕ぼくの右手と左手に、小さな花が咲さく。ぱちぱちと火の花が開く。

　さて、これで灯あか里りちゃんの望む通りにした。顔を上げると、すぐ近くに灯あか里りちゃんの顔があってぎょっとする。大きな瞳ひとみにやわらかそうな頰ほお、まとめた髪かみ、いつもより大人っぽい彼かの女じよの顔がすぐそばにある。それどころか身体からだまで近い。彼かの女じよはほとんどくっつくようにしながら、僕ぼくの左手を両手で包つつみ込こんだ。

「…………っ」

　彼かの女じよのすべすべとした肌はだが僕ぼくの手を覆おおう。長い指が絡からむ。もうちょっとで声を上げそうだった。世界一かわいい女の子にこんなことをされて、普ふ通つうの高校生なら平気でいられない。顔が熱い。心臓が痛い。体温が急激に上がる。

　なぜ、急に、こんな。僕ぼくが混乱していると、彼かの女じよはさらっと口にした。

「これでどうかしら。ふたりとも線せん香こう花火を持っている、ってことにならないかな」

　そう言われて、今の姿を確かく認にんする。僕ぼくはもちろん線せん香こう花火を持っている。灯あか里りちゃんは、線せん香こう花火を持つ僕ぼくの手を握にぎっている。灯あか里りちゃんも線せん香こう花火を持っている……、と言えなくもない。どうだろう。

　すると、次の瞬しゆん間かん、神社は強きよう烈れつな光に包まれた。

　背後から物もの凄すごい光が溢あふれ出だしている。花火の光なんて簡単に飲のみ込こむほどの、眩まばゆい発光だ。いつの間に来ていたのか、光の中心にはあの呪のろいの精せい霊れいが立っていた。白しろ熊くま猫ねこ小こ春はる。彼かの女じよが〝青春ミッションボード〟を持ちながら、そこに佇たたずんでいた。本は開かれている。開かれたページから光が溢あふれ出だしていた。空中に文字が浮うかび上あがり、それがさらさらと消えていく。文字が消えると光は徐じよ々じよに収まっていき、小こ春はるがぱたんと本を閉じた。

「ミッション完かん了りようです。お疲つかれ様さまでした」
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　彼かの女じよの口からその言葉を聞くと、どっと疲ひ労ろうがのしかかってきた。どうやら、さっきのやり方で問題なかったらしい。安あん堵どの息が漏もれる。灯あか里りちゃんも同じように息を吐はき、気の抜ぬけた笑えみを浮うかべていた。しかし、改めて線せん香こう花火を手に取ろうとして、未いまだに物を持てないことに気付く。

「ねぇ小こ春はる、ミッションをクリアしたのにこの〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟が消えていかないんだけど。どうすればいいの？」

　小こ春はるの元へ詰つめ寄よる。灯あか里りちゃんの頰ほおにはあのおかしなマークがまだ残っているし、物にも触さわれないようだ。

　小こ春はるは無表情な顔を灯あか里りちゃんに向けて、だぼだぼの裾すそを揺ゆらしながら口を開く。

「その呪のろいは時限式です。時間が経たたないと消失しません。ですが、それほど長くはありません。〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟は二時間程度です」

　いや、二時間でも十分長い気がするが……。灯あか里りちゃんも抗こう議ぎしようとしたけれど、結局何も言わなかった。言っても無む駄だだと思ったのかもしれない。

「それより、次の青春ミッションが出ています。ご確かく認にんください」

　小こ春はるに言われ、僕ぼくと灯あか里りちゃんはそのページを覗のぞき込こむ。次は一体何をやらされるんだろうか。その不安を煽あおるように、書かれた文字が奇き妙みようにも七色に光っていた。

『図書室の奥おくに座すわる、髪かみの長い乙女おとめ。彼かの女じよこそが文学少女。文学少女が望む理想の出会いを果たし、彼かの女じよの物語を完結させろ』

「……んん？」

　灯あか里りちゃんとふたり揃そろって眉まゆを顰ひそめてしまう。おそらく、引ひっ掛かかったのは同じ箇か所しよだ。途と中ちゆうまではいい。文学少女を探し出し、彼かの女じよと理想の出会いを果たす。この理想の出会い、というのはどんなものか検討しなければならないが、それ以上の疑問点がほかにあった。

「「彼かの女じよの物語を完結させろ……？」」

　つい声が揃そろってしまった。灯あか里りちゃんは釈しやく然ぜんとしない、といった感じで、髪かみを指でいじっている。

「これってどういう意味なのかしらね……？　彼かの女じよの物語……、を、完結……？」

「……そこは保留してもいいかもね。まずはこの文学少女って人を探さなきゃ。図書室にいるらしいけど……、灯あか里りちゃん、心当たりってある？」

　僕ぼくの質問に、灯あか里りちゃんは人差し指を顎あごに当てる。視線を宙に彷徨さまよわせながら、口を開く。

「そうね。あるといえばある……、けど、確証は持てないわ。ちょっと調べてみるわね。そうね……、週明け、放課後に図書室で落ち合いましょうか」

「調べる？　どうやって？」

　どういう方法を取るかわからないが、僕ぼくが手伝えるなら手伝いたい。しかし、なぜか彼かの女じよはふふ、と微ほほ笑えみを浮うかべ、胸を張りながら答える。

「こう見えてもわたし、世界一かわいいのよ」

　……と、全く答えになっていない答えを言った。







「ただいまー」

　玄げん関かんを開けてそう言うと、身体からだから力が抜ぬけていきそうになった。自分でもわからないうちに、気を張っていたらしい。ほっと息を吐はく。そりゃ、あれだけのことが立て続けに起きれば、疲ひ労ろうを覚えるのも当然だ。

　とりあえず、週明けまで青春ミッションはひとまず保留だ。月曜日の放課後から、再び動き出すことを灯あか里りちゃんと約束した。まさかこんなことになるなんて、家を出る前には考えてもみなかった。

「おかえり。どこ行ってたの」

　そう声を掛かけてきたのは、妹の沙さ知ちだ。お風ふ呂ろから出てきたところに、偶ぐう然ぜん僕ぼくが帰ってきたらしい。沙さ知ちは普ふ段だん括くくっている髪かみを今は下ろし、バスタオルで拭ふいている。ダボっとした大きなサイズのＴシャツを着て、下はショートパンツというルームウェア。

「ええと……、コンビニ行ってきた。で、そこでちょっと友達と会ったから立ち話しちゃって」

　適当な理由をでっちあげる。沙さ知ちにも「祭りには行かない」と言ったし、説明も難しいのでコンビニということにしておいた。元々母さんにはそう言って出で掛かけている。

「コンビニ行ったのに、何も買い物してこなかったの」

「……財さい布ふ、忘れたんだ」

　噓うそを重ねる。自分が何も持っていないのを今思い出した。幸い、沙さ知ちは興味なさそうに「ふうん」と呟つぶやくだけだ。不ふ審しんがっている様子はなかったが、彼かの女じよはこう続ける。

「財さい布ふ取りに来たなら、今からコンビニ行くんでしょ。わたしも行くから、ちょっと待ってて」

「え、あ……、うん」

　正直、コンビニには一いつ切さい用事はないのだけど、噓うそを吐ついた手前、断るのは変だ。沙さ知ちは僕ぼくの返事を聞くと、黙だまって自室に戻もどろうとする。

「あ、沙さ知ち。髪かみはちゃんと乾かわかさないと風か邪ぜ引くよ」

「わかってるよ、うるさいなぁ……」

　僕ぼくの小言に不ふ機き嫌げんそうにしながら、彼かの女じよはさっさと部屋に戻もどっていった。

　僕ぼくの土曜日は、こうして終わっていった。
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「……面おも白しろかった」

　宮みや村むらくんからもらった文集を読み終わり、出てきた言葉はとても満足したものだった。ほう、と息を吐はく。面おも白しろかった。一気に読み切った疲ひ労ろう感かんと、心ここ地ちよい充じゆう足そく感かんに満たされている。

　この文集に載のっている小説はすべて、僕ぼくと同じ中学生が書いたものだという。小説を書く。僕ぼくにはとてもできないことを、文芸部の人たちはやっているわけだ。すごい。こんなふうに小説を書いて、文集を作り上げるだなんて。

　この文集の中には、物語がたくさん詰つまっている。彼かれらが紡つむいだ物語を眺ながめるのは、とても新しん鮮せんで、楽しい気持ちにさせてくれた。

　そして何より、中でもひとつ、とても心に響ひびく作品があった。

『成なる実み一いち木もく』。

　その作品の作者は、そういう名前だった。ほかの人もみんなそうだったから、この人もペンネームなんだろう。

　成なる実み一いち木もくさんの作品は、決して派手ではなかった。主人公が目覚ましい活かつ躍やくをするわけでもないし、だれかが大事件を起こすわけでもない。等身大の、なんてことはない話を丁てい寧ねいに描えがく。

　そのうえで、小説の舞ぶ台たいがこの中学校なのだ。特筆すべきはそこだ。この学校の風景が、空気が、世界が、この小説には描えがかれている。

　普ふ段だん読む小説や漫まん画がの中に、僕ぼくたちが住む世界は出てこない。それが当たり前だ。けれど、この成なる実み一いち木もくさんは、小説に僕ぼくたちの世界を落おとし込こんでいる。小説の中に僕ぼくたちの世界がある。そう描えがく。それに一気に惹ひきこまれた。

「……わ。やば。帰らなきゃ」

　窓の外を見ると、いつの間にか暗くなっていた。夢中になっていて気付かなかったらしい。慌あわてて、僕ぼくは帰る準備を始めた。

　暗い気持ちは、いつの間にか消えていてくれた。







「宮みや村むらくん、文集すごく面おも白しろかったよ！」

　翌朝、僕ぼくは早さつ速そく、宮みや村むらくんにそう伝えた。「だろ！」と彼かれは嬉うれしそうに笑う。

「どの小説が一番面おも白しろかった？」

「うーん、みんな面おも白しろかったけど、僕ぼくは『成なる実み一いち木もく』っていう人の話が一番好き。話もそうだけど、描びよう写しやが丁てい寧ねいですごくよかった。あの人の小説だけ、何回も読み返しちゃったよ」

「あぁ、あの小説な。あれも面おも白しろいよなー……」

　彼かれは弾はずむような声で言ったが、それが急に萎しぼんだ。ううん？　と首を傾かしげたかと思うと、腕うで組ぐみをしながらゆっくりと言う。

「成なる実み一いち木もく……、ええと、どの先せん輩ぱいだったかなぁ。俺おれ、文芸部に入ったばっかだから、部員の名前と顔がまだ一いつ致ちしてないんだ。それに加えて、ペンネームってなると、だれがだれだか」

「あー、いいよいいよ。わかってても、言わないでよ。どんな人が書いてるか知っちゃうと、なんだか純じゆん粋すいに楽しめない気がするし」

　経験がないからわからないけど、その為人ひととなりを知ってしまうと、いろいろと先入観ができてしまう気がする。余計な情報が邪じや魔まになりそうだ。そうなってしまっては、成なる実み一いち木もくさんの作品を楽しめないかもしれない。それは嫌いやだ。

　僕ぼくの言葉を聞いて、宮みや村むらくんは「……本当に気に入ったんだなぁ」と満足そうに言った。

「そんなに気に入ったんなら、感想でも書いてみたらどうだ？」

「感想？」

「あぁ。図書室に、文集の感想が入れられる箱が用意してあるんだって。そういうの、もらえると嬉うれしいらしいぞ？」




　　　　※







　僕ぼくたちは『文学少女』を追っていた。文学少女の瀬せ尾お先せん輩ぱいをだ。〝青春ミッションボード〟に書かれていた、『理想の出会い』は果たした。残りは『彼かの女じよの物語を完結させろ』。この意味は未いまだに不明だが、瀬せ尾お先せん輩ぱいと接せつ触しよくすればわかるかもしれない。だからこうして、彼かの女じよをこっそり追いかけて、機を窺うかがっているわけだ。

　彼かの女じよは渡わたり廊ろう下かを進み、旧校舎に入っていく。こっちの校舎は特別教室ばかりのはずだ。何の用があるんだろう。

　階段を上がり、廊ろう下かを進み、瀬せ尾お先せん輩ぱいはひとつの部屋に吸すい込こまれていった。扉とびらが静かに閉まる。

　扉とびらの前に立って、僕ぼくたちは教室の名札を確かく認にんした。名札にはこう書かれている。

『文芸部』

「……瀬せ尾お先せん輩ぱい、文芸部だったんだ」

　ぴったりというか、なんというか。なるほど、とさえ思う。ただ、うちに文芸部があったなんて僕ぼくは今知った。

　灯あか里りちゃんは名札を見上げながら、「わたし、いまいち知らないんだけど、文芸部ってどんな活動をするの？」と首を傾かしげる。

「小説を読んだり、書いたりって感じだよ。文化祭では、部員が書いた小説や詩を文集にして販はん売ばいする……、とか。うちの中学にも文芸部あったんだけど、覚えてない？」

「それは覚えてるわ。友達が入ってたし。ん？　ちょっと待って、きぃくん。今、文芸部は小説を書くって言った？」

　灯あか里りちゃんの言葉にはっとなる。そう、文芸部は小説を書く人もいる。瀬せ尾お先せん輩ぱいが文芸部なら、彼かの女じよも小説を書いている可能性はある。

　小説を書いている。物語を、書いている。

「「『彼かの女じよの物語を完結させろ』！」」

　互たがいに指差し、弾はずんだ声を上げてしまう。灯あか里りちゃんは表情をぱぁっと明るくして、これだわ、と頷うなずいた。

「文学少女である瀬せ尾お先せん輩ぱいの小説を完成させれば、このミッションがクリアになるってことね。なるほどね。そういうことなら早さつ速そく、瀬せ尾お先せん輩ぱいに接せつ触しよくしなくちゃいけないけど──」

　そう言うや否いなや、灯あか里りちゃんは文芸部室のドアをノックした。ぎょっとする。急に何を。戸と惑まどう僕ぼくをよそに、灯あか里りちゃんは平然と言う。

「いや、どうにかして瀬せ尾お先せん輩ぱいとお近付きにならないといけないでしょ？　じゃあ部活見学ってことで、中に入れてもらおうかなって」

「部活見学って、もう七月なんだけど……。まぁ、でも。そうか。そうした方がいいかもね」

　突とつ然ぜんの行動に面食らったけれど、灯あか里りちゃんの言う通りだった。僕ぼくらは瀬せ尾お先せん輩ぱいの物語を完結させなくてはいけない。どうすればいいのかはまだわからないが、接せつ触しよくすれば答えが出るかもしれない。

　よし、と気合を入れて、文芸部室の前で待つ。しかし、待てども暮らせども返事がない。ノックが聞こえなかったんだろうか。灯あか里りちゃんは不思議そうにしつつも、もう一度、扉とびらを叩たたいた。

　すると、「……はい」と小さな声が聞こえた。よかった。返事をしてくれた。

　灯あか里りちゃんは「失礼します」と声を掛かけてから扉とびらを開ける。僕ぼくも挨あい拶さつを重ねながら、部室に入った。

　文芸部室は思ったよりも広い。教室の半分はありそうだ。部屋の中心には大きな机が置いてあり、周りには椅い子すが並んでいる。壁かべ際ぎわにはしっかりした本ほん棚だなが設置され、本がたくさん詰つまっていた。本ほん棚だなの上には段ボールが所狭せましと載っている。いくつかは床ゆかにも置いてあった。しかし、あまり雑多な印象は抱いだかない。物は多いが、片付いているからだろう。窓が開いていて、カーテンが揺ゆれていた。気持ちのいい風が入ってくる。いい部室だなぁ、と僕ぼくは思う。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは机の奥おくに座すわっていた。目の前にノートパソコンが置いてあり、彼かの女じよはキーボードに手を乗せている。瀬せ尾お先せん輩ぱいは僕ぼくたちを見ているが、長い前まえ髪がみと眼鏡のせいでいまいち目が見えづらい。ほかに部員の姿はなかった。瀬せ尾お先せん輩ぱいしかいないのなら、都合がいい。

「あ……」

「あ、どうも……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが僕ぼくに気付いて、驚おどろいた声を上げた。ぺこりと会え釈しやくをする。彼かの女じよは困ったように目を逸そらし、「そ、ソウケンの方たちですか……？」とおどおどしながら言った。

「ソウケン……？　いえ、あの先せん輩ぱい。わたしたちは、ちょっと文芸部に興味があってですね、見学させてもらいたいなー、と思って来たんですが……」

　灯あか里りちゃんがそう理由を述べたときだった。突とつ然ぜん、瀬せ尾お先せん輩ぱいは椅い子すを倒たおしながら立ち上がり、「ほ、本当ですか！」と大きな声を上げた。声量の差が激しい。僕ぼくたちが呆あつ気けに取とられていると、彼かの女じよはわたわたしながら棚たなから紙を取り出し、それを僕ぼくたちに差し出してくる。

「あ、あのあのあのあの、わ、我わが文芸部は小説が好きな人や書く人が集まってですね、あの、ぶ、文集とか！　出したり、あとは、ええと、そうですね、な、なんだっけ……、あの、と、とにかく！　楽しい部活なんです、よろしくどうぞ！」

　あまりにたどたどしく、そして声量の抑よく揚ようがありすぎる。これが部活の紹しよう介かいだと理解するのに数秒を要した。そして、手て渡わたされた紙は入部届である。先せん輩ぱいに対してこう思うのもなんだけど、勧かん誘ゆうが得意ではなさそうだ。人によっては今ので回れ右をしてしまうかもしれない。

　僕ぼくが反応に困っていると、灯あか里りちゃんが何やら目をキラキラさせていた。嬉うれしそうに瀬せ尾お先せん輩ぱいの手を握にぎる。「先せん輩ぱい、ゆっくりでいいのでもっと詳くわしく教えてください」と目を見つめながら言う。文芸部に興味が出たわけではない……。気に入ったのだ、瀬せ尾お先せん輩ぱいを。

　灯あか里りちゃんはかわいいものが好きだ。かわいい人が大好きだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいは灯あか里りちゃんの好みなんだろう。実際、瀬せ尾お先せん輩ぱいは綺き麗れいな人だ。普ふ通つうにしていると見えづらいだけで。

「あ、は、はい。あの、ではこちらへ座すわってください。……？　あ、あの。手を離はなしてください……」

「おっと。これは失礼しました」

　ぱっと手を離はなして、にっこり微笑ほほえむ灯あか里りちゃん。百点満点の笑え顔がおに、不意打ちでどきりとさせられる。楽しそうなのは結構だけど、目的を忘れてやしないだろうか。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはパソコンの近くに座すわり、僕ぼくと灯あか里りちゃんはその対面に座すわった。そこで自じ己こ紹しよう介かいをしてもらったのだが、瀬せ尾お先せん輩ぱいは文芸部の部長とのことだ。少し意外だった。

　僕ぼくたちも名乗ったあと、瀬せ尾お先せん輩ぱいは部活の説明をしてくれる。

「ええとですね……、基本的に、普ふ段だんの活動で何かをするっていうことはあまりありません……。雑談する人もいれば、小説を書く人も読む人もいて、そこは自由です。ただ、年に一度だけ部で文集を作って、文化祭で販はん売ばいします。部員にはそこに何かしら書いて頂かないといけません」

　落ち着いて話してもらうと、瀬せ尾お先せん輩ぱいの声はしっとりしていて耳に心ここ地ちよい。頭にすっと入ってくる。

「書かないといけないっていうのは、小説ってことでしょうか。わたし、小説って書いたことないんですが……」

　灯あか里りちゃんがまっすぐに瀬せ尾お先せん輩ぱいを見つめながら、疑問点を挙げている。「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ」と先せん輩ぱいが困ったように笑うと、灯あか里りちゃんもつられて笑え顔がおを返していた。嬉うれしそうだ。

「小説を書く人が多いですが、書評、本の感想、エッセイ、イラスト……、何でも構いません。もちろん、小説を書いてもらってもいいです。あ、ちょっと待ってください」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは立ち上がると、本ほん棚だなから数冊本を抜ぬき取とった。それを机の上に並べていく。

「この分厚くてしっかりしている本が文化祭で販はん売ばいする部誌です。参考にして頂ければ……。こちらのモノクロ表紙の方は、書きたい部員が集まって月一回出していた本で……、これも一応部誌ですね。部内で配るくらいですが……」

　部誌は二種類存在しているようだ。文化祭で販はん売ばいする部誌はずっしり分厚く、綺き麗れいなイラストがカラーで表紙に描えがかれている。月一の部誌は、販はん売ばい用に比べると粗あらいけれど、ちゃんと本の形になっている。数も多い。

　僕ぼくはその中の一冊を手に取った。ぺらりと開いてみると、そこにはぎっしり文字が書かれている。あぁ、この感じ。懐なつかしい。中学時代を思い出すと、かつての感情が噴ふき出だしてくる。

「瀬せ尾お先せん輩ぱいも小説を書くんですか？」

「？　はい」

　当たり前のことを訊きかれたかのように、瀬せ尾お先せん輩ぱいは不思議そうに頷うなずいた。

「いや、すごいなぁ、と思いまして……。こんなふうに話を作れる人って。僕ぼくも小説を書いたことないですし、普ふ通つうの高校生なら書けないと思います。僕ぼくと歳としが変わらない人たちが、物語を書いて、本まで作ってるなんて、なんだか不思議な気持ちになります。すごいです」

　部誌を眺ながめながら、尊敬の念を伝える。これは以前から思っていたことだ。中学時代、文集を読んだときから。結局、僕ぼくは宮みや村むらくん以外の文芸部員と会ったことがないので、今まで口にしたことはなかったけど。

　僕ぼくの気持ちを聞いて、瀬せ尾お先せん輩ぱいは見る見るうちに顔が赤くなった。顔を隠かくすように手を前に突つき出だし、ぱたぱたと左右に振ふりながら、「い、いや、そんな……、わたしなんて、そんな、そんな……」と困っている。

　かわいい人だなぁ、と思う。思ってしまう。容姿は背の高いお姉さんなのに、どこか小動物っぽいというか、動きが愛らしいというか。こんな人を前に毎日部活をしていたら、すぐに恋こいに落とされるんじゃないだろうか……。部の男子はどう思っているんだろう……、と考えて、はた、と気付いた。部誌のもくじには作者の名前が並んでいる。決して少なくない人数が記き載さいされている。

　ここにいるのは、瀬せ尾お先せん輩ぱいだけなのにもかかわらず。

「あの、先せん輩ぱい。今日はほかの部員の方はいらっしゃらないんですか」

　僕ぼくの問いに、瀬せ尾お先せん輩ぱいがびくっとする。ただでさえ猫ねこ背ぜなのに、さらに身体からだを丸めた。気まずそうに彼かの女じよは口を開く。

「……すみません。今はもう、文芸部にはわたししか残っていなくて……」

「え、え？　先せん輩ぱいだけなの？　部員ひとりだけ？」

　灯あか里りちゃんの戸と惑まどいの声に、瀬せ尾お先せん輩ぱいはこくんと頷うなずいた。……なんてことだろう。それなら瀬せ尾お先せん輩ぱいが部長なのも納なつ得とくできる。ほかにやる人がいないのだから。まさか、部員がたったひとりの部活が存在するなんて……。この広い部屋がさらに広く感じてしまう。

「文芸部はあまり人気がなくて……、去年の時点で、二年生はゼロで新入部員もわたしひとりという状じよう況きようでした……。三年生はたくさんいたんですけど……。だから、今年は勧かん誘ゆうを頑がん張ばったんですが、結果は惨ざん敗ぱいで……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはますます身体からだを小さくしてしまう。だからさっき、僕ぼくたちに必死で部活勧かん誘ゆうをしたわけだ。前のめりの部活説明にも納なつ得とくがいく。そして、あれでは人は集まらないだろうということも。

　何が何でも部員を入れようとして、結果的に人を遠ざけてしまう。気合が空回ってしまう。たったひとりの先せん輩ぱいがあのテンションなら、新入生はきっと困る。

　肩かたを落とす瀬せ尾お先せん輩ぱいを見ていられず、僕ぼくは部誌に目を落とした。

　彼かの女じよの言うように、三年生は多かったようだ。多くの人の名前が並んでいる。変わった名前ばかりなので、ほとんどがペンネームだろう。全くの素人しろうとの僕ぼくからすると、こんなふうにペンネームを考えるだけでもすごいことに感じてしまう。

「ん？」

　ペンネームがずらりと並ぶ中、ひとつ、とても懐なつかしい名前を見つけた。『成なる実み一いち木もく』。そう書かれている。……この名前、忘れようがない。一年ぶりの再会に、脳が痺しびれるような感覚に陥おちいる。これ、本当に？　本当に、あの人？　ドキドキしながら、その名前を見つめる。あまりにも突とつ然ぜんで、なおかつ思わぬところでの再会に、異様なまでの昂こう揚よう感かんを覚えた。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの話を聞かなくちゃいけないのに、僕ぼくは誘いざなわれるかのようにその人の小説を読み始めてしまった。

　舞ぶ台たいは中学校だ。主人公はその中学に通う女の子で、彼かの女じよは校舎を歩いている。その様が描びよう写しやされている。やけに日差しがきつい渡わたり廊ろう下か、廊ろう下かの窓から見えるグラウンドの光景、色いろ褪あせた交通安全のポスター。こと細やかに描びよう写しやされていて、頭に光景が浮うかんでくる。

　いや、思い出してくる、と言った方が正しいかもしれない。記き憶おくが呼び起こされる。そして、記き憶おくと小説の描びよう写しやがぴったり合がつ致ちし、妙みような興奮を僕ぼくに与あたえた。

　この小説に出てくる学校は、僕ぼくが通っていた中学校だ。それだけじゃない。主人公の通学路も心当たりがある。途と中ちゆうまで、僕ぼくの通学路と同じだ。すぐさま風景が思おもい浮うかぶ。

　実際の風景を小説に取り入れる、この書き方。そして、このペンネーム。記き憶おくの奥おくから懐なつかしい気持ちが溢あふれていく。

「……僕ぼく、この人の小説、読んだことがある」

　思わず呟つぶやくと、灯あか里りちゃんと瀬せ尾お先せん輩ぱいが驚おどろきの声を上げた。「え、知り合いがいたの？」と灯あか里りちゃんが覗のぞき込こんでくるので、部誌ごと彼かの女じよに渡わたす。

「その小説、ちょっと読んでみてくれない？　小説の舞ぶ台たいが、僕ぼくらの通っていた中学校だよ」

「えぇ？　本当？」

　灯あか里りちゃんは半信半疑ながらも、その小説を読み進めた。読みさえすればわかってくれると思う。

「あ、あの、青あお葉ば、くん。その人の小説を、どこで読んだんですか？」

　恐おそる恐おそるといった感じながらも、瀬せ尾お先せん輩ぱいは興味深そうに尋たずねてくる。僕ぼくは頭の中で話を整理しながら、ゆっくりと話した。

「ええと、僕ぼくの中学校で読んだんです。文芸部の文集ですね。この成なる実み一いち木もくさんと同じ学校だったんです。文集の中で、一番面おも白しろかったのがこの人の小説で……。小説の中に、僕ぼくたちが通っている学校や近くの街が出てくるんですよ。しかも、すごくわかりやすく、詳くわしい描びよう写しやで。なんだかそれが不思議な感覚で、面おも白しろかったんですよね」

　成なる実み一いち木もくさんの小説のことを話すと、自然と穏おだやかな気持ちになる。いくつもの作品を読んだけれど、いつも楽しませてくれた。夢中になって読んだ。あの時間を懐なつかしく思う。

「……本当だ。うちの中学ね、これ。うわ、懐なつかしい……、そうそう、音楽室の扉とびらの建付けが悪いのよねー」

　灯あか里りちゃんが部誌を読みながら、はしゃいだ声を出す。そう、妙みように楽しい気分にさせてくれるのだ。それに話だって面おも白しろかった。心理描びよう写しやが巧たくみで、惹ひきつけられる。

「でも意外ね。きぃくんが文芸部の文集を読よみ込こんでいたなんて」

「文芸部に友達がいて、新しいのができるたびに文集をくれたんだ。全部読んでいたけど、やっぱり成なる実み一いち木もくさんが書く小説が一番面おも白しろかった。年に何冊も作ってて、もらえるのが楽しみだったよ。僕ぼくが三年に上がったら卒業しちゃってて、読めなくなったのが残念だったなぁ」

　文集をもらって、もくじを見て名前がなかったときに強いショックを受けたのをよく覚えている。卒業したらそれっきり。そんな当たり前のことをすっかり失念していたわけだ。

「あ、あう……。そ、そ、そんなに面おも白しろかった、んですか……？　そ、そんなに」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが落ち着かない様子で、僕ぼくに尋たずねる。きょろきょろしているせいで、僕ぼくと目線が合っていない。顔も赤い。口元を押おさえ、何かに耐たえるような仕草をしていた。……どうしたんだろうか。何か問題がある人だったんだろうか、成なる実み一いち木もくさんは。とはいえ、ここで変に気を遣つかうのもおかしな話だ。素す直なおに己おのれの気持ちを述べる。

「面おも白しろかったですよ、すごく。図書室に部誌の感想を入れられる箱が用意してあったんですけど、僕ぼくいつも感想文を出してましたからねぇ。ファンレターっていうか。今思うと、ちょっと恥はずかしいですけど」

　つい照れ笑いしてしまう。あれはあれで青春っぽくはあったけど。まぁでも、やっぱりわざわざ感想文まで書いていたっていうのは、ちょっと若さの暴走みたいなところがある。

　僕ぼくの照れくさい話はしかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいにおかしな反応を与あたえていた。さっきまでおどおどしていた瀬せ尾お先せん輩ぱいが、びくっとして硬こう直ちよくする。固まってしまう。髪かみの間から、見開いた目が僕ぼくを見つめていた。口がぽかんと開いている。顔はますます赤く染まっていき、何かを言いかけて、ぐっと手で押おさえた。

「そ、そうなんですか、あ、あなたが……、あ、あぁいえ、な、何でもないです……。そ、そうですか……。あ！　す、素す敵てきな先せん輩ぱい、でしたよ。卒業しちゃって、残念ですけど……」

　彼かの女じよは何度も眼鏡の位置を直しながら、ぼそぼそと言葉を並べた。褒ほめているように聞こえるが、どこか口調はよそよそしい。……何かあったんだろうか。瀬せ尾お先せん輩ぱいと成なる実み一いち木もくさんの間には、何か確かく執しつがあるのかもしれない。

　しかし、この話は唐とう突とつに終わりを告げる。訪問者が現れたからだ。

　コンコン、と扉とびらがノックされる。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの身体からだがびくっと跳はねる。椅い子すの上で縮こまり、暗い表情で俯うつむいた。なんだろう。なぜノックにこんなにも怯おびえるのか。灯あか里りちゃんがノックをしたときも様子がおかしかった。

「あの、未み咲さき先せん輩ぱい……？」

　心配そうに灯あか里りちゃんが声を掛かける。が、瀬せ尾お先せん輩ぱいが返事をするより早く、乱暴に扉とびらが開いた。

「邪じや魔まするわよ」

　冷たく言い放って入ってきたのは、ひとりの女の子だった。

　正直な感想を言わせてもらえば、「生意気そうな子だな」と思った。顔つきというか、立ち振ふる舞まいがそう感じさせる。ただ、顔立ちだけは可愛かわいらしい。くりっとした大きな瞳ひとみに、小さな顔、やわらかそうなほっぺた。髪かみが両りよう脇わきで括くくられ、毛先は肩かたに触ふれる長さのツインテール。動くたびに髪かみの束が揺ゆれる。

　身体からだは小こ柄がらだ。肩かたが細い。半はん袖そでから見える腕うでは華きや奢しやな印象を与あたえる。小こ春はるやつばさよりは背が高いが、顔の幼さなら負けていなかった。ただ、背は低いのに胸のふくらみはしっかりとセーラー服を持ち上げている。

　彼かの女じよは腕うでを組んで眉まゆを上げ、つまらなそうに部屋の中を見み渡わたしていた。

　……だれだろう、この子は。文芸部にはもうだれも残っていない、と瀬せ尾お先せん輩ぱいは言っていた。ならば、彼かの女じよも僕ぼくらと同じ部外者か。一体何の用なのだろう。部活見学には見えない。瀬せ尾お先せん輩ぱいは明らかに彼かの女じよを怖こわがっているし、彼かの女じよも偉えらそうな態度を崩くずさなかった。

「あら。珍めずらしいわね、お客さんだなんて。なに？　瀬せ尾お、もしかして今、部活勧かん誘ゆう中だったりする？」

　彼かの女じよは僕ぼくたちに気が付くと、意外そうな顔をした。……僕ぼくは内心で冷ひや汗あせをかく。危ない。瀬せ尾お先せん輩ぱいを呼び捨てにしているってことは、この人、僕ぼくたちの先せん輩ぱいだ。同じ一年生だと思っていた。一年生にしても幼いよな、と思ったくらいだ。二年生だろうか。瀬せ尾お先せん輩ぱいと同じ学年だとは到とう底てい信じられない。瀬せ尾お先せん輩ぱいが大人っぽいっていうのもあるんだろうけど。

　幼い先せん輩ぱいの質問に、瀬せ尾お先せん輩ぱいはおどおどしながら答える。

「あ、は、はい……。その、部活見学に来てくれた人です……」

「はぁ。こんな時期に？　しかも、文芸部なんかに？　こんなところに見学に来てもしょうがないんじゃないの。あんたの陰いん気き臭くさい顔しかないじゃない」

　当たりの強い言葉を吐はく。なんというか、彼かの女じよは随ずい分ぶんと態度が大きい。口が悪い。瀬せ尾お先せん輩ぱいを萎い縮しゆくさせている。傍はたから見ているだけでも、少しむっとしてしまう。灯あか里りちゃんも不快そうに眉まゆを顰ひそめていた。

「あんたたち、小説が書きたいんだったらソウケンに来たらどう？　歓かん迎げいするわよ。文章書きはまだいないけど。少なくとも、文芸部に入るよりはよっぽどいいわよ」

　こちらに手を向けて、つまらなそうに彼かの女じよは言う。ソウケン。さっき、瀬せ尾お先せん輩ぱいも口にしていた言葉だ。

「あぁ、ソウケンっていうのは、創作研究部。略して創研。今年度からできた部活で、みんなで創作活動をしていこうって部活。まぁ今のところ漫まん画が描かきの集まりだけど。部長はあたし。二年の立たち河かわすみれ。あぁ、あんたらもちょっと瀬せ尾おを説得するのに協力してよ」

「説得……？」

「そう、説得」

　彼かの女じよ──立たち河かわ先せん輩ぱいは机に手を乗せ、体重を預けながら話を進めた。

「創研を新しく作ったのはいいんだけど、部室がね。ちょうどいいのが余ってなくて、狭せまい部屋しかもらえなかったのよ。十人以上もいるっていうのに。これじゃ漫まん画がを描かくどころか、部屋に全員入ることすらままならないわ。で、どう。あんたたち。この部屋、瀬せ尾おがひとりで使っているんだけど、どう思う？」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは手をくるりと回す。そういう言い方をされると、そりゃ不ふ釣つり合あいだとは思う。

　ひとりで使うには広すぎる。僕ぼくたちの表情を見て、立たち河かわ先せん輩ぱいは満足そうに頷うなずいた。

「ちょっと贅ぜい沢たくに使いすぎよねぇ……。たったひとりの部活にこれは異常だわ。で、今、瀬せ尾おと交こう渉しようしているってわけ。あたしたち創研の部室と、文芸部の部室、取とり替かえっこしない？　ってね」

　彼かの女じよはおどけるように言ったが、場は全く和なごまなかった。瀬せ尾お先せん輩ぱいもすっかり俯うつむいてしまっている。長い髪かみが顔を隠かくし、表情が見えなかった。

「取とり替かえっこって……、そんなの、生徒同士で決められることなんですか？」

　灯あか里りちゃんが疑問を投なげ掛かける。それは僕ぼくも思った。生徒に決定権はないだろう。

「あぁ、それは大だい丈じよう夫ぶ。顧こ問もんの先生たちには話がついているし。『部員全員の同意が取れているなら何とかする』って言げん質ち取ったわ」

　手をひらひらさせながら、立たち河かわ先せん輩ぱいは言う。灯あか里りちゃんは面おも白しろくなさそうに口を閉じた。立たち河かわ先せん輩ぱいは「あとは瀬せ尾おがいいって言ってくれれば、話は前に進むんだけどねー」と聞こえよがしに声を大きくした。

　文芸部には瀬せ尾お先せん輩ぱいしかいない。瀬せ尾お先せん輩ぱいが頷うなずけば、部員全員という条件は揃そろってしまう。部室の交こう換かんが成立する。

　……そういうことか。瀬せ尾お先せん輩ぱいがやけに僕ぼくたちを警けい戒かいしていたり、立たち河かわ先せん輩ぱいを怖こわがっている理由がわかった。無む理り強じいされているのだろう。彼かの女じよの圧の掛かけ方を見ていれば、容易に想像がつく。

　まるでそれを証明するかのように、立たち河かわ先せん輩ぱいは口を開いた。

「実際のところ瀬せ尾おさぁ、あんたにこれだけ広い部室って必要ないでしょ。ひとりで何に使うのよ。あたしたちの使っている部屋でいいでしょ？　そこだってひとりで使うに広すぎるくらいよ」

　立たち河かわ先せん輩ぱいが瀬せ尾お先せん輩ぱいを覗のぞき込こみ、面めん倒どうくさそうに声を掛かける。素っ気ないが威い圧あつ的てきだ。しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいも言われっぱなしではなかった。顔は俯うつむいたままだけれど、反論の声を上げる。

「た、確かにわたしひとりで使うには広いですが……、部員が増えるかもしれないですし……」

「だからこんな一いち年ねん坊ぼうを引っ張ってきて勧かん誘ゆう？　あんた本気？　もう七月なんだけど。とっくに勧かん誘ゆうのピークは過ぎてるんだけど。どうせ来年もそんなに入ってきやしないわよ。うちの部室で事足りるってのよ」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは食い気味に彼かの女じよの言葉を突つっぱねる。肩かた身みが狭せまそうに、瀬せ尾お先せん輩ぱいの背が丸くなる。肩かたが落ちていく。それでも、ぼそぼそとした声でも、瀬せ尾お先せん輩ぱいは言葉を返した。

「こ、この文芸部の部室は何代も前からずっとこの場所にありまして……、で、伝統もありますから、わたしの代で、わたしの意志で変えてしまうのは嫌いやなんです……」

「はぁん。伝統ねぇ。何の役にも立たないことをよくもまぁ。あんたの代で変えたくないっていうけどさ、来年もあんたひとりで部活勧かん誘ゆうするんでしょ？　今回でわかっただろうけど、あんたにゃ無理よ。だれが根暗女しかいない部に入りたがるのよ。どうせ、来年もだれひとり入らずに、あんたの卒業と同時に廃はい部ぶよ、廃はい部ぶ」

「……た、たとえそうだとしても、ここは大事な場所なんです……。思い出のある場所で……。わたしのせいでそれがなくなるなんて、先せん輩ぱい方がたに申し訳が立ちません。そ、それに本も文集もたくさんあります。こ、これだけのものを置いておくには大きい本ほん棚だなも必要ですし……」

「段ボールにでも突つっ込こんでおきなさいよ、文集なんて。どうせ滅めつ多たに読まないでしょ。それをありがたがって、こんなふうに飾かざっちゃってまぁ……。大事な場所って言っても、どうせなくなるのよ？　どうせ廃はい部ぶよ？　意味なくない？」

　バカにした言い方で、立たち河かわ先せん輩ぱいは言葉を積み重ねていった。淀よどみなく、すらすらと流れ落ちていく。瀬せ尾お先せん輩ぱいを傷つける。瀬せ尾お先せん輩ぱいが必死で言い返せば、それの何倍もの反論が降ってきてしまう。

　嫌いやな光景だった。部屋の空気はとっくに最悪で、もう口を開いているのは立たち河かわ先せん輩ぱいだけ。止めるべきだろうか。無関係ではあるものの、これ以上、瀬せ尾お先せん輩ぱいがいたずらに貶おとしめられるのを見たくはない。うんざりする。僕ぼくは声を上げようとして──ふと、隣となりを見て固まってしまった。

　灯あか里りちゃんがすごい形相で立たち河かわ先せん輩ぱいを睨にらんでいる。眉まゆを大きく顰ひそめ、歯を見せながら口を曲げ、目はこれ以上ないほど吊つり上あがっていた。怒おこっている。灯あか里りちゃんが怒おこっている。すごい顔で。鬼おにの形相で。ぐるるる……、と唸うなり声でも上げそうな灯あか里りちゃんに、僕ぼくは怯ひるんで口を閉じてしまった。

　しかし、背後の鬼おにを知らない立たち河かわ先せん輩ぱいは、さらに責め立てる。

「どうせ廃はい部ぶになるなら、伝統も思い出もないわよ。あんたがわがまま言って占せん領りようするよりも、あたしたちが有意義に使ってあげるって言ってるんだからさ、答えは出てるでしょ？　ていうか、もう廃はい部ぶでいいんじゃないの。こんなあるんだか、ないんだかわからない部活より──」

　バンッ、と机を叩たたく音がした。

　立たち河かわ先せん輩ぱいは驚おどろいてこちらを振ふり返かえり、瀬せ尾お先せん輩ぱいも顔を上げる。僕ぼくは驚おどろかなかった。灯あか里りちゃんが机を叩たたくまでの過程を見ていたから。

　空気が静まり返る中、灯あか里りちゃんはゆっくり立ち上がる。そうして、静かに立たち河かわ先せん輩ぱいを見下ろした。憤ふん怒ぬの表情は消えている。怒いかりの色は瞳ひとみの中だけに滲にじんでいた。

「何よ一いち年ねん坊ぼう。何か文句でもあるの」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは、真っ向から灯あか里りちゃんを睨にらむ。すぐに臨戦態勢に入っていた。気の強い人だ。緊きん張ちよう感かんに包まれ、一いつ触しよく即そく発はつの空気に変わっていく。火花が散る。しかし、意外にも灯あか里りちゃんは何も言わなかった。黙だまって机の上に視線を向ける。転がっていたシャーペンを摑つかむと、文集の隣となりに置かれた用紙を引き寄せた。そして、文字を書きこみ始める。

　書き終えたあと、記入面が見えるように前へ突つき出だした。立たち河かわ先せん輩ぱいがぎょっとする。瀬せ尾お先せん輩ぱいが口に手を当てる。僕ぼくは……、どうだろう。どんな顔をしているんだろうか。

　その用紙は『入部届』と書かれていて、『文芸部』『一年一組　山やま吹ぶき灯あか里り』と可愛かわいらしい文字が並んでいた。

「これで廃はい部ぶにはなりませんね。こんな素す敵てきな部ですもの、なくなるわけないですよ。で、先せん輩ぱい、さっきなんて言ってましたっけ。『部員全員の同意』が何でしたっけ？」

　立たち河かわ先せん輩ぱいがぐむ、と黙だまり込こむ。信じられないものを見るような目で、入部届と灯あか里りちゃんを見比べていた。

　ふぅ、と僕ぼくは聞こえないように息を吐はく。

　灯あか里りちゃんが熱くなった理由はわかる。もちろん、灯あか里りちゃんが瀬せ尾お先せん輩ぱいを気に入っている、というのは大いにあるんだけど、それ以上に我が慢まんならなかったのだ。

　女の子が弱い者いじめされるのは。瀬せ尾お先せん輩ぱいは気が強いとは言えない。そこにつけこみ、立たち河かわ先せん輩ぱいは好き勝手に暴言をぶつけていた。気弱な瀬せ尾お先せん輩ぱいに、灯あか里りちゃんは昔の自分を見てしまったのだろう。灯あか里りちゃんも小さい頃ころは弱気な子で、男の子によくいじめられていた。今では到とう底てい考えられないけれど。

　しかし、いくら何でも突つっ走ぱしりすぎだ。こんなことをすれば恨うらみを買う。それこそ、瀬せ尾お先せん輩ぱいと同じような目に遭あうことだって考えられる。『部員全員の同意』が必要だからだ。それはよくないだろう……、と僕ぼくはシャーペンを手に取り、残った一枚に名前を記す。『一年一組　青あお葉ば喜き一いち郎ろう』と書かれた紙を前に差し出す。

　まぁ、三人いればだいぶ印象も違ちがう。一応僕ぼく、普通の高校生だけど男子だし。

「山やま吹ぶきさん……、青あお葉ばくん……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは声を震ふるわせながら、僕ぼくたちを見つめていた。

　肝かん心じんの立たち河かわ先せん輩ぱいといえば、苦々しく僕ぼくらを睨にらみ、「あんたら本気なの。どうかしてるわ」と吐はき捨すてた。しかし、その表情はすぐに消え、彼かの女じよは手を広げながら口を開く。

「文芸部に入るのはいいけど、あんたたち何か書けるの？　いくら文芸部っつっても、くっちゃべってるだけじゃダメなのよ。文化祭では文集を作るそうじゃない。あんたたち三人でどこまで分厚くできるんだか。義理で入るにしても、責任は果たせるんでしょうね」

　……痛いところを突つかれた。灯あか里りちゃんがさっき言っていたように、僕ぼくたちは小説なんて書けない。書こうと思ったこともない。瀬せ尾お先せん輩ぱいは何でもいいとジャンルを並べてくれたけど、あれだって相当ハードルが高い。少なくとも、前と同じような分厚い文集は作れないだろうし、普ふ通つうの文集だって怪あやしい。

　責任を果たせるのか、なんて部外者の彼かの女じよに言われる筋合いはない。ないのだが、確かにその通りではあるのだ。僕ぼくたちでは瀬せ尾お先せん輩ぱいの力になれないかもしれない。灯あか里りちゃんも勢いがしぼんでしまう。

　立たち河かわ先せん輩ぱいは呆あきれたように大きくため息を吐つくと、腕うでを組んで瀬せ尾お先せん輩ぱいに目を向けた。

「瀬せ尾お」

「な、なんでしょう」

　おどおどと答える瀬せ尾お先せん輩ぱいに、立たち河かわ先せん輩ぱいはツインテールの毛先を指に巻き付けながら、どうでもよさそうに口を開く。

「あたしと勝負しない？」

「しょ、しょうぶ……、ですか？」

　意外な言葉を投なげ掛かけられ、瀬せ尾お先せん輩ぱいは戸と惑まどっていた。ズレた眼鏡を慌あわてて直す。立たち河かわ先せん輩ぱいは「そ、勝負」と答えると、手をひらひらさせる。

「正直、あんたと話してても埒らちが明かないからさ。ちょっと考えてきたのよ。幸い、あたしとあんたは小説と漫まん画がの違ちがいはあれど、創作をするわけじゃない。それで勝負すんの。同じお題で話を書いて、どっちが面おも白しろいかを部員に多数決で判定してもらう。あたしが勝ったら、部室を取とり換かえてもらう」

「………………」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは淡たん々たんと言う。どちらがより面おも白しろい話を書けるか、という勝負をしろと。作品を競きそい合わせるなんて、僕ぼくには未知の世界だ。創研は普ふ段だんからこんなことをしているのだろうか。どっちが面おも白しろいか勝負するなんて、とてもストイックに感じるけど。

「……あの。その判定する部員って創研の人とわたしたちってことでしょう？　立たち河かわ先せん輩ぱいに有利過ぎる勝負なんじゃ？　そっちは十人以上いるんですよね？」

　灯あか里りちゃんが訝いぶかし気げに疑問点を挙げる。それは僕ぼくも感じた。創研の人たちは部室が欲ほしいのだから、作品関係なしに立たち河かわ先せん輩ぱいに票を入れるのではないか。

「じゃあ聞くけど、こんなバカげた勝負に付き合ってくれて、フェアなジャッジができる知り合いっているわけ？　あんたたちがだれか連れてきたとしても、あんたたちの息が掛かかってないとは証明できないわけじゃない。こっちもズルなんかしないわよ。そこは信用してよ」

　はん、と息を吐はき、面めん倒どうくさそうに言う。信用してよ、と言われても。する根こん拠きよがひとつもないんですが。

　しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいはそう思っていないのか、「わ、わたしが勝ったらどうするんですか」とたどたどしく訊きいた。……この勝負、受ける気なのだろうか？

　立たち河かわ先せん輩ぱいは組んでいた腕うでをほどく。彼かの女じよの質問にすぐには答えず、じっと瀬せ尾お先せん輩ぱいを見つめていた。瀬せ尾お先せん輩ぱいは気まずそうに髪かみを撫なでている。数秒ほど沈ちん黙もくが続いたあと、ようやく立たち河かわ先せん輩ぱいは口を開いた。

「あたしを含ふくむ、創研の子を何人か文芸部に入部させるわ。兼けん部ぶでどうせ幽ゆう霊れいになるけど、それでもあんたには必要でしょう。その部員には文集に原げん稿こうも出させる。漫まん画がばかりになっちゃうかもしれないけど、そこは我が慢まんして頂ちよう戴だい。人手が必要なときは手を貸すし、文化祭の手伝いだってする。どう？　良いい条件だと思うけれど」

　もちろん、あたしが負ければだけどね。最後にそう付け加えてから、立たち河かわ先せん輩ぱいは肩かたを竦すくめた。

　……良いい条件だと思う。釣つりあいは取れている。文芸部が抱かかえていた問題が、まとめて解決する。部室が欲ほしい創研と、部員が欲ほしい文芸部。互たがいに欲ほしいものを賭かけている。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは顔を上げた。さっきまで視線が右往左往していたが、今はまっすぐに立たち河かわ先せん輩ぱいへ視線を繫つなげていた。彼かの女じよも瀬せ尾お先せん輩ぱいの目を見ている。腕うでを組んで顎あごを上げ、細めた目で見下ろしている。瀬せ尾お先せん輩ぱいは結んでいた唇くちびるを開き、「……あぁ」と納なつ得とくしたような声を漏もらした。何か伝わったのだろうか。瀬せ尾お先せん輩ぱいはゆっくり頷うなずく。

「わかりました。受けます、その勝負」

「ちょ、ちょっと未み咲さき先せん輩ぱい？」

　灯あか里りちゃんがガタっと立ち上がり、不安そうな声を上げた。本気？　と表情で尋たずねている。僕ぼくも同じ気持ちだ。確かにリターンは大きいけれど、リスクも大きい。負けたら部室を奪うばわれることになるのだ。即そつ決けつすべき話ではない。それに、相手が不正をしない確証もない。

　しかし、意外にも瀬せ尾お先せん輩ぱいは「大だい丈じよう夫ぶです」と落ち着いた声で言った。彼かの女じよには勝ち筋が見えているのだろうか。それとも、別の何か？　僕ぼくと灯あか里りちゃんを置いてけぼりにしながら、話は前に進んでいく。

「〆しめ切きりはいつになるんでしょうか」

「あたしが決めちゃっていいなら決めるけど。できれば夏休み前に決着をつけたいわ。勝つ前提で話をするけど、終業式の日に部室の移動をするのがあたしとしてはベスト。だから、勝負はその前日とか……、いける？」

「終業式の前日……、随ずい分ぶんと早いですね」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは眉まゆを顰ひそめた。確かに早い。今からでは三週間もないではないか。そんな時間で小説なんて、ましてや漫まん画がなんて描かけるのだろうか。僕ぼくはどちらも書いたことはないけれど、そんな短期間でできるとは思えない。けれど、彼かの女じよたちはそのまま話を進めていく。

「あんたが無理っていうのなら、夏休みでもいいけどさ」

「わたしは多分大だい丈じよう夫ぶだと思います……。でも、立たち河かわさんは大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

「敵の心配なんてしてんじゃないわよ。やるったらやるわ。じゃあ決まりね。勝負の審しん査さ日は終業式前日。それまでに作品を完成させて提出すること。お題は……、これくらいは部外者に決めさせたいわね」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは腰こしに手を当てると、部屋をぐるりと見まわした。そうは言うけれど、ここには当事者しかいない。部外者に決めてもらうのは難しくないだろうか。しかし、立たち河かわ先せん輩ぱいは視線を一点に留とどめると、「ねぇ」と声を掛かけた。

「あんたちょっとお題考えてくれない？」

　そんな言葉を投なげ掛かけるものだから、僕ぼくはとても驚おどろいた。ほかにだれもいないはずなのに。僕ぼくたち四人以外は、部屋にいないはずなのに。驚おどろく僕ぼくを嘲あざ笑わらうかのように、何もない場所にひとりの少女が浮うかび上あがる。現れる。白いぶかぶかのセーラー服を着た、とてもこの世のものとは思えない髪かみの色をした少女。

「では、『少年少女の青春』を描えがいた作品をお願いします」

　興味なさそうに、白しろ熊くま猫ねこ小こ春はるは勝負のお題を指定した。







「……あの、未み咲さき先せん輩ぱい。いいんですか、あんな勝負を引き受けちゃって」

　立たち河かわ先せん輩ぱいという嵐あらしが部屋で大暴れし、ようやく立ち去ってから数分後。空気が落ち着いてから、灯あか里りちゃんが心配そうに瀬せ尾お先せん輩ぱいの顔を覗のぞき込こんでいた。瀬せ尾お先せん輩ぱいの目が瞬またたき、驚おどろいたように身を引く。灯あか里りちゃんの言動に戸と惑まどっているのではない。その距きよ離り感に動どう揺ようしているのだ。

　いつの間にかちゃっかり瀬せ尾お先せん輩ぱいの隣となりを陣じん取どり、ぐっと身体からだを近付けて話している。近い。左手は瀬せ尾お先せん輩ぱいの腕うでにさりげなく触ふれているし、距きよ離りの詰つめ方がえぐすぎる。そんなんだから、クラスメイトの森もり園ぞのさんにも避さけられるのでは？

「あ、は、はい。大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ……。特に問題はありません……」

　灯あか里りちゃんの急接近に戸と惑まどいながらも、瀬せ尾お先せん輩ぱいはそう答える。なんだかそれが意外だった。気の弱そうな瀬せ尾お先せん輩ぱいが、勝負ごとに躊ちゆう躇ちよなく挑いどむというのは。自分の作品には自信があるのだろうか。……瀬せ尾お先せん輩ぱいの書いた小説か。読んでみたいな。そんなことを考えつつ、僕ぼくは一番気に掛かかっていることを彼かの女じよに尋たずねた。

「でも、こんな短期間で小説って書けるものなんですか？　三週間ないですよ」

　僕ぼくの中では漫まん画がにしろ小説にしろ、創作物というのは途と方ほうもない時間が使われているように思える。想像上の作家が書けない描かけない、と悩なやむ。たった三週間で書けるのだろうか。お題だって、瀬せ尾お先せん輩ぱいが決めたわけではない。小こ春はるの案だ。

　……ちなみに小こ春はるの登場には、僕ぼくも灯あか里りちゃんもたいそう驚おどろいたのだけど、立たち河かわ先せん輩ぱいと瀬せ尾お先せん輩ぱいからすると「最初からいたじゃない」「ずっといましたよ……？」とのことらしい。無意味に不思議なことをする……。今は窓のそばに立ち、無表情で外を見ていた。

　彼かの女じよの決めたお題は『少年少女の青春』。このお題で、瀬せ尾お先せん輩ぱいは本当に三週間足らずで小説を完成させられるのか。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは視線を彷徨さまよわせる。身体からだをゆるく傾かたむけると、追いかけるように長い黒くろ髪かみがさらりさらりと揺ゆれた。

「以前、途と中ちゆうまで書いていた小説がそのお題に当てはまるので……、それを完成させることができれば、三週間でも問題ないかと……」

　しっとりとした声で彼かの女じよは言う。なるほど。途と中ちゆうまで書いた小説があるようだ。ゼロから作るわけじゃないなら、それだけ負担も減りそう。問題ないと言い切るのも納なつ得とくがいく……、と、そこではたと気が付いた。

　書きかけの小説。完結のしていない物語。瀬せ尾お未み咲さきの、文学少女の、途と中ちゆうまでしかできていない小説を──完結させる。

『図書室の奥おくに座すわる、髪かみの長い乙女おとめ。彼かの女じよこそが文学少女。文学少女が望む理想の出会いを果たし、彼かの女じよの物語を完結させろ』

　それこそが、僕ぼくたちの目的ではなかったか。灯あか里りちゃんを見ると、彼かの女じよも僕ぼくを見ていた。気付いたらしい。得心がいった表情で、うん、と頷うなずく。僕ぼくも頷うなずき返した。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの小説が完成すれば、僕ぼくたちのミッションもクリアになる。しかし。

「ですが、この小説が完成できなかったのには理由がありまして……、その問題が解決できないと、完成が難しくなるかも……」

「え、ちょっと待って、なになになに、それって何ですか、未み咲さき先せん輩ぱい！　それが完成しないとわたしたちが……、あ、いや、文芸部が困ります。何で完成できなかったんですか？」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいのまさかの言葉に、食い気味に反応する灯あか里りちゃん。彼かの女じよが言わなかったら僕ぼくが立ち上がっていた。そう、完成しないと僕ぼくたちが困る。

　勢いに気け圧おされながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいはぼそぼそとした声を返した。

「あ、あの……、わたしは文章書きとしては非常に未熟でして……、自分が体験、体感したことはそれなりに書けるつもりなんですけど、それ以外はからっきしでして……」

　恥はずかしそうにしながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいは顔の前で手を揺ゆらす。ええと、それはつまり。

「想像で書くのが苦手……、ってことですか？」

「はい、そういうことです……。書けないこともないんですが、文章として褒ほめられたものではありません。だからわたしが書けるのは、自分が見たもの感じたものだけなんです。それで、今回のお題でもある『少年少女の青春』、正まさしくこんなお話を書こうとして……、上手うまく、書けなかったんです……、経験したことがないので……」

　しょんぼり、といった感じで肩かたを落とす瀬せ尾お先せん輩ぱい。暗雲が立たち込こめる。彼かの女じよが言う条件は結構厳しい。自分が体験したことしか書けない、想像で書けないというのなら、青春モノを失敗するのも納なつ得とくがいく。青春らしいことなんて、なかなか体験できない。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは青春を知らないと言う。しかしそんなもの、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで体験できるものではないだろう。やり方もわからない。ルールもない。非常に曖あい昧まいな存在でありながら、確かに存在はするという矛む盾じゆんめいたものだ。どうすればいい。どうすれば、瀬せ尾お先せん輩ぱいは青春を体験することができる……？

「未み咲さきさんが青春を体験できるよう、おふたりが手伝えばいいのではないですか」

　頭を悩なやませていると、無感情な声が横から放り投げられた。小こ春はるだ。彼かの女じよは窓まど際ぎわからこちらに翠みどり色いろの目を向け、興味のなさそうな口ぶりで言った。

「未み咲さきさんが書きたい場面や状じよう況きよう、それを三人で作り上げればいいんです。そこで未み咲さきさんが青春を体験すれば、小説は書けます。完結できます」

　小こ春はるの提案に、部室内は一いつ瞬しゆんしぃんとなった。

「……なるほど。それ、いいわね。未み咲さき先せん輩ぱい、それってありなんですか？」

「え？　え？　あ、あの？」

　思わぬところからの言葉に、停てい滞たいしていた空気が流れ始める。灯あか里りちゃんは乗り気だ。小こ春はるの提案に賛成のようだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいはあたふたしていて、小こ春はると灯あか里りちゃんを交こう互ごに見ている。

　疑ぎ似じ体験、とでも言えばいいのか。瀬せ尾お先せん輩ぱいが書きたいシチュエーションを、僕ぼくたちが協力して作り上げる。そうして体験すれば、先せん輩ぱいは小説を書くことができる。

　それで成立するのだろうか。瀬せ尾お先せん輩ぱいは書けるようになるのだろうか。疑ぎ似じ体験で十分なら、もちろん手伝いたい。小こ春はるの提案に乗りたい。けれど、先せん輩ぱいがそんな偽にせ物ものじゃ意味がないと拒こばんだり、僕ぼくたちの協力をありがた迷めい惑わくだというのなら、この話は再び暗あん礁しように乗り上げる。

　そして、瀬せ尾お先せん輩ぱいは困っているように見えた。口はぽかんと小さく開き、髪かみの奥おくにある瞳ひとみはきょろきょろと僕ぼくらを見比べている。手はきゅっと握にぎられていた。はっとした顔になると、彼かの女じよは早口で答える。

「いや、あの、そんな。いいですいいです、も、申し訳ないです、そんなの……。わ、わたしなんかの作品のために、おふたりに手伝って頂くなんて……」

　照れたような反応をしながら、言葉を並べる瀬せ尾お先せん輩ぱい。顔の前で手がぱたぱたと揺ゆれている。これは……、どっちだろう。遠えん慮りよなのか放っておいてほしいのか。

「未み咲さき先せん輩ぱい。なら、これだけ訊きかせて？　わたしたちが手伝えば、未み咲さき先せん輩ぱいの作品は完成しますか？」

　灯あか里りちゃんが瀬せ尾お先せん輩ぱいの目をまっすぐに見つめながら、静かな声でそう尋たずねた。瀬せ尾お先せん輩ぱいの目が瞬またたく。頰ほおを赤くしながら、灯あか里りちゃんを見つめ返していた。灯あか里りちゃんの視線から逃のがれるようにそっと顔を逸そらすと、口ごもりながら気持ちを表す。

「ぷ、プロットはできていますし、ある程度のところまでは書けているので、協力して頂けるならきっと完成すると思います。で、でも──」

「それなら話は決まりですね！」

　灯あか里りちゃんは瀬せ尾お先せん輩ぱいの言葉を遮さえぎり、にっこりと笑ってみせた。花が咲さいたようだった。可か憐れんで華はなやかな一輪の花が、僕ぼくらの前で花開いている。百点満点の笑え顔がおを見せられて、瀬せ尾お先せん輩ぱいもわふ、と息を詰つまらせた。

　灯あか里りちゃんは椅い子すから立ち上がると、僕ぼくを手で指し示し、そのあとに自分の胸を押おさえた。そして、高らかに宣言する。

「わたしたちが小説を完成させる手伝いをします。何でも言ってください。青春だろうが何だろうが、どんとこいです。遠えん慮りよはなしですよ、わたしたちはもう文芸部ですからね」

　力強い言葉を、灯あか里りちゃんは口にした。気持ちのいい笑えみを浮うかべたまま。

　それに、と灯あか里りちゃんは口から笑えみを消す。腰こしに手を当てて、扉とびらを睨にらんだ。

「あの立たち河かわすみれっていう人、めちゃくちゃ腹が立ったわ……。あんな言い方することないじゃない。ここは未み咲さき先せん輩ぱいにコテンパンにしてもらわないと、気が済まないわ」

　ぶつぶつと独り言めいたことを言う灯あか里りちゃん。もしかしたら、感情的にはそっちが優先されているのかもしれない。気持ちはわかる。立たち河かわ先せん輩ぱいの言い方には気を悪くしたし、瀬せ尾お先せん輩ぱいには勝ってほしい。正義は勝つ……、とはまた違ちがうけれど、あんな人に負けて欲ほしくない。

「ほんと。ちょっとかわいいからって」

　苦々しく言いながら、灯あか里りちゃんは爪つめを嚙かんでいた。……いや、確かにかわいい人だったけどさ。小さな身体からだに童顔な顔立ちではあったけれど、表情や雰ふん囲い気きが大人びていた。そのちぐはぐさに魅み力りよくを覚えたのは確かだ。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは呆あつ気けに取とられていたが、きゅっと唇くちびるを引き結ぶ。真面目な表情に変わる。そして、ぺこりと頭を下げた。

「よ、よろしくお願いしますっ」

　どうやら、手伝うことを認めてくれたらしい。心の中で安あん堵どの息を漏もらす。よかった。瀬せ尾お先せん輩ぱいを手伝うことは、もちろん彼かの女じよに協力したい気持ちもあるけど、それと同時に僕ぼくたちの目的でもある。青春ミッション。これをクリアするために、僕ぼくたちはこの場にいるし、瀬せ尾お先せん輩ぱいに協力しなければならない。

「そ、それでは早さつ速そく、お聞きしたいことがあるのですが、よろしいでしょうかっ」

　先せん輩ぱいは意い気き込ごんだ様子で、ばっと顔を上げる。眼鏡の位置を直しながら、前のめりに口を開いた。灯あか里りちゃんが慌あわてて着席する。「どうぞ、何でも聞いてください」と胸を叩たたいた。

「その、か、カップルの方々というのは、で、デートに行くときって、どんな場所に行くのでしょうか……？」

　言葉を詰つまらせ、絞しぼり出だすように彼かの女じよは言う。頰ほおは赤く染まっていた。恥はずかしそうに、手をきゅっと握にぎっている。

　僕ぼくはぽかんとしてしまった。あまりにも突とつ拍ぴよう子しがないことを訊きかれたからだ。カップル？　デート？　なんで？　灯あか里りちゃんも同じような顔をしている。

「あ、あのあのあのあの、違ちがうんです、違ちがうんです！　小説でデートシーンを書こうとしたんですけど、わたしそういう経験が全くないものですから、か、書けなくて。そもそも、カップルの方々はどこに遊びにいくんだろう、と」

　僕ぼくたちの表情を見て、言葉足らずだったのを自覚したらしい。先せん輩ぱいはあわあわと手を右往左往に動かし、早口で捲まくし立たてた。なるほど。それなら質問の理由もわかる。

　けれど、どうしたものだろう。僕ぼくがそっと灯あか里りちゃんを窺うかがうと、彼かの女じよも同じようにこちらを見ていた。僕ぼくが先に口を開く。

「どうでしょう……。僕ぼくもそういう経験ないんで、想像でしか言えないですけど……。普ふ通つうの高校生なら、映画とかショッピングとか、ですかね……？」

「きぃくんに同じ。男の子とはデートしたことないからなー。あとはカラオケとか水族館とか……？」

　灯あか里りちゃんは候補を並べたあと、「あとはお祭りかな」と悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。横目で僕ぼくを見ながらだ。……そういうのやめてほしい。どう反応したらいいかわからず、固まってしまう。彼かの女じよは満足そうに笑えみを深めていたけど。

　しかし、手伝います、と意い気き込ごんだ初しよっ端ぱなからこれだ。役に立てない。どうにかできないだろうか、と瀬せ尾お先せん輩ぱいを見ると、なぜか彼かの女じよは首を傾かしげていた。不思議そうにしている。彼かの女じよの綺き麗れいな髪かみがまっすぐに流れた。

「ええと、あの。おふたりはお付き合いしているわけじゃ、ないんですか」

　僕ぼくと灯あか里りちゃんを交こう互ごに見ながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいはとんでもないことを言い出した。いやいやいやいや。そんなわけがない。明らかに釣つり合あってないだろう。

「あぁいえ、違ちがいますよ。わたしたちは別に、付き合っているわけじゃないです」

　手を振ふりながら、軽い感じで灯あか里りちゃんは笑う。その反応にはほっとした。いくら灯あか里りちゃん相手でも、あまりに強く否定されたり、嫌いやそうな顔をされたらさすがに応こたえる。心が砕くだける。彼かの女じよの心こころ遣づかいに感謝していると、瀬せ尾お先せん輩ぱいは慌あわてて言葉を繫つなげた。

「そうなんですか……、おふたりとも、とても仲が良さそうだったので、そういうご関係だと思っていました。失礼しました」

　……瀬せ尾お先せん輩ぱいからは仲が良さそうに見えていたらしい。それも、付き合っていると勘かん違ちがいするほど。これはちょっと嬉うれしい。頰ほおが緩ゆるみそうになるのを堪こらえていると、灯あか里りちゃんと目が合う。彼かの女じよは頰ほお杖づえを突つき、僕ぼくを見ながらにやにやしていた。

「仲が良さそう、だって。きぃくん、嬉うれしい？」

　そんなことをまっすぐに訊きいてくるものだから、何とも困る。明らかにからかっている。僕ぼくは逃にげるように、瀬せ尾お先せん輩ぱいに視線を移した。

「デートスポットについては、ほかの人にも聞いてみます。なので、一いつ旦たん保留にさせてください。ほかに、僕ぼくたちに手伝えそうなことってありますか？」

　僕ぼくが尋たずねると、瀬せ尾お先せん輩ぱいは黙だまり込こんだ。口元に指を持っていき、しばし固まる。真しん剣けんに考えこんでいる。少しばかりの時間を要してから、彼かの女じよはふっと口を開いた。

「あの、わたしやってみたいことがありまして。それは──」







　僕ぼくたちの通う県立桜おう東とう高こう校こうは、二週間に一度、土曜日も昼まで授業がある。昔は半ドンと呼ばれていたらしい。今日はその半ドン。僕ぼくは学校へ向かうため、土曜日なのに自転車を走らせていた。普ふ段だんは電車通学だから、結構キツい。朝も早く起きた（僕ぼくが起こされる前に起きていたから、沙さ知ちが驚おどろいていた）。だけどその甲か斐いあって、余よ裕ゆうを持って学校に着きそうだ。

　普ふ段だんは歩いて通る場所を、自転車でシャーッと走って行く。すると、道の端はしに見知った顔を見つけた。いや、見知った身体からだか。顔は見えていない。僕ぼくは彼かの女じよに自転車を寄せていく。そこにあったのは自動販はん売ばい機きだった。

「よーしよしよし、おいで～？　猫ねこちゃんこっちおいで～？　たぁのしぃぞう～？　すてきだぞぅ～？　どうかにゃあ？」

　自動販はん売ばい機きの前に跪ひざまずき、彼かの女じよは右手を伸のばしている。自動販はん売ばい機きの下の隙すき間まにだ。そこに手を入れて、身体からだを揺ゆする。突つき上あげられたお尻しりも揺ゆれる。スカートがひらひらはためき、白くて細い太ももが見えていた。が、おそらく本人はどこ吹ふく風なんだろう。

「！　よっしゃ、釣つれたぁ！」

　彼かの女じよが手を引ひっ込こめると、なんとそこには猫ねこがじゃれついていた。その猫ねこを胸に抱だきながら、彼かの女じよはその場であぐらを搔かく。猫ねこを撫なで回まわし始めた。

「おーおーおー、かわいいにゃあ、かわいいにゃあ……、どれどれ、どこを撫なでて欲ほしいのかにゃあ？　こっちかにゃあ、それともこっちかにゃあ？」

　スカートの上に猫ねこを乗せ、彼かの女じよは両手を動かし続けていた。気持ち良さそうに猫ねこが鳴く。それを聞いて、また嬉うれしそうに彼かの女じよは笑う。僕ぼくはそんな彼かの女じよたちの前で自転車を停とめた。

「つばさ、おはよう」

　彼かの女じよは、クラスメイトの小お野の塚づかつばさ。小学生のように背が低く、顔も子供っぽい彼かの女じよだが、それこそ小学生男子のような一面がある。今だって、汚よごれるだろうに、スカートで思い切り地べたに座すわり込こんでいた。長い髪かみもぼさぼさだ。肩かたは細く、手も小さく、大人しくしていれば女の子らしいつばさだが、普ふ段だんからこの調子だ。友人としては気安いけど。

「おぉ、喜き一いち郎ろう。おはよ。んん、どうしたよ、自転車なんかに乗って」

　彼かの女じよは猫ねこを撫なで続けながら、幼い顔をこちらに向けた。

「今日、放課後に使うんだ。だから乗ってきた」

「ほーん。どっか遊びに行くのか」

　つばさのあぐらから猫ねこがぴょんと降り、のんびり歩み去っていく。それを満足そうに見送ると、つばさも「よいせ」と立ち上がった。そばに置いた鞄かばんを拾う。かと思ったら、それを僕ぼくの自転車のカゴに放ほうり込こんだ。

　それだけじゃなく、彼かの女じよはスカートだというのに豪ごう快かいに荷台を跨またいだ。腰こしを下ろして「よっしゃ、レッツゴー」と僕ぼくの背中を叩たたく。

「……いやいや。ダメだって。二人乗りなんて見つかったら怒おこられるよ」

　警察官はもちろん、先生にだって怒おこられる。二人乗りで校門をくぐろうものなら、おいおいちょっと待て、という話になる。普ふ通つうに止められる。それはつばさもわかっているのか、「しゃーねーなー」とあっさり降りた。

「しかし、喜き一いち郎ろう。お前、いいチャリ乗ってんな。ちょっとおれにも乗らせてくれよ」

「えぇ？　いやこれ普ふ通つうのママチャリだけど……、別にいいけどさ」

　つばさに促うながされて自転車を降りると、彼かの女じよは手早く椅い子すの高さを調節してから跨またいだ。ゆっくりと走り出す。「おー、なるほどなるほど」と呟つぶやきながら、自転車は前に進んでいく。……進んでいく。僕ぼくも慌あわてて追いかけるが、思った以上にこぐのが速い。

「ちょっとつばさ。待ってって。先行かないでよ」

「………………」

「つばさ？」

「うわはははははははは──ッ！」

「ちょっと──っ！」

　彼かの女じよは立ちこぎを始めると、すごい勢いで走り去ってしまう。つい手を伸のばすが、届くはずがない。何せつばさだ。腰こしを上げて上半身は伏ふせ、シャカシャカシャカ！　と元気よくペダルをこいでいく。進む姿が力強い。

　そんな姿勢でこぐものだから、スカートがひらひらとはためいた。お尻しりが強調される。スカートは危あやうく揺ゆれて、真っ白い太ももが陽の光を浴びた。見えそうで見えないラインを的確に突ついてくる。つばさの蛮ばん行こうにも面食らったが、その光景にも目を瞠みはった。視線が吸い寄せられる。女子が制服で立ちこぎしている姿なんて、だれだって見てしまうのではないだろうか。あぁくそ。制止の言葉が出てこない……！

「何を朝から女子のお尻しりに夢中になっているんですか、このすけべ」

「ひぃ！」

　突とつ然ぜん、耳元でそんなことを囁ささやかれて身体からだがびくっと跳はねる。背筋がぞわぞわする。魔ま性しようめいたウィスパーボイスに振ふり返かえると、そこには無表情の小こ春はるが立っていた。

「……すけべではない。それに女子のお尻しりに夢中になっていたわけでもない。つばさが僕ぼくの自転車に乗っていっちゃったんだ」

「はぁそれはそれは。つばささんのお尻しりに夢中になっていたわけですね」

　……いやまぁ、そうなんだけどさ。そんなにはっきり言わなくても。僕ぼくは頭を搔かきながら、仕方なく徒歩で学校に向かう。小こ春はるは隣となりを歩いていた。並ぶと、彼かの女じよの身体からだの小ささがよくわかる。華きや奢しやな体たい軀くで三つ編みを揺ゆらしている。

　彼かの女じよは黙だまっている。口を開く様子はない。何も話さないのは少し気まずいので、頭の中で話題を探した。何かないだろうか。相手は小こ春はるだから気を遣つかわなくてもいいんだけど、ふたりして黙だまり込こむのも何だろう。

　そこで昨日の瀬せ尾お先せん輩ぱいの質問を思い出す。『カップルはどんなところでデートするのか』というものだ。小こ春はるはその場にいたけれど、意見は口にしなかった。特に考えもなく、思いついたまま尋たずねてみる。

「ねぇ小こ春はる。小こ春はるはデートスポットっていうと、どこを想像する？」

「呪のろいの精せい霊れいに何を訊きいているんですか、あなたは」

　小こ春はるは呆あきれたような顔でこちらを見上げた。確かに彼かの女じよに訊きくことではないかも。ただ、小こ春はるは自分でそう言いながらも、だぼだぼの袖そでを揺ゆらして答えを述べた。

「そうですね。大きなショッピングモールとかどうでしょうか。買い物も遊ぶこともできる複合施し設せつ。ショッピングをしたあと、卓たつ球きゆうで遊んだり、ゲームセンターでプリクラ撮とったり。疲つかれたら喫きつ茶さ店てんでゆっくりすればいいです」

「いやに具体的だね……。でも、それはいいかもしれないね。ショッピングモールなら近くに大きいのがあるし、ちょうどいいかも。いい答えだね」

「それほどでも」

　小こ春はるは目を瞑つぶって、軽く肩かたを竦すくめる。

「今度は、わたしから質問してもいいですか？」

「なに？」

　彼かの女じよの眼めが僕ぼくを捉とらえる。目を細めながら、じぃっと僕ぼくを見つめている。僕ぼくを見て、そのあとにつばさが走り去った方を見て、再び視線を僕ぼくに戻もどした。

　そうしてから、無感情に言った。

「あなたは今、だれのために頑がん張ばっているんですか？」

「……うん？」

　質問の意図が読めなくて、僕ぼくは小こ春はるの様子を窺うかがった。しかし、彼かの女じよの顔は何も感情を映しておらず、見ていても何もわからない。翠みどり色いろの瞳ひとみが見えるだけ。その瞳ひとみに、「どういう意味？」と尋たずねる。

「喜き一いち郎ろうさんが、随ずい分ぶんと一いつ生しよう懸けん命めいに取り組んでいるので。自転車を用意したり、デートスポットを訊きいたり。それは青春ミッションのためなのか、文芸部のためなのか。灯あか里りさんのためなのか、未み咲さきさんのためなのか。少し、気になったもので」

「……変なことを気にするんだね」

　僕ぼくは何とも言えない表情を浮うかべてしまう。だれのため、と言われても。

「そんなこと、気にしてなかったからなぁ……。そりゃ、最初は青春ミッションのためだよ。青春ミッションをクリアするために、文学少女である瀬せ尾お先せん輩ぱいに近付いたんだから。でも、話を聞いた今は、そういうの関係なしに先せん輩ぱいの力になりたいって思ってるよ」

　それは素す直なおな気持ちだ。青春ミッション関係なしに、瀬せ尾お先せん輩ぱいに協力したいと思っている。もちろん、青春ミッションがどうでもいい、ってことではないけど。

　というか、小こ春はるの言い方には語ご弊へいがある。僕ぼくはそれに対して苦言を呈ていした。

「そもそも、別に灯あか里りちゃんのために青春ミッションをするわけじゃないでしょ。青春の呪のろいを受けているのは、僕ぼくと灯あか里りちゃんの両方なんだから。自分のためでもあるわけでしょ」

　小こ春はるから聞いた話では、そうだったはずだ。僕ぼくたちは呪のろいを受けている。それを解くために、青春ミッションをクリアしなくてはならない。だれかのため、というのなら、それは自分のためだろう。

「……………………」

　けれど、僕ぼくの言葉に小こ春はるは何も言わない。何かしらの反論があると思っていただけに、黙だまり込こまれると気にかかる。「小こ春はる？」と声を掛かけると、彼かの女じよはようやく口を開いた。

「喜き一いち郎ろうさん、ひとつ質問なのですが。──もし、あなたが青春の呪のろいと無関係だとしたら、どうしますか？」

「うん？」

「青春の呪のろいはすべて、灯あか里りさんが原因だとしたら。すべては彼かの女じよの身から出た錆さびであって、無関係なあなたがこの呪のろいから逃のがれられるとしたら……。どうしますか？」

　小こ春はるは静かな口調でそう問いかけた。なぜいきなり、そんなもしもの話をしたのかはわからないが、突つっぱねる気にもならなかった。彼かの女じよは真面目に訊きいている。そんな気がしたからだ。

　だから、僕ぼくも一応、真面目に考えてみる。だけど、答えはすぐに出てしまった。

「関係ないんじゃない？　灯あか里りちゃんが困ってるなら、助けるよ。それだけ」

「……喜き一いち郎ろうさんが無関係だとしても、ですか？」

「うん。困ってたら助ける、っていう約束を、僕ぼくたちはしてるから」

　それはずっと昔の話だ。いじめられっ子だった灯あか里りちゃんと交かわした約束がある。

〝灯あか里りちゃんがピンチになったら、僕ぼくが必ず助けに行く〟

　その約束は僕ぼくの中にずっと残ったままだし、これからも変わることはない。灯あか里りちゃんは覚えてないだろうけど、僕ぼくが覚えている限りはこの約束を守りたい。だから、きっとどんなことがあっても、僕ぼくは彼かの女じよを助けようとするだろう。

　しかしこれは、あまり大っぴらに言いたいことではない。子供の頃ころの約束を、今でも必死に守ろうとしているだなんて。小こ春はるに言ってしまったのは、単に口が滑すべっただけだ。

　けれど、小こ春はるは珍めずらしく少しだけ驚おどろいたような顔をした。ほんのわずかに目を瞠みはった。そして、彼かの女じよは仄ほのかに微笑ほほえむと、穏おだやかな声でこう言う。

「──あぁ。あなたはやっぱり、そうなんですね。何度繰くり返かえしても、あなたはその選せん択たくを取るんですね」

　小こ春はるは満足そうに頷うなずくと、そのまま黙だまり込こんでしまう。彼かの女じよが何を伝えたかったのか結局わからなかったが、小こ春はるはそれ以上何も言わなかった。







　小こ春はるとふたりで校門をくぐったあとは、自転車置き場に足を向ける。思った通り、ぼさぼさの髪かみの少女が立っていた。僕ぼくの自転車のそばにだ。つばさは紙パックのジュースを飲みながら、のんびりと僕ぼくたちを待っていた。

「ちょっとつばさ。勘かん弁べんしてよ、もう」

「悪い悪い」

　つばさは悪びれもせず、へらへらと笑う。ジュースのストローを僕ぼくに向けたので、一口もらった。

　三人並んで教室に向かう途と中ちゆう、つばさにも先ほどの質問をしてみた。デートスポットの件だ。すると、彼かの女じよは渋しぶい顔で「おれにそんなの訊きくなよ」と口を曲げる。

「でも、デートつっても結局遊びに行くってこったろ？　んじゃあまぁ、メシ喰くいにいったり、ゲーセン行ったり、バッティングセンターとかじゃねぇの？」

「色気がない……」

　いやまぁ、そういうデートももちろんあるだろうし、楽しいとは思うんだけど。あんまりカップルっぽくないというか。絶ぜつ妙みようにドキドキしない。しようがない。

「それに、それがデートって言うなら、僕ぼくとつばさはしょっちゅうデートしていることになるじゃないか」

「違ちがいねぇな」

　つばさは大口を開けて、わはは、と笑う。

「そういうことはおれじゃなくて、違ちがう奴やつに訊きけよ。ちゃんとした答えをくれそうな奴やつがいるじゃねぇか。なぁ？」

　自分たちの教室に入り、席に着いたときだった。つばさがそばを横を歩いていた人物に話しかける。「ん？」と彼かれは足を止めた。秋あき人ひとだ。桐きり山やま秋あき人ひと。僕ぼくと灯あか里りちゃんの幼おさな馴な染じみであり、クラスメイトでもある。彼かれもちょうど登校してきたようで、手に鞄かばんをぶらさげていた。

「喜き一いち郎ろうがよ、デートスポットを探してるんだって。秋あき人ひとなら、どこかいいところ知ってるんじゃねぇか」

「へぇ。デートスポット」

　つばさからその言葉を受けて、なぜか秋あき人ひとは目を輝かがやかせた。

　背が高く、顔も整っている彼かれは女子にモテる。彼かの女じよなんていくらでも作れそうだ。しかし、秋あき人ひとから浮ういた話を聞いたことがない。それでも何となく、「秋あき人ひとならいい答えを知っているかも」と期待してしまう。

　秋あき人ひとは嬉うれしそうに僕ぼくの肩かたに手を回しながら、「なんだ喜き一いち郎ろう。デートって、もしかして山やま吹ぶきさんか？」と声を弾はずませた。随ずい分ぶんと頓とん珍ちん漢かんなことを言う。

「違ちがうって。先せん輩ぱいに訊きかれたんだけど、上手うまく答えられなくてさ。周りの人に訊きいてみてるところなんだ」

　僕ぼくがきちんと理由を話すと、秋あき人ひとは「なんだ、そうだったのか」と本当に残念そうに言う。しかし、すぐに気を取り直すと、うーん、と悩なやみ始めた。

「悪いが俺おれもあんまり力になれそうにもないな……。そうだな、映画とかカラオケあたりが定番なんじゃないか？」

「んだよ、おれとあんまり変わらないじゃねぇか」

　いやまぁつばさの案よりはデートっぽいけど、その場所ならもう候補に挙がっている。どこかぴんとこない。小説の舞ぶ台たいにはもう一ひと押おしが必要な気がする。

　僕ぼくが悩なやんでいると、秋あき人ひとは意外なところからアプローチをかけてきた。

「そうだな。本屋に行って、雑誌でも覗のぞいてみたらどうだ？　若者向けの雑誌なら、デートスポット特集をやっているのをよく見かける。あとは地元向けのレジャー雑誌とか」

　それは完全に盲もう点てんで、おお、なるほど、と手を叩たたく。普ふ段だんあまり雑誌を読まないから思いつきもしなかった。確かにそういう特集を見たことがある。雑誌か。今度、本屋さんを覗のぞいてみようかな。

　秋あき人ひとにお礼を言うと、彼かれは笑え顔がおで「どういたしまして」と答える。そして、「……で、結局、山やま吹ぶきさんとは何もないのか？」と懲こりずに顔を近付けてきた。

　僕ぼくが答える前にチャイムが鳴り、教室に担任のもも先生が入ってくる。秋あき人ひとは慌あわてて席に戻もどっていった。「はぁい、今日は土曜日だけど頑がん張ばりましょうねー」というやわらかな彼かの女じよの声を聞きながら、僕ぼくは放課後に思いを馳はせていた。







　授業が終わり、適当に昼食を済ませたあと、僕ぼくたちが集まったのは近所の河か川せん敷じきだった。

　広くて大きな川がゆっくりと流れ、周りは草と砂ばかり。土手を上がった先は道路になっていて、時折自動車が通る。それを追いかけるのは部活中の運動部。掛かけ声ごえを上げて、集団で走っていく。犬の散歩をするご老人も見み掛かけた。土曜日の昼下がりという時間帯のせいか、川のようにのんびりとした時間が流れている。

　僕ぼくたちがいるのは土手を降りた場所。遠くには橋が架かかっていて、その下で小学生がキャッチボールをしている。幸い、付近に人の姿は見み掛かけなかった。

「こ、この度たびはわたしのために集まって頂いてありがとうございます……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが何とも堅かたいことを言いながら、丁てい寧ねいに頭を下げる。長い黒くろ髪かみがはらりはらりと降りるのが見えた。彼かの女じよは顔を上げると、僕ぼくに「青あお葉ばくんには自転車までお願いしてしまって。ありがとう」と囁ささやくような声で言った。

　河か川せん敷じきにいるのは、僕ぼくと灯あか里りちゃんと瀬せ尾お先せん輩ぱい。そしてママチャリ。この奇き妙みような組み合わせはしかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいが望んだものだった。

「自転車の二人乗りがしてみたいんです」

　小説に二人乗りのシーンを入れたい、と彼かの女じよは言う。少年少女の自転車二人乗りは、確かに青春っぽい。見み栄ばえもいいだろう。しかし、自転車の二人乗りは禁止されている。だから、河か川せん敷じきにやってきたのだ。人がいない河か川せん敷じきで遊ぶくらいなら、きっと大だい丈じよう夫ぶ。公道を走るわけでもない。

「それじゃ早さつ速そく、未み咲さき先せん輩ぱい。二人乗りってやつをやってみましょうか」

　灯あか里りちゃんが胸の前で手を合わせ、にこにこしながら瀬せ尾お先せん輩ぱいに言う。彼かの女じよはこくりと頷うなずいた。サドルに跨またがる僕ぼくに、「お願いします」と頭を下げる。

　僕ぼくの自転車は後ろに立てないので、自然と荷台に座すわることになる。彼かの女じよが腰こし掛かければすぐにでも走れる。しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいは荷台を見つめると、頭をふらふらさせながら観察し、ぺたぺたと触さわり始めた。

「……あの、先せん輩ぱい。どうかしました？」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは慌あわてて顔を上げて、ズレた眼鏡を直す。そして、「あ、あのあの。ど、どうすればいいんでしょうか……」と予想外なことを尋たずねてきた。どうすれば、と言われても。普ふ通つうに座すわって、としか……。いや、案外どう座すわるかわからないか？

「あのですね、未み咲さき先せん輩ぱい。この自転車は後ろに立てないから、荷台に座すわってくれればいいんだけど、座すわり方はまぁ二種類かな。横向きに座すわるか、荷台を跨またいで前向きに座すわるか。で、手はきぃくんの腰こしに手を回す感じで」

　灯あか里りちゃんが丁てい寧ねいにレクチャーしてくれる。瀬せ尾お先せん輩ぱいは真面目な顔でふんふん、と頷うなずいていたが、「腰こしに手を回す」という言葉に「えっ、そうなんですか」と僕ぼくを見た。頰ほおが仄ほのかに赤く染まる。

「ごめんなさい、摑つかむのは荷台でもいいです。腰こしに手を回した方が安定するけど、両手で荷台をしっかり握にぎれば問題ないですから」

　灯あか里りちゃんが笑いながら両手を持ち上げて、グーパーと開いてみせる。瀬せ尾お先せん輩ぱいはほっとした様子で、「わかりました」と頷うなずいた。

「そ、それでは失礼します」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは意を決して、荷台に腰こしを下ろす。横向きに座すわるようだ。荷台を両手でぎゅうっと握にぎっている。前向きに座すわる方が断然安定するが、スカートの女子には言いづらい。まぁしっかり摑つかまるなら、横向きでも問題ないだろう。

「それじゃ、先せん輩ぱい。行きますね」

「い、いつでもどうぞ」

　僕ぼくは足にぐっと力を入れる。ペダルはいつもより重い。女子とはいえ、荷台に人が乗っているのだから当然だ。力強くこぎ始めると、瀬せ尾お先せん輩ぱいが「ひゃっ」と慌あわてた声を上げた。それも仕方がない。地面に足がつくときと離はなれたときでは、圧あつ倒とう的てきに乗のり心ごこ地ちが違ちがう。慣れるまでは二人乗りって結構怖こわい。

「へ、や、こ、これ！　こ、怖こわいです！」

　予想に違たがわず、瀬せ尾お先せん輩ぱいは悲鳴を上げた。とはいえ、自転車は加速するまでは安定しないものだ。スピードが乗れば怖こわさも軽減するだろう。そう思い、僕ぼくはさらにペダルをこぐ力を強めた。自転車が加速する。

　そこで思ってもみないことが起きた。

　加速に驚おどろいたのか、それとも単に揺ゆれたせいか。彼かの女じよはバランスを崩くずし、僕ぼくの身体からだに寄より掛かかってきた。いや。そんな生易しいものじゃない。上半身がべったりと僕ぼくの背中にくっついていた。そのうえ、僕ぼくの腰こしに手を回し、ぎゅっと力を込こめたのだ。

　そうなるとどうなるか。

　二人乗りで後ろから抱だき着つかれれば、その人の感かん触しよくが背中へ直じかに伝わる。やわらかく、温かく、腰こしに回された手までが細く小さい。なんて華きや奢しやなんだろう。女の子の身体からだはこうも男と違ちがうのか、と再さい認にん識しきする。動どう揺ようでそのまま転びそうになった。瀬せ尾お先せん輩ぱいはなおも、僕ぼくの身体からだに抱だき着ついたままだ。

　首筋に彼かの女じよの髪かみが触ふれ、背中に彼かの女じよの身体からだが密着している。惑まどうな、というのが無理な話だ。
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　瀬せ尾お先せん輩ぱいは、信じられないほどやわらかい。何といえば、アレだ。僕ぼくの背中と瀬せ尾お先せん輩ぱいの間に挟はさまるアレ。

　いや、確かに灯あか里りちゃんがそうだと言っていたのは覚えている。クラスの女子が着き替がえのときに見た、と言っていたらしい。しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいは猫ねこ背ぜだから目立たないし、正直あまり気にしていなかった。だけど今は違ちがう。薄うすい布ぬの越ごしにはっきりした感かん触しよくが背中にある。形がわかるほどに大きいアレ。彼かの女じよの身体からだが動くたびに形が変わり、僕ぼくの腰こしを力強く摑つかんでいるものだから、思い切り押おし付つけられる。沸ふつ騰とうしそうだ。完全にキャパシティが限界を超こえている。

「く、これ、ちょっと、まずい、んだけど」

　呻うめくように言う。せめて、瀬せ尾お先せん輩ぱいが力を緩ゆるめれば話は別だが、彼かの女じよはしっかり僕ぼくの腰こしにしがみついている。本当にまずい。幸せの絶頂ではあるけど、浴び続けていると気がおかしくなりそう。すごい。瀬せ尾お先せん輩ぱいすごい。腰こしに抱だき着つくだけで廃はい人じんを作り出しそう。いや、もう本当にすごい。威い力りよくが凄すさまじい。体温が一気に上がり、手からは汗あせがとめどなく溢あふれる。視界はぼやけるのに、背中の感覚ばかり鋭するどくなる始末。いやもう参った。本当に参った。こんなことってあるんだな。

　へろへろへろ、とふらつきながら、河か川せん敷じきを回り、灯あか里りちゃんの元に戻もどっていく。自転車を停とめると、瀬せ尾お先せん輩ぱいは恐おそる恐おそる荷台から降りた。

「い、意外と二人乗りって怖こわいんですね……。し、知りませんでした……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは胸むな元もとに手を置き、呼吸を整えている。僕ぼくに抱だき着ついたことにはノータッチだ。それどころじゃなかったらしい。だから僕ぼくも忘れたように振ふる舞まえばいいのだろうが、そんなことできやしない。信じられない感かん触しよくが未いまだに残っている。

「あぁ、いや、はい……、そうですね、な、慣れるまではちょっと怖こわいんですよ、はい……」

　しどろもどろ、顔が赤いまま答える。瀬せ尾お先せん輩ぱいをまともに見られない。胸なんてもってのほかだ。ただただ、気まずく視線を彷徨さまよわせる。そうしていると、灯あか里りちゃんと目が合った。今度はこちらに面めん食くらう。なぜか彼かの女じよは、むっとして唇くちびるを尖とがらせていた。むう、という唸うなり声が聞こえてきそう。

「ど、どうしたの灯あか里りちゃん」

　僕ぼくが尋たずねると不ふ機き嫌げんさを増した。口を曲げながら、両手は拳こぶしを作っている。そして、彼かの女じよはこう言うのだ。

「きぃくんばっかりずるい！　わたしも未み咲さき先せん輩ぱいと二人乗りしたい！」

「……。……すれば？」

「する！　未み咲さき先せん輩ぱい、今度はわたしと乗りましょう！」

　灯あか里りちゃんははりきりながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいに走り寄る。「あ、ではお願いします……」と先せん輩ぱいは頭を下げた。意い気き揚よう々ようと自転車を跨またぐ灯あか里りちゃん。瀬せ尾お先せん輩ぱいはそっと荷台に座すわった。さっきので慣れたのか、それとも相手が女子だからか、瀬せ尾お先せん輩ぱいは躊躇ためらいなく灯あか里りちゃんの腰こしに手を回した。さっきみたいに異様な密着ではないが、きゅっと身体からだを寄せている。

「………………！」

　口を大きく開けて、灯あか里りちゃんはキラキラした顔で目を瞠みはっていた。何に感動しているかなんて、言わなくてもわかる。わかってしまう。灯あか里りちゃんはこちらに顔を向けて、「きぃくん、これすっごい！　すごいすごーい！」とはしゃいだ声を出していた。……何も答えられない。僕ぼくも同じように感想を言いたいけど、僕ぼくが口にするのはダメだろう。瀬せ尾お先せん輩ぱいだけがきょとんとしている。

「いきますよ、未み咲さき先せん輩ぱい！　しっかり摑つかまってて！」

「あ、はい──ひゃあっ！」

　灯あか里りちゃんは力いっぱいペダルを踏ふみこむと、一気に加速する。エネルギーが充じゆう電でんされたようだ。シャカシャカシャカ、とペダルが回転する。僕ぼくとは比べ物にならない速さだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいは悲鳴を上げて、より灯あか里りちゃんに抱だき着つく。それで灯あか里りちゃんがより元気になってしまう。こちらに戻もどってきたときには、瀬せ尾お先せん輩ぱいはへろへろになっていた。

　よろよろと降りた瀬せ尾お先せん輩ぱいは髪かみがぼさぼさになり、眼鏡の位置もズレている。一方、灯あか里りちゃんはつやつやした顔でささっと髪かみを直していた。非常に満足した表情になっている。

「……ええと、どうでしたか、瀬せ尾お先せん輩ぱい。自転車の二人乗りのシーン、書けそうですか？」

　居たたまれなくて、瀬せ尾お先せん輩ぱいにそう投げかけた。今日の目的はそれだ。小説のためだ。

　彼かの女じよは一度、眼鏡を外して掛かけ直しながら、ゆっくり口を開く。

「そ、そうですね……、書けそうです。体験してみないとわからないことが多かったので、実際に二人乗りができてよかったです」

「体験しないとわからないこと……、意外と二人乗りは怖こわい、とかですか？」

「それもありますけど……、荷台に座すわるとお尻しりが痛い、とかですね」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいははにかみながら、お尻しりを両手で撫なでた。灯あか里りちゃんが「そうですよねぇ」と苦く笑しようしている。まぁ荷台は元々人が乗るところじゃないし、スカートという薄うすい布ぬの越ごしでは痛いだろう。確かにそれは、実際に体験してみないとわからない。

　僕ぼくが納なつ得とくしていると、瀬せ尾お先せん輩ぱいはおずおずと言葉を続ける。

「あの……、青あお葉ばくん。もしよければ、わたしにも運転をさせてもらってよろしいでしょうか」

「はい？　あぁ、ぜんぜんいいですよ。どうぞ」

「あ、それならわたしが未み咲さき先せん輩ぱいの後ろに乗る」

　ぴょんこ、と灯あか里りちゃんが手を挙げる。まぁ順当に考えればそれが自然だ。僕ぼくが瀬せ尾お先せん輩ぱいに抱だき着つくのはよろしくない。瀬せ尾お先せん輩ぱいも元よりそのつもりだろう。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいがサドルに座すわり、荷台に灯あか里りちゃんが横向きに座すわる。……二人乗り似合うな、灯あか里りちゃん。上品にちょこんと座すわる姿も、瀬せ尾お先せん輩ぱいの腰こしに緩ゆるやかに回す手も、そっと閉じた足も。何だか妙みように絵になっている。世界一かわいい灯あか里りちゃんを後ろに乗せて走るというのは、かなりポイントが高そうだ。羨うらやましいなぁ、と思ってしまう。

「そ、それでは山やま吹ぶきさん。出発します」

　緊きん張ちようしながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいはペダルをこぎ始める。しかし、危なっかしい。ふらふらとして車体が安定しない。速度も出ない。見かねた灯あか里りちゃんが「先せん輩ぱい、立ちこぎしてもいいから、もっとペダルに力を入れるんです。最初はぐっと力を入れて」と声を掛かけている。「は、はいぃ……」という気の抜ぬけた声とともに、ようやく自転車がちゃんと走り始めた。のろのろとした速度ながらも、安定して前に進む。

　しかし。

「ひゃあ！　え、ちょ、や、山やま吹ぶきさん、な、なんでぇ？」

「違ちがうんです先せん輩ぱい。あの、バランスを崩くずしてですね。違ちがうんですよ、ほんと」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが悲鳴を上げたかと思うと、急に自転車の挙動が怪あやしくなる。ふらふらし始める。ここからでは何が起こったか見えないが、見えなくてもわかる。灯あか里りちゃんがやった。ついにやった。多分そのうちやるんだろうなぁ、とは思っていたけど、このタイミングか。言い訳も完全に痴ち漢かんのそれだ。もう逮たい捕ほでいいんじゃないだろうか。

「うわ」

　どうも灯あか里りちゃんがしつこく離はなさなかったらしい。自転車は二人を巻まき込こんでばたん、と転てん倒とうしてしまった。自転車が転ぶなんて久々に見たよ。駆かけ寄よると、倒たおれた自転車のそばにふたりが座すわり込こんでいる。

　しかし、様子がおかしい。おふざけのあとなのに空気が重い。どうしたんだろう、と様子を窺うかがうと、灯あか里りちゃんの顔色が真っ青になっていた。反面、瀬せ尾お先せん輩ぱいはきょとんとしている。

「す、すみません先せん輩ぱい！　ごめんなさい、わたし調子に乗って……、本当にすみません……。あの、弁べん償しようさせてください……」

　灯あか里りちゃんが泣きそうになりながら、頭を下げていた。瀬せ尾お先せん輩ぱいの手元を見て察する。眼鏡だ。瀬せ尾お先せん輩ぱいの眼鏡が壊こわれている。フレームは折れ曲がり、レンズにはヒビが走っていた。転んだときに踏ふんだのかもしれない。

　気まずい空気が流れる中、瀬せ尾お先せん輩ぱいが眼鏡を両手でぺたぺたと触さわり始めた。「あぁ、壊こわれちゃいましたか。大だい丈じよう夫ぶですよ、山やま吹ぶきさん」と普ふ段だん通りの声を上げる。

「いや、あの、でも……」

　灯あか里りちゃんがしょんぼりしていると、瀬せ尾お先せん輩ぱいが彼かの女じよに顔を近付けた。それが物もの凄すごく近い。おでこがくっつきそうになるほどだ。灯あか里りちゃんが思わず身を引くと「あ、ごめんなさい。わたし、眼鏡がないとこれくらいの距きよ離りじゃないと見えないので……」と静かに言う。どうやら相当視力が悪いらしい。ド近眼だ。度を越こえた近眼だ。ほとんどくっつかないと見えないではないか。僕ぼくたちが戸と惑まどっていると、瀬せ尾お先せん輩ぱいだけが平常通りに口を開く。

「本当に大だい丈じよう夫ぶです、山やま吹ぶきさん。実はこの眼鏡、古くなっていたので今日にでも買かい替かえようと思っていたんです。噓うそじゃないですよ、本当です」

　ぴったり顔を近付けたまま、瀬せ尾お先せん輩ぱいは薄うすく微笑ほほえむ。眼鏡と髪かみのせいでわかりづらいけれど、瀬せ尾お先せん輩ぱいは美人だ。かなりの美人だ。灯あか里りちゃん好みの。そんな彼かの女じよに至近距きよ離りで微笑ほほえまれ、灯あか里りちゃんは顔を真っ赤にする。「あ、は、はい……」とたどたどしい返事しかできていない。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは灯あか里りちゃんから離はなれると、だれもいない方向に顔を向ける。

「鞄かばんに予備の眼鏡があるので、申し訳ないのですが持ってきて頂いてもいいでしょうか。鞄かばんの内ポケットに──あ」

　言いい掛かけた言葉を途と中ちゆうで止めると、はっとして彼かの女じよは固まってしまう。「あ、あぁ……、そうでした。どうしましょう」と頭を抱かかえ始めた。僕ぼくはそばに寄ると、どうしたんですか先せん輩ぱい、と声を掛かける。その直後、彼かの女じよはぐっと顔を近付けてきた。本当に近い。身を引いても、その分だけ寄せてくる。……これは心臓に悪い。肌はだのきめこまやかさ、髪かみのしなやかさ、透すき通とおるような瞳ひとみ。それらが一気に目に入ってくるのだ。照れくさいなんてもんじゃない。彼かの女じよはほっぺたがくっつきそうな距きよ離りで、聞き心ごこ地ちのいい声を奏かなでる。

「あ、あのあの、家に帰ってから買い物に行くつもりだったので……、昨日のうちに準備しておいたんです。ですので、お出かけ用の鞄かばんに予備の眼鏡を入れていて……」

　……事前に出で掛かける準備をしておくのか、この人。かわいい人だなぁ。ただ、ほっこりするには顔が近すぎる。唇くちびるが動く様がはっきり見て取れてしまう。さっきから心臓がバクバクとうるさい。

「こ、困りました……。わたし、眼鏡がないと何も見えなくて……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは肩かたを落とす。彼かの女じよがド近眼であることは、身を以もつて体験している。これでは電車に乗ることさえ困難ではないだろうか。

　困っている瀬せ尾お先せん輩ぱいに、灯あか里りちゃんは顔を寄せる。

「あの、未み咲さき先せん輩ぱい。先せん輩ぱいは今日、眼鏡を買いに行くつもりなんですよね？」

「あ、はい。買いに行く予定ですよ」

「なら未み咲さき先せん輩ぱい──、今から、いっしょに買いに行きませんか」







　僕ぼくたちが目指したのは、電車で数駅先の商店街。いつもたくさんの人を見み掛かける、賑にぎやかな場所だ。たまに僕ぼくも遊びに行く。瀬せ尾お先せん輩ぱいの眼鏡はそこのお店で購こう入にゆうしたというので、電車で向かっているというわけだ。自転車は駅に置いてきた。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは眼鏡がないとほとんど見えない。目的の駅に着いたので立ち上がると、彼かの女じよは危あやうげについてくる。ふらふらした足取りで、ゆっくりゆっくり歩く。非常に危ない。どうしたものか、と思っていると、灯あか里りちゃんは先せん輩ぱいの腕うでをぽんぽんと叩たたいた。

「未み咲さき先せん輩ぱい。手、つなご？」

「あ、はい。ありがとうございます、山やま吹ぶきさん」

　言われた通り、瀬せ尾お先せん輩ぱいは灯あか里りちゃんの手をぎゅっと握にぎった。すると、灯あか里りちゃんは「えへへ」と嬉うれしそうに瀬せ尾お先せん輩ぱいを見上げる。ううん、かわいい。具体的に言うと世界一かわいい。

　手を繫つなぐふたりと並んで、僕ぼくも歩く。灯あか里りちゃんはご機き嫌げんだった。度たび々たび、繫つながった手を見ながらにこにこ笑う。本当に嬉うれしそうだ。そんな灯あか里りちゃんを見ていると、目が合う。彼かの女じよは微ほほ笑えみながら、僕ぼくに手を差し出した。

「寂さびしそうね、きぃくん。こっちは空いているわ。きぃくんも手、つなぐ？」

「……え。いや、あの、え？」

「ふふ。冗じよう談だんよ」

　彼かの女じよは悪戯いたずらっぽく笑って、手を引ひっ込こめてしまう。上手うまくいけば手を繫つなげたのだろうか……。灯あか里りちゃんと手を繫つなぐ。なんという幸福だ。そんな体験をしたことのない僕ぼくは、瀬せ尾お先せん輩ぱいを羨うらやましく思ってしまう。

　三人並んで眼鏡屋さんに入った。有名チェーン店の眼鏡屋さんだ。店内も明るく綺き麗れいで、商品もずらりと並んでいる。それなりに広い。お客さんもちらほらといて、眼鏡を代わる代わる試着している。

「あぁ、こうやって並んでいるのを見ると、わたしも新しい眼鏡が欲ほしくなってきちゃうわね」

　灯あか里りちゃんが眼鏡を眺ながめながら、独り言のように呟つぶやく。

「あれ？　灯あか里りちゃんって視力いいよね？　眼鏡掛かけてるところ見たことないけど」

「うん、両目ともいいわよ。眼鏡っていっても、ほら。伊達だて眼鏡だから。たまにオシャレで掛かけるの。かわいいわよ」

　……そうだったんだ。知らなかった。灯あか里りちゃんの眼鏡姿か……、想像すらできないけど、とてもかわいい気がする。きっと私服でしか掛かけないんだろうけど、一度見てみたい。

「あ、今の『かわいいわよ』っていうのは眼鏡じゃなくて、眼鏡を掛かけたわたしがかわいいってことね」

　そんなことをわざわざ付け加えるあたり、灯あか里りちゃんって感じがする。ちょっと瀬せ尾お先せん輩ぱいが驚おどろいていた。「な、なるほど」と頷うなずいているくらいだ。何がなるほどなんだろう。

「さ。それじゃ未み咲さき先せん輩ぱい。どんな眼鏡にするの？　いくつか試着してみます？」

「あぁ、いいです。前と同じデザインで構いません」

　いともあっさり決めてしまい、灯あか里りちゃんが驚おどろいた顔をする。というより、焦あせった顔だろうか。「え、ええと、先せん輩ぱい。ま、前と同じやつ……、ですか？　せっかくですから、新しいのにしません？」と進言している。実は僕ぼくも驚おどろいていた。前と同じものっていうのは……。先せん輩ぱいに対して失礼なんだけれど、正直、彼かの女じよの眼鏡は似合っていない。というより、眼鏡がよくない。

　黒くろ縁ぶちのやたらと大きい眼鏡。機能性以外すべて度外視、と言わんばかりの無骨なデザインだ。

　似合う人はいないと思う。

「ええと、先せん輩ぱい。前のデザインにこだわりがあるとか……？」

　灯あか里りちゃんが恐おそる恐おそる尋たずねると、瀬せ尾お先せん輩ぱいはぐっと顔を近付けた。相変わらず近い。彼かの女じよはそのままの距きよ離りで、とうとうと口を開く。

「いえ、逆です。こだわりがなくて……。何でもいいんです。だから、前のと同じでいい、と思ったんですけど」

　灯あか里りちゃんはほっと安あん堵どの息を吐はく。「あのデザインがいい」と言われたら、灯あか里りちゃんも何も言えない。しかし、こだわりがあるわけではなく、むしろ逆。無む頓とん着ちやくなのだ。それならば、と灯あか里りちゃんは顔を輝かがやかせる。

「ねぇ、先せん輩ぱい。何でもいいっていうのなら、先せん輩ぱいの眼鏡、わたしが選んでもいいかしら」

「山やま吹ぶきさんがですか……？　変に目立たないようなものなら、わたしは何でもいいですけど……」

「それじゃ、決まりですね！　選んでくるから、ちょっと待っててください。きぃくん、その間、未み咲さき先せん輩ぱいのことよろしく」

　灯あか里りちゃんはずっと握にぎっていた手を離はなし、僕ぼくのシャツを摑つかむよう誘ゆう導どうする。瀬せ尾お先せん輩ぱいがはしっと摑つかむと、灯あか里りちゃんは早さつ速そく眼鏡を選びに行ってしまった。瀬せ尾お先せん輩ぱいが顔を近付けてくる。瀬せ尾お先せん輩ぱいのまつ毛長い……、と感じられる距きよ離りで彼かの女じよは口を開く。

「ごめんなさい、青あお葉ばくん。よろしくお願いします」

「あ、あぁいえ、ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶですよ……？」

　顔がくっつきそうになるほど近いせいで、普ふ通つうに話すのにも照れが生じる。この距きよ離りでまっすぐに見つめられると、ドキドキしっぱなしだ。

　しかし、よろしくと言われても、僕ぼくたちは特にすることがない。商品の前でぼうっとするだけだ。それもどうかと思うので、僕ぼくも眼鏡を物色してみる。僕ぼくが移動すると、遅おくれて瀬せ尾お先せん輩ぱいがとてて、とついてくる。シャツを摑つかみながら。また僕ぼくが移動すると、同じようにとてて、と歩いてくる。

　……かわいい。年上のお姉さんが子供のように服を摑つかみ、せっせとついてくる姿は妙みように愛らしい。滅めつ多たに味わえないシチュエーションじゃないだろうか。無意味に動き回りたくなるけど、さすがにそれは自重する。代わりに、瀬せ尾お先せん輩ぱいに話しかけた。

「瀬せ尾お先せん輩ぱい。前から疑問だったんですが、試着用の眼鏡って度が入ってないですよね。自分の眼鏡は外すから、よく見えないですよね。どうやって似合うかどうかを判断するんですか？」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはもにゅもにゅと言いづらそうにしている。

「眼鏡選びの永遠の課題ですね……。コンタクトがある人はいいんですが、ない人はぼやっとした視界で判断するしかないです」

「……それでわかるんですか？」

「わからないです。基本的に眼鏡選びは一か八かです」

「一か八か」

　やはりそういうものなのか……。瀬せ尾お先せん輩ぱいが眼鏡に頓とん着ちやくしないのも、どうせ選べないから、という理由があるのかもしれない。

「お待たせー。先せん輩ぱい、これ着けてみてください」

　話しているうちに、灯あか里りちゃんの眼鏡選びが終わったようだ。三つの眼鏡を持って歩み寄ってくる。僕ぼくも瀬せ尾お先せん輩ぱいの試着を見ようとしたが、灯あか里りちゃんに止められた。肩かたを持たれ、身体からだをくるりと反対方向に向けられる。

「待って待ってきぃくん。せっかくだから、あとのお楽しみってことにしてくれないかしら」

「えぇ？　今は見ちゃダメってこと？」

「そういうこと。ちょーっとだけ、我が慢まんしてて。ね？」

　そんなふうに言われると何も言えない。僕ぼくの両りよう肩かたに手を置いて、首を傾かしげて笑え顔がおで「ね？」って。言えるわけがない。本当にかわいいの権ごん化げだな、この人は。

　仕方なく、僕ぼくは瀬せ尾お先せん輩ぱいの後ろ姿だけ眺ながめる。灯あか里りちゃんが直接掛かけさせるみたいだ。一つ目の眼鏡を彼かの女じよに掛かけ、灯あか里りちゃんが前まえ髪がみをはらはらと分ける。途と端たんに顔を輝かがやかせた。両手を組んで、きらきらとした目を向ける。

「！　あぁ、いいです、未み咲さき先せん輩ぱい！　とっても似合います！　でも限りなく満点に近い九十九点！　次行きましょう！」

「へ、あ、え？　ありがとうございま……、え、はい？」

　灯あか里りちゃんのテンションの高さ、賞賛の言葉、移り変わりの速さについていけないでいる。灯あか里りちゃんがはしゃいで「早く、早く」と急せかすと、慌あわてて彼かの女じよは眼鏡を外した。そして、次の眼鏡を掛かける。途と端たんに灯あか里りちゃんが「きゃー！」と悲鳴を上げた。両手で顔を挟はさみ、ハートマークを飛ばしている。

「思った通りです、未み咲さき先せん輩ぱい！　リムレスめちゃくちゃ似合うー！　すべての眼鏡を過去にしました！　次は未来に行ってみましょう！」

「か、過去、未来、え、け、結局これでもないんですか……」

　わたわたと眼鏡を外すと、新しい眼鏡が掛かけられる。これが最後のひとつだ。灯あか里りちゃんはそっと顔を離はなす。無表情で、何も言葉を発さない。ただ、じっと瀬せ尾お先せん輩ぱいの顔を見つめている。

「あ、あの……、どう、でしょうか。似合っていませんか……？」

　灯あか里りちゃんが何も言わないせいで、不安になったのだろう。今度は瀬せ尾お先せん輩ぱいから尋たずねていた。すると、黙だまり込こんでいた灯あか里りちゃんが「いえ……」と小さく否定する。感かん慨がい深ぶかそうに言葉を並べた。

「最高です、未み咲さき先せん輩ぱい……、物もの凄すごく綺き麗れいです……、やっぱり先せん輩ぱいにはこの眼鏡が一番だったわ……、いいです、すごくいい……。ねぇ先せん輩ぱい、ちゅーしてもいいですか……」

「え……、い、いやです……」

　どうやら、三つ目の眼鏡で決まりのようだ。早さつ速そく、それを持って店員さんに声を掛かけた。調整してもらわないといけない。

　それらの手続きも無事に終え、あとは眼鏡の出来上がりを待つばかりとなった。外で時間を潰つぶしてもよかったけど、裸ら眼がんの瀬せ尾お先せん輩ぱいには辛つらい。お店の待合室で待たせてもらうことにした。

　長なが椅い子すに三人並んで雑談に興じる中、僕ぼくはふっと思い出したことがあり、それをそのまま口にした。

「あの、眼鏡ができたらあとで本屋さんに行きませんか？」

　僕ぼくが提案すると、瀬せ尾お先せん輩ぱいは両手をぱんと合わせて「いいですね！」と声を上げた。そして、「何か用があるんですか？」と両手を下ろす。先に本屋に行くことを同意してから理由を訊きくあたり、本の虫って感じがする。

「前に瀬せ尾お先せん輩ぱいが『カップルはどこにデートへ行くのか』っていう疑問を挙げていたじゃないですか。友達に訊きいたら、『デートスポット特集をしてる雑誌を読めばいい』って言われたんです。それを探してみようと思いまして」

　秋あき人ひとの言っていたことだ。若者向けの雑誌や地元レジャーの雑誌を読めば、特集を組んでいることがある。そこから情報を得ればいい。灯あか里りちゃんも「確かにそういうの、よく見かけるわね」と同意してくれた。







　なぜか僕ぼくは眼鏡屋さんの外でひとり待っていた。

　待合室で時間を潰つぶし、ようやく瀬せ尾お先せん輩ぱいの眼鏡を受け取るとき。灯あか里りちゃんに先に外へ出てくれ、と言われたのだ。理由はわからない。ただ、灯あか里りちゃんに微笑ほほえまれ、「きっとそっちの方がいいわよ」と言われれば、僕ぼくは従うしかない。逆らう理由もなかった。

　ぼうっと待っていると、眼鏡屋さんの自動ドアが開いた。やっと来たのかな、と目を向けたが、違ちがう人だった。瀬せ尾お先せん輩ぱいでも灯あか里りちゃんでもない。しかし、桜おう東とう高こう校こうのセーラー服を着ていた。店内に僕ぼくたち以外に生徒っていたっけ？　と改めて彼かの女じよを確かく認にんしたときだ。度ど肝ぎもを抜ぬかれたのは。

　上品な黒い髪かみを腰こしまで伸のばし、その一本一本に艶つやと輝かがやきがある。烏からすの濡ぬれ羽ば色いろとはこのことだ。前まえ髪がみは目に掛かからないよう分けられ、透すき通とおった瞳ひとみが見えている。長いまつ毛もだ。物もの凄すごく綺き麗れいな人だった。清せい楚そで、品があって、理知的で。どこかのお嬢じよう様さまのようだ。掛かけている眼鏡がその印象をより強める。細い銀色のアンダーリム。彼かの女じよの雰ふん囲い気きによく似合っていて、それこそ文学少女のようだった。あまり自己主張のないデザインが、彼かの女じよの綺き麗れいな顔をより良く見せている。

　背は高い。ぴんと背筋を伸のばしている。発育がいいのは背だけではなく、大きな胸が自己主張していた。セーラー服を持ち上げ、深い影かげを作っている。

　……ぱっと見だけでは全くわからなかった。彼かの女じよは瀬せ尾お先せん輩ぱいだ。眼鏡を変え、前まえ髪がみを分け、顔をしっかり見えるようにした、猫ねこ背ぜをやめた瀬せ尾お先せん輩ぱい。ここまで、ここまで変わるものか。美人だなぁ、とは思っていたけど、そんなぼんやりとした感想を完全に吹ふき飛とばすインパクト。圧あつ倒とう的てきな美形がそこに立っていた。

「ふふん。どうよきぃくん。瀬せ尾お先せん輩ぱい、綺き麗れいでしょう？」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの後ろから灯あか里りちゃんが現れる。手に持った櫛くしをくるくる回しながら、胸を張った。灯あか里りちゃんが髪かみを整えたらしい。彼かの女じよの功績は大きい。瀬せ尾お先せん輩ぱいの魅み力りよくを最大限に引き出している。眼鏡選びのセンスも見事だった。

「あ、あのあのあの、山やま吹ぶきさん。わたし、前まえ髪がみを分けていると落ち着かないんですけど……、そ、それにわたしは胸を張ると太って見えるので……」

「ああん、わたし胸が大きい人特有の遠回しな言い方大好き！」

　顔を赤くして猫ねこ背ぜに戻もどりつつある瀬せ尾お先せん輩ぱいに、灯あか里りちゃんが抱だき着つく。瀬せ尾お先せん輩ぱいは困った顔でおろおろしていた。灯あか里りちゃんが僕ぼくに目を向け、抱だき着ついたまま口を開く。

「先せん輩ぱい、こんなに綺き麗れいなんですもの。見せびらかさないなんて勿もつ体たいないわ。ねぇきぃくん。あなたもそう思うでしょう？」

「い、いやいやいや、そ、そんなことないです、山やま吹ぶきさん変なこと言わないでください」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはより顔を赤くして、手をぱたぱたと顔の前で振ふっている。謙けん遜そんというよりは本当に困っているようだ。そんなわけがないと否定している。彼かの女じよが不安そうな目を僕ぼくに向けた。ぽーっとしていた僕ぼくは、何も考えずに思ったままの言葉を吐はき出だす。

「いや、先せん輩ぱいすごいです……、すごく綺き麗れいですよ……。いや、もう、ほんとに。すごく綺き麗れいなんです、綺き麗れいです」

「語ご彙い力りよくなんとかならない？」

　灯あか里りちゃんに呆あきれられたが、小手先の言葉を失うくらいの衝しよう撃げきだった。簡単なことしか言えない。その気持ちは瀬せ尾お先せん輩ぱいにも伝わったようで、彼かの女じよはぐむ、と口をつぐむ。顔をさらに赤くさせた。猫ねこ背ぜに戻もどり、俯うつむいてしまう。

　かと思うと、眼鏡の位置を直してから背筋を伸のばした。胸を張る。顔は赤いままだったが、目を瞑つぶりながら口を開いた。

「わ、わかりました……、こ、こっちの方がいいんですね……、が、頑がん張ばります……」

　彼かの女じよは手をきゅっと握にぎり、たどたどしいながらもそう言った。灯あか里りちゃんが嬉うれしそうに頷うなずいている。

　予定外のお披ひ露ろ目め会かいが終わったあと、僕ぼくたちは改めて本屋へ向かった。この辺りでは一番大きな書店だ。広い店内には本ほん棚だなが立ち並び、カウンター内では店員さんが忙いそがしそうに作業をしている。本屋さんの匂においが鼻に届いた。瀬せ尾お先せん輩ぱいは顔を輝かがやかせると、小説のコーナーに歩き出そうとする。

「ちょっと待って未み咲さき先せん輩ぱい。先に目的の雑誌コーナーに行きましょう」

　行動を読んでいたのか、瀬せ尾お先せん輩ぱいの手を摑つかむ灯あか里りちゃん。彼かの女じよははっとすると、「そ、そうでしたね。すみません」とはにかんだ。顔がよく見えるようになったので、そういった表情がとても煌きらびやかに見える。

　雑誌コーナーは探さずともすぐにわかった。様々な雑誌が並んでいて、何人ものお客さんが立ち読みをしている。混雑していた。まぁ雑誌を選ぶだけなら問題ないだろう。

　ただ、そちらに足を運ぼうとして、瀬せ尾お先せん輩ぱいが固まっていることに気が付く。浮うかない表情で雑誌コーナーを見つめていた。

「未み咲さき先せん輩ぱい？」

　灯あか里りちゃんが彼かの女じよの顔を覗のぞき込こむと、そこで我に返った。「す、すみません。何でもないです……」とぱたぱた手を振ふる。しかし、顔色が良くない。さっきまで楽しそうだったのに。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ちょっと休みます？」

「い、いえ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんです……。ちょっと嫌いやなことを思い出しただけで……」

　俯うつむいて、ぼそぼそと呟つぶやく。嫌いやなこと。何か連想するものがあったんだろうか。灯あか里りちゃんと顔を見合わせてしまう。

　僕ぼくたちが心配しているのが伝わったのか、彼かの女じよは慌あわてて「あ、あ、そんな大層なものじゃないんです」と再び手をぱたぱた振ふった。

「な、なんというか、ただ、ちょっと、わたしは華はなやかな人が苦手でして……、怖こわい、というか、近付くとなると身が竦すくむというか……」

　華はなやか。雑誌コーナーに視線を戻もどすと、瀬せ尾お先せん輩ぱいが言いたいことがわかった。僕ぼくたちが見たい、若者向けの雑誌やレジャー雑誌の前に人がいる。何人か立ち読みをしている。女子高生ばかりだ。スカートは短く、アクセサリーを身に着け、中には髪かみを染めている人もいる。当然のように化け粧しようをしていた。華はなやか、というよりは派手、と称しようする方が正しい。もしくはギャルっぽい。大人しい瀬せ尾お先せん輩ぱいとは真逆だけど、足を止めるほど苦手なんだろうか。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはたどたどしく答えた。

「その……、わたし、中学のとき華はなやかな方たちに、イジメまではいかないんですけど、ちょっかいを掛かけられていた時期がありまして……。わたし、暗くて本ばかり読んでいますから……。『地味子』っていうあだ名をつけられて……、それから、ちょっと苦手意識が……」

「……なにそれ。許せないなぁ」

　灯あか里りちゃんが静かに怒いかりを表す。それを聞いて、瀬せ尾お先せん輩ぱいはわずかに表情を緩ゆるめた。

　まぁそういった事情なら、足を止めてしまうのも仕方がない。気持ちもわかる。僕ぼくも派手な人はあまり得意ではない。男女問わず、どこか怖こわいと思ってしまう。

　視線を雑誌コーナーに戻もどすと、目立つ人が目に入った。桜おう東とう高こう校こうのセーラー服だけど、スカートはかなり短く、際きわどいところまで見せている。化け粧しようもしていた。うちは化け粧しよう禁止なのでそれほど派手にはしていないが、要所要所にアクセントをつけている。雑誌を読む目は鋭するどかった。別に雑誌が憎にくいわけではなく、単に目つきが悪い。つまらなそうに雑誌をめくるギャルが入った子。あんな感じの子がうちのクラスにもいる。結構怖こわい。……というより、まさしくそのクラスメイトだった。森もり園ぞの麻ま里り亜あさん。彼かの女じよはひとりで雑誌を立ち読みしていた。

「あれ。麻ま里り亜あじゃない」

　灯あか里りちゃんも気が付いたらしい。よし、と息を吐はくと、彼かの女じよは瀬せ尾お先せん輩ぱいに向き直る。

「未み咲さき先せん輩ぱい。じゃあここはわたしが見ておきますんで、先せん輩ぱいは小説でも覗のぞいてきてください」

「え、あ、でも、悪いですし……」

「いいからいいから。きぃくん、未み咲さき先せん輩ぱいを連れて行っちゃって」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの背中をずいずいと押おす。瀬せ尾お先せん輩ぱいはなおも戸と惑まどっていたが、大人しく雑誌コーナーから離はなれた。灯あか里りちゃんは満足そうに踵きびすを返かえす。

　僕ぼくたちが小説のコーナーに足を向けたとき、「まーりあっ」「ひぃ！」というやり取りと、小気味いいビンタの音がしたが、聞こえないふりをしておく。灯あか里りちゃんは彼かの女じよと仲がいいと言い張ってるけど、実際はどうなんだろう……。

　小説コーナーに人の姿はなかった。新刊がたくさん積まれている。瀬せ尾お先せん輩ぱいが早さつ速そく本のチェックをし始めた。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは真面目な表情で、積まれた新刊を眺ながめていた。姿勢がすっかり猫ねこ背ぜに戻もどっている。じっくり表紙を眺ながめ、時折手に取って中身を覗のぞく。夢中だ。そんな文学少女の姿が愛らしく、横から見ていて楽しいくらいだった。

　しかし、彼かの女じよの動きがぴたりと止まる。「え……」と声を上げた。信じられない、と目を見開く。彼かの女じよの目は一冊の本に向かっていた。恐おそる恐おそる手に取り、それを穴が空くほどじぃっと見つめている。

「ど、どうしたんですか、瀬せ尾お先せん輩ぱい」

　ただならぬ様子の先せん輩ぱいに声を掛かけると、彼かの女じよはバッと勢い良くこちらを見た。そして、持っている本を僕ぼくにぐっと寄せてくる。近い。これでは本の表紙が見えない。そのうえ、早口で言葉を並べ立てた。

「こ、こここここ、この本！　七なな森もり詩し音おんの新作なんです！　あ、あの、七なな森もり詩し音おんというのはわたしの好きな、大好きな作家さんでしてっ！　すごく面おも白しろいんです！　で、でび、でびー、デビュー作から続いている闇やみ医い者しやシリーズは、ほんとに傑けつ作さくで！　一ひと癖くせも二ふた癖くせもある登場人物に素す晴ばらしいストーリーライン、必ず驚おどろかせてくれるギミックにはもう、尊敬の言葉しかありません……！　あ、そ、それで、この本は闇やみ医い者しやシリーズの新作でして、ずっと楽しみにしていたんです！　読む本ぜんぶを買っていたらお小こ遣づかいがなくなっちゃうので、手元に置いておきたい本しか普ふ段だんは買わないんですけど、これだけは別で！　特別で！　別格で！　七なな森もり詩し音おんだけは必ず買うことにしているんです！　本当に素す晴ばらしい作家なんですよ！　そうなんです、今日が発売日だということを完全に失念していました！」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは怒ど濤とうの勢いで情報を叩たたきつけてくる。異様なまでの熱量と早口で畳たたみかける。子供のように目を輝かがやかせながら、本をぐいぐいと僕ぼくに押おし付つけた。顔も近い。言葉を挟はさむ隙すきもなく、ただただ話を聞くことしかできない。周りに人がいなくて助かった。

　結局のところ、「いつの間にか欲ほしい本が発売していた」という話だ。喜ぶのはわかるものの、感情のふり幅はばが半はん端ぱではない。七なな森もり詩し音おんという作家が本当に好きなんだろう。

　作家への愛を僕ぼくに説くことを終えた彼かの女じよは、幸せそうに本を胸に抱だき、「あぁ、山やま吹ぶきさんが眼鏡を壊こわしてくれてよかった……、青あお葉ばくんが本屋に行きたいって言ってくれてよかった……」と呟つぶやく。そんなにか。愛の深さを感じていると、「あ、いたいた。いい感じの雑誌あったわよ」と灯あか里りちゃんが近付いてくる。

「ん。なに、どうしちゃったの未み咲さき先せん輩ぱい。ご機き嫌げんだけど」

「あぁ……、好きな作家さんの新作があったんだって。それで……」

　話しながら灯あか里りちゃんに目を向けて、ぎょっとした。世界一かわいい顔に驚おどろいたのではない。彼かの女じよの頰ほおにくっきり手形がついていたのだ。赤くなっている。さっきのビンタだな、とすぐに見当がついた。懲こりない灯あか里りちゃんが悪いんだろうけど、森もり園ぞのさんも容よう赦しやがない。

「すごいね、ビンタの痕あと」

「ん？　ビンタ？　なに、何のことかしら？　わたしぜんぜんわからない」

　彼かの女じよはぷるぷると首を振ふって、目を合わせようとしない。いや、無理だろ。ごまかすには証しよう拠こ残りすぎだろ。

「そ、それよりほら！　雑誌！　未み咲さき先せん輩ぱいにこれでいいか決めてもらわないといけないから！」

　彼かの女じよは僕ぼくとの会話を慌あわてて打ち切り、雑誌を持ち上げる。目を離はなした隙すきにその場で読み始めた未み咲さき先せん輩ぱいに、灯あか里りちゃんは声を掛かけた。そして、すぐに「ど、どうしたんですか、その頰ほお」と驚おどろかれていた。







　本屋のあと、ほかのお店を回ったり遊んでいるうちに、すっかり暗くなっていた。はしゃぎすぎた。電車から見える風景は、すっかり夜のものだ。流れる景色を眺ながめるうちに、電車が学校の最も寄より駅えきに着く。僕ぼくは一足先に降りなくてはいけない。自転車が駅に置きっぱなしだからだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいは僕ぼくらと住んでいる場所も近いらしく、このまま同じ方向に乗っていく。

　ふたりに別れを告げて、僕ぼくはひとり電車から降りた。朝は学生がたくさん降りるが、夜の時分では僕ぼくだけだった。とぼとぼと改札を抜ぬけ、自転車置き場へ。自分の自転車の鍵かぎを外し、跨またがる。鞄かばんをカゴに放ほうり込こみ、さぁ出発、と足に力を入れたときだった。

　ぐっと自転車が重くなる。普ふ段だん通りにこげない。まるで、何かが乗っているような……、とそこで僕ぼくは振ふり返かえった。

　荷台を跨またぎ、前向きに座すわるセーラー服の女の子がいた。夜だというのに、その輝かがやきは決して鈍にぶることがない。電車に乗っているはずの灯あか里りちゃんだ。僕ぼくと目が合うと悪戯いたずらっぽく、にひ、と笑いかけてくる。

「……どうしたの、灯あか里りちゃん。なんで降りてきたの？」

「うん。未み咲さき先せん輩ぱいとは存分に二人乗りを楽しんだし、きぃくんも未み咲さき先せん輩ぱいと二人乗りしてたけど。わたしときぃくんはしてないなって。だから、送ってって？」

　人差し指を顎あごに当て、理り屈くつに合わない話をする灯あか里りちゃん。送ってって、と微笑ほほえむ彼かの女じよは実に眩まぶしかった。かわいい。世界一かわいい。顔が熱くなる。いや、だって。あの灯あか里りちゃんが僕ぼくと二人乗りしたいからって、わざわざ電車から降りてきたのだ。絶対電車で帰る方が楽なのに。その事実が胸の中で膨ふくらんでしまう。そわそわする。ハンドルを握にぎる手にも力が入ってしまうというものだ。

「こ、ここから二人乗りは結構大変なんだけどな」

　ごまかすためにそんなことを言いながら、彼かの女じよから鞄かばんを受け取る。それをカゴに詰つめていると、「またまたぁ。きぃくんだって嬉うれしいでしょ？　嫌いやだったら戻もどるよ？」と笑いながら腰こし付近を叩たたいてくる。見み抜ぬかれている……。本当に降りられても嫌いやなので、僕ぼくは自転車をこぎ始めた。普ふ段だんよりペダルは重いけど、女子の体重だ。細い灯あか里りちゃんが乗っているだけ。大したことはなく、速度が出ればいつも通りだった。外は暗いし、人通りも少ないので、二人乗りを見み咎とがめられることもないだろう。

　灯あか里りちゃんは荷台を両手で摑つかんで、身体からだを安定させているようだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいがやろうとして失敗したやつ。そうしながら、灯あか里りちゃんが話しかけてくる。

「ねぇきぃくん。未み咲さき先せん輩ぱいの眼鏡を壊こわしちゃったのはわたしのせいだし、ふざけたのはよくないことだったって反省しているの。だから、これは一度だけしか言わないから、よく聞いてね」

「…………？」

　妙みような前置きをする。あの一件に思うことがあるのだろうか。彼かの女じよの言いたいことがイマイチわからず、だからこそ、次の言葉を全く予想せずに受けてしまった。彼かの女じよは僕ぼくの耳元に口を寄せ、そっとこう言ったのだ。

「未み咲さき先せん輩ぱいのおっぱいね、あれほんとすっごいわよ」

「──────」

　ハンドルが大きくブレる。ぐらぐらと車体が揺ゆれる。動どう揺ようが凄すさまじい。頭の中で色んなことが思おもい浮うかんで、その分、身体からだがおかしな動きになる。不安定な運転になっているのに、灯あか里りちゃんは楽しそうにけらけらと笑っていた。

「き、急に変なこと言うのやめてくれない？」

「いやね、きっときぃくんも知りたいと思ってさー……。しかし、あれね。きぃくんったら、随ずい分ぶんと未み咲さき先せん輩ぱいにデレデレしちゃってまぁ」

　ぽんぽんと背中を叩たたきながら、灯あか里りちゃんは見過ごせないことを言う。

「いやいや、デレデレしているのは灯あか里りちゃんの方でしょ……。僕ぼくはそんなことないよ」

「そうかしら。そういう割には、未み咲さき先せん輩ぱいにすごくやさしいように見えるけど？」

　灯あか里りちゃんは僕ぼくの背中をすりすりと手で擦さすりながら、穏おだやかな口調で言う。そうだろうか。あまり自分では意識してないけど、傍はたからはそう見えるのか。しかし、それ自体は悪いことではないだろう。やさしいのはいいことだ。僕ぼくはそれより、さっきから灯あか里りちゃんがやたらとスキンシップが多いことに意識がいく。少し触ふれるだけで、人をここまでドキドキさせるっていう自覚はあるんだろうか。

「やっぱあれかね。男の子としては、胸の大きい人は魅み力りよく的てきなのかね」

　今度は指をぐりぐり押おし付つけながら、灯あか里りちゃんはぼそりと尋たずねる。いやまぁ、魅み力りよく的てきではあるけれど。

「前も言ったけど、胸の好みは千せん差さ万ばん別べつだから……。それに、好みのサイズだからってそれだけで好きになるわけじゃないし」

「ふうん」

　気のない返事をされてしまう。まぁ好みの話をするなら僕ぼくはバランスタイプだから、瀬せ尾お先せん輩ぱいはドンピシャリではあるのだけど。何せ、あの人は背が高い。僕ぼくとあまり変わらない。あの背せ丈たけで大きなバストっていうのは、バランスとしては非常に綺き麗れいだ。間ま違ちがいなく魅み力りよく的てきだ。

　もちろん、そんな話をするつもりはないけど。

「まったく。世界一かわいいこのわたしが、嫉しつ妬とさせられちゃうなんてね──」

「…………。そ、それは、どっちに嫉しつ妬としているの？」

「どっちだと思う？」

　ふふ、と彼かの女じよはようやく笑った。嬉うれしそうに足をばたつかせ、「ほら、しゃきしゃき走れーい」と僕ぼくの背中を叩たたく。彼かの女じよにはドキドキさせられっぱなしだ。もう続きは言ってあげない、と言わんばかりのはしゃぎ方。それは困る。困ってしまう。こんなにももやっとさせられるなら、答えを言って欲ほしい。僕ぼくは意を決して、答えを聞き出そうとした。が、そのときである。

「くちゅんっ」

　そんなかわいいくしゃみが聞こえたのは。

「「あ」」

　声が同時に漏もれる。くしゃみ。以前、小こ春はるが言っていた。灯あか里りちゃんがくしゃみをしたとき、〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟が目を覚ます。彼かの女じよは物に触ふれられなくなる。干かん渉しようできなくなる。僕ぼくが慌あわてて振ふり返かえると、彼かの女じよの頰ほおにあのマークが浮うかび上あがった。ハートマークと手を突つき出だすようなマーク。そして、灯あか里りちゃんがバランスを崩くずす。彼かの女じよの指が荷台からすり抜ぬけ、放り出されそうになる。無む我が夢む中ちゆうで彼かの女じよは手を前に突つき出だした。僕ぼくの肩かたを摑つかむと、慌あわてて身体からだを引き寄せる。幸いだったのは、すり抜ぬけるのは指だけで、座すわるのは問題なかったことだ。

　まるで、瀬せ尾お先せん輩ぱいとの二人乗りの再現だ。灯あか里りちゃんは勢い余り、僕ぼくの背中にべったりと密着する。ぐむ、と声を上げたのは、彼かの女じよか僕ぼくか。

　灯あか里りちゃんが背中に張り付くと、身体からだのやわらかさがダイレクトに伝わる。体温が移る。女の子らしい、華きや奢しやな身体からだつきが背中を覆おおった。そして、しっかりと胸の感かん触しよくも感じてしまう。心臓がバクバクと鼓こ動どうする。頭が上手うまく回らない。身体からだだけが正直に反応していて、頭が沸ふつ騰とうしそうだ。この状じよう況きようでよく運転が続行できたと思う。

「……あー……、えっと……、ごめん、きぃくん……」

　彼かの女じよは僕ぼくに身体からだを預けたまま、囁ささやくような声で言った。

「いや、あの……、うん。わかってるから。しっかり摑つかまってて」

　僕ぼくが答えると、灯あか里りちゃんは僕ぼくの腰こしに腕うでを回した。彼かの女じよは今、物に触ふれられない。干かん渉しようできない。荷台を摑つかめず、僕ぼくで身体からだを支えるしかない。

　それはわかるのだが、彼かの女じよの腕うでの回し方が、思った以上にしっかりしていた。ぎゅうっと僕ぼくの身体からだを挟はさみ、しがみついている。僕ぼくの首元に顔を埋うめている。密着だ。ここまで抱だき着つくようにされてしまうと……。いいんだろうか……。彼かの女じよは何も言わない。

「きぃくん」

「な、なに？」

「未み咲さき先せん輩ぱいと比べられても困る」

「比べてないって……」







　僕ぼくが文芸部の扉とびらを叩たたいたのは、翌週の月曜日。その放課後のことだった。灯あか里りちゃんも誘さそってみたけれど、先約があると言っていた。

　扉とびらを開けると、机の前に瀬せ尾お先せん輩ぱいが座すわっていた。僕ぼくを見て、きょとんとしている。彼かの女じよの手元にはノートパソコン。あれで小説を書いているのだろう。彼かの女じよの顔には灯あか里りちゃんチョイスの銀ぎん縁ぶち眼鏡が掛かけられ、髪かみも分けてある。顔がよく見えた。姿勢だっていい。だれがどうみても、美人のお姉さんだ。

「こんにちは。ええと、お邪じや魔ましても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、は、はい。こんにちは。えっと、どうぞ」

　戸と惑まどいながら彼かの女じよは立ち上がり、隣となりの椅い子すを引いた。どうぞ座すわってください、という丁てい寧ねいな気き遣づかいだろうけど、そこは瀬せ尾お先せん輩ぱいの隣となりだ。普ふ通つうは隣となり同士で座すわらないだろう。ふたりしかいないのだから。しかし、わざわざ別の席に座すわるのも感じが悪い。大人しくそこに腰こしかけた。

　まずは瀬せ尾お先せん輩ぱいに軽く頭を下げる。

「すみません、作業中に。突とつ然ぜん押おしかけておいてなんですけど、僕ぼくがいても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ。わたし、人がいても集中しちゃえば気にならないので……。でも、青あお葉ばくん。どうして文芸部に？」

　彼かの女じよは可愛かわいらしく小首を傾かしげた。彼かの女じよの美び貌ぼうが前面に押おし出だされた今、そういう仕草の破は壊かい力りよくがすごい。僕ぼくはそれに耐たえながら、ここに来た目的を告げる。

「文芸部の文集を読みたくて。ほら、僕ぼく、『成なる実み一いち木もく』さんのファンなんですよ。あの人の作品が置いてあるなら読みたいんです」

　照れながらも、彼かの女じよにそう伝えた。成なる実み一いち木もく。僕ぼくが中学のとき、文芸部だった知らない先せん輩ぱい。文集の小説を読み、僕ぼくが夢中になっていた作者だ。好きだったから読みたい。そういう思いも当然あるけど、何より土曜日の瀬せ尾お先せん輩ぱいに当てられた。好きな作家を語る瀬せ尾お先せん輩ぱいにだ。彼かの女じよは『七なな森もり詩し音おん』をきらきらした顔で語っていた。あれを見て、久しぶりに本が読みたくなった。読書熱が再燃した。ここには、僕ぼくの好きな作者の作品がたくさんある。

　だから、文芸部にやってきた。文集を読みに。まぁ僕ぼくも一応文芸部なので、常に顔を出すべきなのかもしれないが、そこは無理しなくていいと言われている。

　そんなやさしい瀬せ尾お先せん輩ぱいなら、二つ返事で読ませてくれると思ったが、予想外の反応を見せた。

「──────」

　固まっていた。頰ほおを赤く染め、目を開き、真一文字に口を閉じて動かない。先せん輩ぱい？　と声を掛かけると、はっとして、「あ、あぁぁ、はい、ぶ、文集ですね！」と慌あわてて立ち上がった。ぎくしゃくとした動きで本ほん棚だなに向かう。そこには大小様々な文集がみっちりと収められていた。

「こ、ここから先の文集にはすべて、な、成なる実み一いち木もくの作品は入ってますから……、す、好きに読んで頂いて構いません」

「え。全部の文集にですか？　すごいな……。たくさん読めるのは嬉うれしいですけど」

「う、嬉うれしい……、ですか、そう、ですか……」

　おどおどと手を擦すり合あわせ、困り顔で頰ほおを染める。どうしたんだろう……。疑問に思いながらも、僕ぼくは文集を何冊か取り出す。そうしながら、密ひそかに気になっていたことを尋たずねた。

「そういえば先せん輩ぱい、イメチェンしたからクラスで話題になったんじゃないですか？」

「わ、話題と言えるほどじゃないですけど……、やっぱり驚おどろかれました。話したことのないクラスメイトに声を掛かけられたりとか……」

　困ったように瀬せ尾お先せん輩ぱいは笑う。まぁそれもそうだ。それだけ彼かの女じよは美人だし、変身っぷりは華か麗れいだった。僕ぼくが眼鏡屋さんで語ご彙い力りよくを失ったように、知性を失ったクラスメイトも多そうだ。

　僕ぼくは文集を机に置き、一冊手に取る。成なる実み一いち木もくの名をもくじで確かく認にんした。この人の小説が目的だけど、せっかくだから全部読もう。と、そこで気が付く。そういえば、瀬せ尾お先せん輩ぱいはどんな小説を書くんだろう。彼かの女じよの文章を僕ぼくは知らない。小説を書く手伝いをしながら、彼かの女じよの小説を読んだことがないのだ。

「あの、瀬せ尾お先せん輩ぱい。先せん輩ぱいのペンネームって何ですか？」

「え？　あぁ、それは……、っと。い、いえ、わたしのペンネームはお気になさらないでください」

「……？　え、なんでですか。教えてくださいよ」

　拒こばむ理由はないと思う。しかし、彼かの女じよは視線を忙せわしなく動かし、口をもごもごとした。

「え、ええと、恥はずかしい……、そう！　は、恥はずかしいので！　内ない緒しよにさせてください……」

　……そういうものだろうか。腑ふに落ちなかったが、嫌いやがるなら無理に聞き出すこともない。僕ぼくは文集に視線を落とした。もくじには、タイトルとペンネームが並んでいる。瀬せ尾お先せん輩ぱいもこの中にいる。しかし、多種多様のペンネームの中に、瀬せ尾お先せん輩ぱいの痕こん跡せきは見つからなかった。代わりに、ただただペンネームに感心する。

「瀬せ尾お先せん輩ぱい。ペンネームってこれ、ぜんぶ自分で考えるんですよね」

「へ？　あ、あぁはい。大たい抵ていの方はそうだと思いますが……、それがどうかしましたか？」

「いえ、すごいなぁと思いまして。こういうのって、どうやって考えるんですかね？」

　僕ぼくには見当もつかない。自分に自分で名前を付ける。それはなかなかに難しそうだ。誌面にはたくさんの名前が並び、この中に瀬せ尾お先せん輩ぱいの考えた名前もある。それが何だか不思議だった。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはにこりと微笑ほほえむ。

「そうですね……、音の響ひびきや文字の並び、自分の名前から取る人もいます。あとは好きなもの……、好きな作家からもじったり、とか」

　なるほど。多種多様のペンネームと同じく、その由来も様々らしい。面おも白しろい。僕ぼくは感心しながら、文集のページをめくった。

　ぎっしりと文字が並ぶ。それを目で追いながら、その物語を体感していく。文集は分厚くて、持っていると重く感じた。ひとつひとつの作品にボリュームがある。僕ぼくはそれをせっせと読み進めていった。

　すると、横からパチパチという音が聞こえてくる。タイピング音だ。そっと隣となりを窺うかがうと、彼かの女じよは真しん剣けんな表情で、ノートパソコンを覗のぞいていた。指がキーボードを叩たたいている。さっきまではちゃんと背筋を伸のばしていたのに、今はすっかり猫ねこ背ぜだ。時折、考かんがえ込こむように手が止まり、眼鏡の位置を直して再開する。タイピング音が鳴なり響ひびく。それ以外には何も聞こえず、規則的なその音を聴ききながら、僕ぼくは読書に没ぼつ頭とうしていった。

　ぱたん、と文集を閉じたとき、どれほど時間が経たっただろうか。すべてに目を通していると、それだけ時間が掛かかる。でも面おも白しろかった。もちろん、普ふ段だん読むような小説にはどうしても見み劣おとりするけど、これを書いているのは自分と変わらない高校生だ。なんだか不思議な気持ちになって、純じゆん粋すいに楽しく読むことができた。

　読み終えた文集を置くと、瀬せ尾お先せん輩ぱいがこちらをじっと見つめていた。なぜか様子を窺うかがっている。僕ぼくと目が合うと、慌あわててディスプレイに向き直り、焦あせったようにマウスを操作する。どうしたのだろうか。僕ぼくが首を傾かしげていると、彼かの女じよは急に伸のびをした。「う、うーん、疲つかれちゃったな」とめちゃくちゃ棒読みで言葉を付け足す。そして、まるで今気付いたかのような素そ振ぶりで僕ぼくを見て、白々しく言った。

「お、え、あ、青あお葉ばくん、もう、ぶ、文集読み終わったんですか？」

　この人、へったくそだな！

　あまりにぎこちない動きに、思わず心の中で叫さけぶ。口に出せないほどの大根役者っぷりだ。ひどすぎる。ただ、それを指し摘てきするのはさすがに憚はばかられた。大人しく先せん輩ぱいの演技に乗っかる。

「あぁ、はい。ちょうど読み終わりました。面おも白しろかったですよ」

「そ、そうですかー……、あ、あのー……、青あお葉ばくんの好きな、その、な、なる……、好きな作者さんのはどうでしたか？」

「成なる実み一いち木もくさんのですか？　いや、すごく良かったです。ほかの人の作品も面おも白しろかったので、こう言うのも申し訳ないんですけど、ずば抜ぬけて良かったですね。学校近くのお店が出てくるんですけど、描びよう写しやがそのままで笑っちゃいました。やっぱ僕ぼく、この人の作品好きです」

　僕ぼくが笑え顔がおで彼かの女じよに伝えると、なぜだか瀬せ尾お先せん輩ぱいは固まってしまう。両手を握にぎりながら目を瞬またたかせ、赤い顔で僕ぼくの話を聞く。「そ、そうですか……、そんなに、いいですか……、んん……」と口ごもり、そっと視線を下に降ろしてしまう。忙せわしなく髪かみを撫なでていた。

「か、顔熱い……、はー……」

　ぱたぱたと手で顔を扇あおぐ。まるで、自作品が褒ほめられたかのような反応だ。それならわかりやすいけど、『成なる実み一いち木もく』は卒業した彼かの女じよの先せん輩ぱいだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいからそう言われた。だから、瀬せ尾お先せん輩ぱいがこんなにも照れるのはおかしいのだけど……。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは照てれ隠かくしをするように、僕ぼくが読んでいた文集をそっと手た繰ぐり寄よせた。ぺらぺらと捲めくりながら、「あぁ、そうでした……、懐なつかしいですね……」と呟つぶやく。頰ほおから赤みが消えていく。懐なつかしさに目を細める。

　この文集には、たくさんの作品が収録されている。かつて、賑にぎやかだった文芸部の残ざん滓しだ。いい文集だと思った。きっと、熱のある部活だったんだろう。有志とはいえ、毎月一冊、文集を作っていたくらいだ。やる気に溢あふれていたはずだ。

　でも、今はその姿を想像すらできない。イメージできない。がらんと広い部室には、僕ぼくと瀬せ尾お先せん輩ぱいしかいない。本ほん棚だなにはたくさんの文集が詰つめ込こまれているけど、これ以上はわずかしか増えない。たったひとり。文芸部に残った在校生は、たったひとりだからだ。がらんとした部室と、かつての熱を感じさせる文集。それを見比べ、僕ぼくは思わず尋たずねてしまった。

「先せん輩ぱい。寂さびしくなかったんですか」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはゆっくり顔を上げる。銀ぎん縁ぶち眼鏡の似合う、楚そ々そとした顔が僕ぼくを見つめる。彼かの女じよはそっと微笑ほほえんだ。「寂さびしかったですよ」とはっきり口にする。

「以前が以前でしたから。前は賑にぎやかでした。たくさんの部員がいて、いつも小説の話ばかりして。わたしは口下手ですから上手うまく話せなかったけど、聞いているだけで楽しかった。小説を書いたら、感想やアドバイスが当然のように返ってくるんです。わたしにも感想が求められました。すごく、いい部です。こんなことに、なってしまいましたけれど」

　彼かの女じよはそっと目を伏ふせてしまう。

「二年生になってからは、ずっとひとりでしたから……、寂さびしかったです。ひとりで部室に来て、ひとりで小説を書いて、ひとりで鍵かぎを閉めて……。辞やめようかとも思いました。たったひとりで、広い部室を使うのも罪悪感がありましたし、来年部員が入るかどうかもわかりません。でも、だからこそ。思い出の場所だからこそ、残しておかなきゃ、って思っていたんです……」

　彼かの女じよはぽそぽそと控ひかえめな声で言葉を紡つむぐ。小さな声とは裏腹に、内に秘めた思いは強かった。立たち河かわ先せん輩ぱいにいびられながらも、決して譲ゆずらなかったことを思い出す。

　その頼たのもしさに〝先せん輩ぱい〟を感じる。僕ぼくにまでその力が伝わる。そうだ、こんなにいい部だったのだ。ひとりの生徒のわがままで、思い出の場所を消すわけにはいかない。……ただ、瀬せ尾お先せん輩ぱいの言葉に何か引ひっ掛かかりを覚えたけど、その理由はわからなかった。僕ぼくはそれを無視して、ぐっと手に力を込こめる。

「先せん輩ぱい。立たち河かわ先せん輩ぱいとの勝負、頑がん張ばってくださいね。先せん輩ぱいならきっと、この部室を守れますよ。大体、おかしいじゃないですか。『広い部室を使いたい』なんて。創研のわがままに、ほかの部を巻まき込こむなんて。立たち河かわ先せん輩ぱいは文芸部をバカにしてましたけど、バカにされるようなことないです。バーンとやっつけちゃってください」

　思わず、そんなことを口走っていた。立たち河かわ先せん輩ぱいの振ふる舞まいに、我が慢まんならなかったのは灯あか里りちゃんだけではない。僕ぼくもだ。鬱うつ憤ぷんが吹ふき出だしたかのよう。

　しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいはそんな僕ぼくをやさしい目で見るだけだった。怒いかりを表すこともない。

　彼かの女じよはどこか、立たち河かわ先せん輩ぱいの横暴を受け入れている。そんな気がする。それは何な故ぜだろうか。

　まるで、その疑問に答えるように、瀬せ尾お先せん輩ぱいはそっと呟つぶやいた。

「立たち河かわさんも、悪い人じゃないんですよ。むしろ、いい人です」

　そんな信じがたいことを言う。いい人。立たち河かわ先せん輩ぱいが。彼かの女じよが悪人じゃないなら、この世のほとんどは善人ではないか。

　僕ぼくが納なつ得とくしてないのがわかったようで、瀬せ尾お先せん輩ぱいは薄うすく微笑ほほえむ。

「青あお葉ばくん。うちに漫まん画が研究部があるのって、ご存知ですか？」

「はい？　漫まん研けん、ですよね。聞いたことはありますけど」

　なぜ、今そんな話を。疑問に思いながらも答えた。

「創研の人たちは、元々漫まん研けんに所属していたんです。漫まん研けんを退部した人たちが新たに作ったのが、創作研究部ということになります」

「……漫まん研けんで喧けん嘩かでもあったんですか？」

　あまり穏おだやかな話とは思えない。退部した人たちが設立というのなら、それはもう部の分ぶん裂れつだろう。部の分ぶん裂れつなんて、事がこじれた結果にしか見えない。喧けん嘩か。意見の喰くい違ちがい。何か揉もめることがあって、部が分かれざるを得なかった。大規模な何かがあったのだろうか。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはこくりと頷うなずき、「ここから先は、わたしの友人から聞いたことなので、間ま違ちがっているところもあるかもしれませんが」と前置きをする。

「元々、漫まん研けんにはふたつのグループがあったそうです。派は閥ばつと言っていいかもしれません。漫まん画がを描かく人と読む専門の人。もちろん、漫まん画がが好きな人が集まる部なので、描かく人も描かかない人も同じはず。しかし、そこには壁かべがあったそうです。仲が悪かった。読む専門の人は『描かく側はこちらを見下している』と言い、描かく側は『あの人たちは何もしない』なんて言っていたみたいで。立たち河かわさんが入部したときには、既すでに目に見えて不仲だったとか」

　それは……、なんというか、空気の悪い。何となく双そう方ほうの言い分はわかるが、喧けん嘩かするのはダメだろう。見ていて気持ちのいいものではない。そこで、ぱっと思い立つ。

「その描かく側派は閥ばつのリーダーが、立たち河かわ先せん輩ぱいってことですか？」

　それなら腑ふに落ちる。前みたいに口くち汚ぎたないことを言っていれば、そりゃ大おお喧げん嘩かに発展する。

　しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいは「そうですけど、そうじゃありません」と不思議なことを言う。

「立たち河かわさんは描かく側ですが、意見を口にすることはなかったそうです。むしろ、派は閥ばつ争いをくだらないと思っていたみたいで。我関せず、せっせと漫まん画がを描かいていた、と聞いています」

　それは意外だ。あの気き性しようの荒あらさなら、好んで前に出そうだけど。

「それでも何とか、部の均きん衡こうは保たれていました。でも、三年生が卒業すると同時にバランスが崩ほう壊かいしたそうです。気が強い人が多く残った読む側派は閥ばつと、大人しい人ばかりになった描かく側派は閥ばつ。読む側派は閥ばつが幅はばを利きかせ、描かく側派は閥ばつは虐しいたげられました。随ずい分ぶん肩かた身みの狭せまい思いをしたそうです。一部の人には個人攻こう撃げきまで始まりました。一番気が弱かった部員が標的になり、ひどいことをされた言われた、と聞きます」

　胸の中にもやっとした感情が立たち昇のぼる。気分の悪い話だ。漫まん画が好き同士が集まっただけなのに、なぜイジメが起きるのか。うんざりする。

　しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいが続けた話は、まるでその鬱うつ々うつとしたものを晴らすようだった。

「その気の弱い部員というのが、立たち河かわさんのご友人だったそうです。今まで傍ぼう観かんしていた立たち河かわさんはそれをきっかけに、描かく側派は閥ばつの矢や面おもてに立つようになりました。彼かの女じよを庇かばった。そして揉もめに揉もめたあと、立たち河かわさんは派は閥ばつの人たちを引き連れ、創研を立ち上げたんです。立たち河かわさんは慕したわれているので、ついていく人も多かった。結果、小さな部室では手て狭ぜまになってしまった。……どうですか、青あお葉ばくん。一言で悪い人、とは言いづらくありませんか？」

「……………………」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは困ったように笑う。確かに、見方は変わった。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな小さな先せん輩ぱい、という最悪な印象は変わりつつある。

　しかし、しかしだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいが語った話も、あくまで彼かの女じよの一面だ。たとえ、漫まん研けんの方でいくら徳を積んでいても、僕ぼくたちの前ではあんなひどいことを言う人だ。そう簡単に評価はひっくり返らない。

　むしろ、瀬せ尾お先せん輩ぱいがその話をすることに疑問が湧く。なぜ、そんなことを。彼かの女じよの中でも悪者であることは変わらないはずなのに。

「……知っておいて欲ほしかったんだと思います。わたしにも背景があるように、立たち河かわさんにもこの勝負をする背景がある。描かくか、書くか。わたしたちの違ちがいはそれくらいなんですよ。それを踏ふまえて、青あお葉ばくんには勝負を見届けて欲ほしいんです。いずれ、山やま吹ぶきさんにも話を聞いてもらわないといけませんね」

　そう言って静かに笑う。勝負。僕ぼくが思っていたような、単純な構図ではないようだ。それはわかった。立たち河かわ先せん輩ぱいには立たち河かわ先せん輩ぱいなりの、勝負に挑いどむ理由がある。

　しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいに勝って欲ほしいという気持ちは変わらない。

「あ、も、もちろん、わたしも全力でやりますから……、手を抜ぬくなんてことはないですよ。青あお葉ばくんたちにも手伝ってもらってますし、頑がん張ばって最高の出来にしますね」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは両手を持ち上げて、ぐっと拳こぶしを作った。その仕草と、頑がん張ばって力んでいる姿は可愛かわいらしい。

　一体、彼かの女じよはどんな作品を書くのだろう。それは、立たち河かわ先せん輩ぱいを打ち負かせるのだろうか。







　喉のどの渇かわきを覚えたので、僕ぼくは部室を出た。一階に自動販はん売ばい機きがあるので、そこに向かって階段を下りる。校舎内は静かだ。旧校舎は文化部の部室が多いはずだが、声は聞こえない。

　自じ販はん機きで何を飲むか選んでいると、階段を下りる足音がした。特に気にするつもりはなかったが、その足音が近付き、なおかつ「あら。文芸部の一いち年ねん坊ぼうじゃない」なんて声を掛かけられれば、振ふり返かえる。そして、ぎょっとした。

「こんにちは」

　そう平然と挨あい拶さつするのは、小こ柄がらでツインテールの女の子。毛先が揺ゆれて肩かたに触ふれている。顔立ちは幼く、身体からだも小さいのに恐おそろしく気が強い彼かの女じよ。忘れようがない。創作研究部の部長、立たち河かわすみれだ。なぜ、僕ぼくに声を掛かけるのか。意図が読めない。何を言ってくる気だ、と警けい戒かいする。すると案の定、彼かの女じよはぎろりと僕ぼくを睨にらみ付つけた。

「あんた、先せん輩ぱいが挨あい拶さつしてんだからちゃんと返しなさいよ」

「あ……、す、すみません。こんにちは」

「はい。よろしい」

　肩かたを竦すくめて、彼かの女じよは僕ぼくの横に立つ。手には財さい布ふを持っていた。飲み物を買いにきたらしい、とようやくわかった。……それ以上の意図はないのだろうか？　先ほど、瀬せ尾お先せん輩ぱいから彼かの女じよのことを教えてもらったけど、どうしても警けい戒かいしてしまう。僕ぼくが見たのは、瀬せ尾お先せん輩ぱいに失礼な言葉をたくさん重ねた彼かの女じよだ。あのとき、灯あか里りちゃんと一いつ触しよく即そく発はつになったのは、思い出すだけで恐おそろしい。正直、怖こわい先せん輩ぱいだ。

　そっと隣となりを窺うかがう。彼かの女じよは自じ販はん機きを見上げ、財さい布ふから小こ銭ぜにを出していた。隣となりに立つと、彼かの女じよの小ささがよくわかる。肩かたの位置が低い。細い。つばさや小こ春はるほどじゃないにせよ、小さな女の子って感じがする。

「ねぇ」

　僕ぼくが見ていることに気が付いたのか、彼かの女じよは突とつ然ぜん声を掛かけてきた。

「……なに、びくついてんのよ。あんた、ジュース買わないの？　あんたが買わないと、あたしが買えないでしょ」

「あ、あぁ、はい」

　慌あわてて、小こ銭ぜにを投入して目当ての飲み物を買う。自じ販はん機きの前から退くと、彼かの女じよはすぐに小こ銭ぜにを入れ始めた。……立ち去っていいのだろうか。どう対処していいのかわからない。

「あんたも部活中？　瀬せ尾おの手伝いでもしてんの。あぁいや、小説だから手伝うも何もないか」

　立たち河かわ先せん輩ぱいが平然と話しかけてくるので、立ち去るタイミングを失う。大人しく返事をしようとして、気付いた。手伝う。体験しないと書けない、という瀬せ尾お先せん輩ぱいのために、僕ぼくたちは協力している。作品作りを手伝っている。しかし、実際に執しつ筆ぴつするのは瀬せ尾お先せん輩ぱいだ。実労働は彼かの女じよだ。小説は手分けなんてできないし、ひとりで書くものだろう。

　しかし、漫まん画がは違ちがう。僕ぼくもあまり詳くわしくないけど、プロの漫まん画が家はアシスタントを使う。複数人で作品を作る。ひとりで描かくより圧あつ倒とう的てきに速い。同じことを立たち河かわ先せん輩ぱいがしているとすれば、文芸部としては不利ではないか。

「た、立たち河かわ先せん輩ぱいは、ほかの部員に手伝わせているんですか」

「ん？　んにゃ。瀬せ尾おとあたしの勝負なんだから、全部あたしがひとりで描かくわよ。まぁこれはあたしの勝手なこだわりだから、あんたたちは好きにすればいいと思うけど」

　彼かの女じよはあっさりそう言うと、取り出し口から缶かんを拾い上げ、プルタブを開けた。ブラックの缶かんコーヒー。ぐびぐびぐびっと飲んでから、はぁー、と深いため息を吐ついた。

　……なんだろう。どうにも違い和わ感かんがある。以前、部室で暴れたときはこんな感じではなかった。ここまで自然体で話す人ではなかった。もっと冷たい態度を取る人だったのに。

「せ、先せん輩ぱい。僕ぼくと先せん輩ぱいは敵同士ですよね……、今、普ふ通つうに話してますけど……」

「はぁ？　いやまぁ、そうだけどさ。でも別にあんたと勝負するわけじゃないし。あぁなに？　前みたいにピリピリしてほしいの？　あたしだって、いつもあんな態度取ってるわけじゃないんだけど」

　呆あきれたように彼かの女じよは肩かたを竦すくめる。なんだろう、これは。これでは本当にただの先せん輩ぱいだ。気安い先せん輩ぱいだ。戸と惑まどう反面、彼かの女じよの「前みたいにピリピリしてほしいのか」という言葉がすっと入ってくる。そうなのかもしれない。瀬せ尾お先せん輩ぱいの話を聞いたときも、同じような思いを抱いだいた。

　僕ぼくは、彼かの女じよに倒たおすべき敵であってほしかったのかもしれない。彼かの女じよのやさしい面を見たくなかったのかもしれない。
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　気が付けば、僕ぼくは立たち河かわ先せん輩ぱいに問いかけていた。

「あの、先せん輩ぱい。漫まん研けんの話なんですけど……」

　僕ぼくが口にした途と端たん、立たち河かわ先せん輩ぱいは思い切り渋しぶい顔をした。コーヒーが苦いわけではなさそうだ。彼かの女じよははぁ、とため息を吐つくと、鋭するどい眼光を僕ぼくに向ける。

「瀬せ尾おか。どうせ瀬せ尾おが変に美化して言ったんでしょうけど、違ちがうから。あたしは漫まん研けんの連中が気に喰くわなくて出てきただけ。むかついただけ。それ以上に意味なんてないから、変な勘かん違ちがいするんじゃないわよ」

　ふん、と鼻を鳴らし、これ以上は聞くな、と言わんばかりに口を閉とざす。そうされると何も言えない。黙だまって僕ぼくもジュースのプルタブを開けて、口に含ふくんだ。

「ていうか、敵のことなんて気にしてないで、自分とこの心配すれば？　〆しめ切きりキツいけど、瀬せ尾おは間に合いそうなの？」

　強ごう引いんな話題変へん更こうで、そんなことを尋たずねてくる。答えていいのだろうか。少し迷ったけど、この程度の話でどうにかなるとも思えない。正直に答えた。

「はぁ、多分。瀬せ尾お先せん輩ぱいは大だい丈じよう夫ぶって言ってますけど」

「あぁそう。余よ裕ゆうそうね。まぁその辺は漫まん画がとは勝手が違ちがうか……」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは疲つかれた様子で肩かたを揉もんでいる。そう、〆しめ切きりがキツいという話なら、彼かの女じよの方が厳しい。漫まん画がを描かく方が時間が掛かかる。それは僕ぼくでもわかるし、ひとりでやるなら尚なお更さらだ。本当に三週間足らずで描かけるのか。「先せん輩ぱいは──」と尋たずねようとすると、彼かの女じよは口を曲げて「厳しいわよ」と吐はき捨すてる。

「やるって言ったあたしが悪いんだけど、信じられないほどのキツさだわ」

　再び大きくため息を吐つく。そこには疑問を覚えた。あの〆しめ切きりを設定したのは立たち河かわ先せん輩ぱいだ。キツくはないか、と瀬せ尾お先せん輩ぱいに心配されながらも、彼かの女じよはあの〆しめ切きりを押おし通とおした。その理由はなんだろう。尋たずねると、彼かの女じよは「あぁ」と力の抜ぬけた声を出す。

「まぁあの子たちに早く部室を使わせてあげたいっていう気持ちと、夏休み前に決着をつけたいっていう思いがね。不安を抱かかえたまま長期休みに入りたくないのよ。今を逃のがせば、きっと二学期まで先延ばしになるわ。すぐに文化祭があるのに。それは嫌いや。漫まん画が描かきってだけで部から追い出されて、宛あてがわれた部室は何かをするには狭せますぎる。創作研究が聞いて呆あきれるわ。でも、それを受け入れなきゃいけない。そんなのってないでしょ。あたしたちは創作をしたいだけなのよ」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは真面目な声こわ色いろで、独り言のようにそう言った。聞き入ってしまう。それは、間ま違ちがいなく彼かの女じよの本心に聞こえたからだ。

　しかし、彼かの女じよは不ふ愉ゆ快かいそうに頭を搔かくと、「しゃべりすぎたわ」と缶かんコーヒーを一気に呷あおった。ゴミ箱に捨てて踵きびすを返かえす。そのまま立ち去るかと思いきや、彼かの女じよは振ふり返かえって指を差してくる。

「瀬せ尾おに付き合うのもいいけど、あんまり遅おそくならないようにしなさいよ。いくら日が長いって言っても、暗くなり始めたら早いんだから。それじゃあね、さようなら」

「さ、さようなら」

　ぽつんと自じ販はん機きの前に取り残される。……おしゃべりした挙句、帰りの心配までされてしまった。何とも言えない気持ちで、僕ぼくは部室に戻もどる。

　本当にやめてほしい。僕ぼくにそういう一面を見せるのは。ほんの少し話しただけなのに、彼かの女じよについていった部員が多いという理由が、ちょっとだけわかってしまう。頼たよりになる人だ。やさしい人だ。こういう形で出会わなければ、彼かの女じよに抱いだく印象はまるきり違ちがうものだったろう。

　できれば、悪い人であってほしかった。瀬せ尾お先せん輩ぱいにコテンパンにされてしまえ、と思うほどにどうしようもない人であってほしかった。

　それはきっと、僕ぼくのわがままだ。

　部室の扉とびらを開くと、ふっと気が抜ぬけた。瀬せ尾お先せん輩ぱいのおかげだ。彼かの女じよは机の上で、腕うでを枕まくらにして眠ねむっていた。疲つかれているのかもしれない。隣となりに座すわっても、瀬せ尾お先せん輩ぱいは起きる様子もなくすぅすぅと寝ね息いきを立てている。寝ね顔がおがしっかり見えていた。いいんだろうか……、そう思いつつ、僕ぼくは彼かの女じよに手を伸のばす。慎しん重ちように慎しん重ちように、起こさないように。集中しながらそれを手に取る。眼鏡だ。眠ねむるつもりはなかったのか、かけっぱなしだった。買ったばかりなのに壊こわしかねない。そっと眼鏡を取ると、彼かの女じよの綺き麗れいな顔がよく見えた。眠ねむっているせいか普ふ段だんより幼く、可愛かわいらしく見える。

「……綺き麗れいな人だなぁ」

　つい、そんなことを呟つぶやいてしまう。僕ぼくはそっと眼鏡を机に置くと、隣となりに彼かの女じよの缶かんジュースをことん、と置いた。
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　中学に上がってから初めて、僕ぼくは図書室を利用していた。

　宮みや村むらくんの言う通り、図書室には文集の感想文を入れる箱があった。丁てい寧ねいに隣となりには便びん箋せんも置いてある。僕ぼくはそれを一枚もらい、机で感想文を書き始めた。成なる実み一いち木もくさんの小説のだ。

　初めてのファンレターで何を書けばいいかわからなかったけど、僕ぼくは素す直なおに思ったことを書いた。読んだ小説がどう面おも白しろかったか、どういうところを好きになったのか。

　そして、自分のことも書いた。初めて成なる実み一いち木もくさんの小説を読んだとき、少しだけへこんでいたと。それはもちろん山やま吹ぶきさんのことだったけど、そこは伏ふせて。

　でも、その暗い気持ちをあなたの小説は吹ふき飛とばしてくれた。そのことについての感謝と、これからも小説を楽しみにしていること。

　つらつらと感じるがままに書いたので、きっとまとまりのない文章になってしまっただろう。

「……なんか、随ずい分ぶんと恥はずかしい文章になっちゃったな」

　書き終えたあと、僕ぼくは便びん箋せんを眺ながめながら頭を搔かく。熱量のある文章にはなったけど、読み返すと恥はずかしく感じる。自分のことを書いたあたりで、僕ぼくは読み返すのをやめた。そそくさと便びん箋せんを折りたたむ。羞しゆう恥ち心しんが主張し、「これを人に送るの？」と苦言を呈ていした。しかし、せっかく書いたのだし、宮みや村むらくんも「そういうのはもらったら嬉うれしいらしい」と言っていた。ええいままよ、と僕ぼくは初めてのファンレターを箱に入れてしまった。

「わっ。すみません」

「あ、す、すみません……」

　ファンレターを投とう函かんしたあと、逃にげるように慌あわてて踵きびすを返かえした。そのせいで、近くにいた生徒とぶつかりそうになる。驚おどろきながら謝あやまった。僕ぼくが慌あわてていたせいなのに、ぶつかりそうになった女子生徒は、ぺこぺこと頭を下げて、僕ぼくから離はなれていく。髪かみが長く、姿勢の悪い人だった。大人っぽく見えたから先せん輩ぱいだろう。

　用が済んだので、僕ぼくは図書室から出ていく。離はなれた場所で、また違ちがう女子生徒が「あ、何してんの地味子ぉ」とさっきの先せん輩ぱいに絡からんでいるのが見えた。僕ぼくは彼かの女じよたちから視線を外し、自分の教室へ戻もどっていく。

　僕ぼくが成なる実み一いち木もくさんの小説を読むたび、ファンレターを送るようになったのは、この日からだ。




　　　　※







「デートをしたいと思います」

　大真面目な顔で灯あか里りちゃんがそう言ったのは、放課後の文芸部室だった。瀬せ尾お先せん輩ぱいがせっせと執しつ筆ぴつ活動を行っている中、灯あか里りちゃんは雑誌を机の上に広げていた。唐とう突とつにおかしなことを言う。さらに言えば、おかしいのは発言だけではない。

「お気になさらず」

　僕ぼくの視線に気が付き、彼かの女じよは手を振ふる。灯あか里りちゃんが追つい撃げきで「そう！　気にしないで！」と続けるが、それは無茶だ。小こ春はる。小こ春はるが座すわっている。それはまぁ別にいいんだけど、なぜか灯あか里りちゃんの膝ひざの上に座すわっているのだ。子供のように。いや、雰ふん囲い気き的にはバカップルだろうか。灯あか里りちゃんが小こ春はるを後ろから抱だきしめるという狂くるった構図で、発言まで狂くるっている。

　デートをしよう。卓たく上じようの雑誌は以前、三人で本屋に行ったときに購こう入にゆうしたものだ。デートコースが載のっているやつ。

「あの、違ちがうんです、青あお葉ばくん。これは、わたしがやりたいと言ったことで……、デート、という言い方は適切ではありませんが……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは顔を上げ、おずおずと口を開く。

「以前から小説に登場させるデートスポットを探していましたが、雑誌のおかげでどこを書くかは決まりました。ですが、デートシーンを書こうにも、わたしは経験がないです。そのデートスポットも、ひとりで行けるようなところではなくて」

「それで、いっしょに行こうという話になったのよ。言うなれば取材ね」

　しれっと灯あか里りちゃんが言葉を付け足す。君がデートをする、と言うから話がややこしくなったんだけど。

「みんなで遊びに行くってことだよね。それはもちろんいいけど、デートスポットってどこになったの？」

「あぁうん。この雑誌に載のっているわ。未み咲さき先せん輩ぱいのお眼鏡に適かなったデートスポットは……」

「らーめん街かい道どう」

「違ちがいます。遊園地よ」

　小こ春はるに妙みような茶々を入れられて、慌あわてて灯あか里りちゃんが訂てい正せいする。らーめん街かい道どう、行きたいのだろうか。

　雑誌を見る。そこには、遊園地がいかに優すぐれたデートスポットか、いかにカップル向けであるかが懇こん切せつ丁てい寧ねいに書かれていた。なるほど、遊園地。言われてみれば定番だけど、不思議と思いつかなかった。遊園地なら、小説の舞ぶ台たいとしても見み栄ばえしそうだ。盛り上がりそう。

「というわけで、次の日曜日あたり行こうと思っているんだけど、どうかしら」

　小こ春はるの三つ編みをぴこぴこ揺ゆらしながら、灯あか里りちゃんが問う。瀬せ尾お先せん輩ぱいはこくこく頷うなずいていた。僕ぼくも問題はない。

「し、白しろ熊くま猫ねこさんは行かないんですか？」

　気を遣つかったのか、純じゆん粋すいに疑問だったのか、沈ちん黙もくを保っている小こ春はるに瀬せ尾お先せん輩ぱいが尋たずねる。彼かの女じよは無表情のままで、「はい、遠えん慮りよしておきます」と静かに答えた。

「小こ春はるが来ていたら、ダブルデート成立していたのにねぇ」

　灯あか里りちゃんが小こ春はるの頭に顎あごを乗せながら、そんなことを言っている。いや成立してないだろ。どう組み合わせたんだ。

「それで、未み咲さき先せん輩ぱい。せっかくデートシーンを書くっていうんだから、ちょっと気合入れませんか？」

　無表情でされるがままの小こ春はると頰ほおをくっつけながら、灯あか里りちゃんが瀬せ尾お先せん輩ぱいに尋たずねた。瀬せ尾お先せん輩ぱいは首を傾かしげる。「気合を入れる、とは？」と質問を投げかけた。すると、灯あか里りちゃんはにっこり笑う。

「デートっていうなら、おめかししなきゃ。土曜日、買い物に行きません？」

　可愛かわいらしいことを言う。それとも、これは瀬せ尾お先せん輩ぱいと買い物に行くための口実だろうか。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは、「お、おめかし……」と初めて聞いた言葉のように復唱する。そこでなぜか僕ぼくを見た。僕ぼくの様子を窺うかがったあと、恐おそる恐おそる口を開く。

「……あの。お、おめかしのやり方、教えてくれますか？」

「えぇ、なに、未み咲さき先せん輩ぱい。そんなかわいいこと言っちゃって。いいですよー、手取り足取りいくらでも」

　デレデレと嬉うれしそうに笑ったあと、灯あか里りちゃんは胸を張る。おめかし。瀬せ尾お先せん輩ぱいのおめかしか……、いったいどんな姿になるんだろう。灯あか里りちゃんプロデュースなら、彼かの女じよの魅み力りよくを存分に引き出してくれそう。そのデート前のお買い物もとても楽しそうだ。

「あ、きぃくんもいっしょに行く？」

　小こ春はるの両手を持ち上げながら、灯あか里りちゃんが誘さそってくれる。僕ぼくが物もの欲ほしそうな顔をしていたのかもしれない。予定がなければ絶対行っただろうけど、残念ながら僕ぼくには先約があった。つばさと映画を観に行く約束がある。なので、今回は遠えん慮りよさせてもらった。

「いやぁ、楽しみねぇ。遊園地デート」

　灯あか里りちゃんは小こ春はるを抱だきしめながら、ぽうっとした様子で呟つぶやいていた。







　そして、日曜日。

　目的地である遊園地は、うちから電車でしばらく行った先にあった。子供の頃ころ、何度か親に連れて行ってもらったことがある。あの頃ころの沙さ知ちは僕ぼくにべったりで、とても可愛かわいらしかった。そんな思い出に浸ひたりながら、僕ぼくは電車に揺ゆられる。乗る電車は普ふ段だんと同じだ。通学と同じ電車に乗り続け、一度乗のり換かえした先に最も寄より駅えきがある。いつもの癖くせで、学校の駅で降りないようにしないと。

　集合時間は朝十時。遊園地前の大きな公園で待ち合わせだ。余よ裕ゆうを持って早めに家を出たけれど、電車内はそれなりに混雑していた。座席はほとんど埋うまっている。が、長なが椅い子すに空いたスペースを見つけた。座すわろうとして、気付く。気付いてしまう。

　慌あわてて踵きびすを返かえそうとしたが、遅おそかった。顔を上げたその人と目が合ってしまった。白いセーラー服に身を包み、両りよう脇わきで括くくった髪かみが電車とともに揺ゆれている。小こ柄がらな女の子。立たち河かわ先せん輩ぱいが制服姿で座すわっていたのだ。

「あら、一いち年ねん坊ぼうじゃない。おはよう」

「お、おはようございます」

　挨あい拶さつをされたから、ひとまず返す。が、どうしよう。離はなれようか。ここで僕ぼくが離はなれても、それほど不自然ではないか？　いやでも、もう挨あい拶さつはしてしまったし。ぐるぐると色んな考えが浮うかんでは消えていく。

　すると、その考えを読んだかのように、立たち河かわ先せん輩ぱいは意地悪そうな笑えみを浮うかべた。

「なによ、座すわんなさいよ。ここしか空いていないでしょう？」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは椅い子すをぽんぽんと叩たたきながら、僕ぼくを見上げた。親切心じゃないのが丸わかりだ。僕ぼくは恐おそる恐おそる、彼かの女じよの隣となりに腰こし掛かける。すると、彼かの女じよは楽しそうに声を上げた。

「いいわねぇ、一いち年ねん坊ぼう。今からどこかへお出かけかしら。楽しそうね」

「そ、そういう立たち河かわ先せん輩ぱいは補習か何かですか」

「違ちがうわよ、バカね。部活よ、部活。といっても、あたししかいないけどさ」

　彼かの女じよは腕うでを組んで、背もたれに身体からだを預ける。立たち河かわ先せん輩ぱいの所属は創研だ。わざわざ日曜日に学校へ来て、創作活動を行うのだろうか。しかも、先せん輩ぱいだけ？　どういうことだろう。

「え？　わからない？　あら、そういうものかしら……。ほら、勝負の〆しめ切きりが近いから部室で漫まん画が描かいてんの。あたし、部屋より外の方が集中できるタイプだから」

「あ、そういうことでしたか……」

　合が点てんがいった。と、同時にまた疑問が湧く。彼かの女じよはひとり部室で漫まん画がを描かこうとしている。ストイックに作業に没ぼつ頭とうしようとしている。……日曜日なのに。

「何言ってんの。休日に原げん稿こうやんないで、いつやるってのよ。土曜日だって学校へ来てたわ。先週の土日もね」

「えぇ……、休みないじゃないですか」

「〆しめ切きり前だもの。こんなものよ」

　彼かの女じよはあっさり言ってしまう。そういうものなのか。いや、僕ぼくも感じたではないか。こんな短期間で漫まん画がを描かくことなんてできるのか、と。やはり無理が生じているのだ。休日だけでなく、平日だって部室に篭こもって作業しているのだろう。

　隣となりに座すわったことで彼かの女じよの姿がよく見えた。ようやく気付いたけど、立たち河かわ先せん輩ぱいはくたびれている。顔にくっきりと疲つかれが出ていた。クマが深く刻まれ、肌はだの艶つやも悪い。顔色があまりよくない。さっきからあくびも連発している。そうやって疲つかれが顔に出てしまうのは、どれほど無理を重ねた結果なんだろうか。

「あの、先せん輩ぱい。大だい丈じよう夫ぶですか？　ちゃんと寝ねてます？」

　つい、普ふ通つうに心配してしまった。立たち河かわ先せん輩ぱいはすぐには答えず、視線を前に持っていく。そして、頭をぽりぽり搔かいた。

「休みだからある程度は。といっても、あたしあんまり〆しめ切きり前って寝ねられないのよね。なんか不安になるっていうか」

　肯こう定ていとも否定とも取れない答え方だ。休みだから、って平日は一体どうしているんだろう。

「進しん捗ちよく……、いや、んー、ちょっと原げん稿こうが思ったように進んでなくて。遅おくれちゃってるから、まぁこの程度はしゃーないのよ。間に合わせるなら多少の無茶はね」

　彼かの女じよは力なく笑う。どうやら、まだ無茶は続けるらしい。大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。現状でもかなり疲ひ労ろうが溜たまっているように見えるし、今から学校で作業するらしい。休めていない。このキツい〆しめ切きりを設けたのは彼かの女じよだし、敵の心配をする必要なんてないのに、彼かの女じよを見ていると不安になる。

　そして甘あまく見みていた。漫まん画がを描かくといっても、あくまで趣しゆ味みの話。仕事ではない。だから、気楽に描かいていると思おもい込こんでいた。ここまで必死だなんて知らなかった。睡すい眠みん時間や休みを削けずってまで、壮そう絶ぜつに作業しているなんて。

「立たち河かわ先せん輩ぱい、辛つらくないんですか」

「は？」

　僕ぼくの言葉に、彼かの女じよは頓とん狂きような声を上げる。何を言っているんだこいつは、と言わんばかりの顔だ。やはり、ストイックな彼かの女じよはこういう辛つらさも乗のり越こえているのか──。

「辛つらいに決まってるでしょ、何言ってんの。めちゃくちゃしんどいわよ」

　……そんな、とても人間らしいことを言った。

「睡すい眠みん不足でずうっと眠ねむいし、でも寝ねるわけにはいかないし、肌はだかさかさになるし、好きなことできないし、身体からだだって痛いし。辛つらいことばかりよ。もうやめちゃおっかな、って一時間ごとに思ってるわ。正直、今だって帰って寝ねたいくらいよ」

「そ、そうだったんですか……？　じゃあ、なんでそこまで辛つらい思いをして、漫まん画が描かいているんですか……？」

　遊びや息いき抜ぬきで描かくならともかく、立たち河かわ先せん輩ぱいはそれの範はん疇ちゆうを完全に超こえている。度が過ぎた頑がん張ばりだ。なぜそこまで頑がん張ばれるのか。

　てっきり、それも即そく答とうされると思っていた。予想に反し、彼かの女じよは前を向いたまま黙だまり込こむ。

「何ででしょうね。楽しいから描かくのかしら。でも今、楽しくないしな……。あんた、結構難しいこと言うわね……。うーん、まぁ、そうね。描かきたいから描かく。そんだけ。描かかずにはいられないから描かいてるだけ」

　彼かの女じよはぞんざいに答えると、面めん倒どうくさそうに肩かたを竦すくめた。

　それは僕ぼくにとって、かなりの衝しよう撃げきだった。今の彼かの女じよはとても辛つらそうだ。身体からだの負担もすごいだろう。しかし、それほど頑がん張ばっているのに、頑がん張ばりの理由はとても簡素だった。

　描かきたいから描かく。描かかずにはいられないから描かいてるだけ。

　言語化するのに時間が掛かかったのは、彼かの女じよはそれを普ふ段だん意識してないからだ。当然のようにやっているから。身体からだに無茶をさせるのが当たり前になるほど、立たち河かわ先せん輩ぱいは漫まん画がを描かくことに打うち込こんでいる。

　すごい、と思った。それほどまでに打うち込こめるなんて。必死になれるなんて。彼かの女じよもまた、青春を謳おう歌かしていると感じた。敵じゃなければ、素す直なおに尊敬していたに違ちがいない。

　僕ぼくの心の変化には気付かず、立たち河かわ先せん輩ぱいは話を続ける。

「まぁあとは、感想もらえたら嬉うれしいし、単純に読んでもらえるだけでも嬉うれしいわね。だから描かいてるっていう部分もあるわ」

　そんな言葉を付け足した。つい反応してしまう。

「感想もらえると、嬉うれしいものですか」

「そりゃ嬉うれしいわよ。すごく嬉うれしい。描かく側としては物もの凄すごくエネルギーをもらえることだから、読む側にはバンバン感想を言ってもらいたいものだわ」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは目を瞑つぶり、深く頷うなずく。そうか、そういうものなのか。ほっとした。過去の己おのれの行動を、あれはどうだったのかなぁ、と悩なやんだこともあるので、肯こう定ていされると安心する。

　立たち河かわ先せん輩ぱいは片目を開けて、「どうかしたわけ？」と尋たずねてきた。

「いや、あの。実は中学の頃ころ、文集に対して感想文を送ったことがありまして……。今思うと、気持ち悪かったかなぁなんて、後こう悔かいした時期もあったんで。あ、もう卒業しちゃったらしいですけど、うちの文芸部だったらしいです。立たち河かわ先せん輩ぱいなら知ってるかもしれません。『成なる実み一いち木もく』っていう人なんですけど」

　僕ぼくが安あん堵どのあまりぺらぺらと話すと、立たち河かわ先せん輩ぱいは「は？」ときょとんとした顔になった。そして、「何言ってんの？」と怪け訝げんそうな表情を浮うかべる。……何か変なことを言っただろうか。

「『成なる実み一いち木もく』って瀬せ尾おのペンネームじゃない」

「──は？」

　彼かの女じよのあまりにも予想外な返答に、頭が真っ白になった。瀬せ尾お先せん輩ぱいが『成なる実み一いち木もく』？　……いやいや、何を言っているんだ。そんなわけがない。その瀬せ尾お先せん輩ぱい自身が「もう卒業した」と言っていたのだから。立たち河かわ先せん輩ぱいの勘かん違ちがいだ。

　しかし、それらの反論はすべて口から出ることなく、頭の中で渋じゆう滞たいを起こしていた。その間に立たち河かわ先せん輩ぱいがすらすらと話を進めていく。

「昔、漫まん研けんと文芸部で合同誌作ったとき、『ペンネームの由来を書く』っていうくっだらない企き画かくやったけど、そこに丁てい寧ねいに書いていたわよ。あの子、『七なな森もり詩し音おん』の大ファンでしょ。そっからもじったんだって。七つの森の中にある、『一』本の『木』ほどの力でいいから、そんな『実』力を持った人に『成』れますように、って。瀬せ尾おらしくてなんか笑っちゃったわ」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは苦く笑しようする。いや、確かに。瀬せ尾お先せん輩ぱいは『七なな森もり詩し音おん』のファンだけど。ペンネームは好きな作家をもじることもある、と言っていたけど。由来の謙けん虚きよさも、瀬せ尾お先せん輩ぱいっぽいけど。……いや、立たち河かわ先せん輩ぱいの勘かん違ちがいだ。僕ぼくは慌あわてて言葉を返す。

「ま、待ってください。瀬せ尾お先せん輩ぱいが成なる実み一いち木もくさんは卒業したって言ってたんです。人ひと違ちがいじゃないですか」

「は？　あんたこそ何言ってんの。計算合わないじゃない。あんたは中学のときに、成なる実み一いち木もくにファンレター送ってたんでしょ？　在学中の成なる実み一いち木もくに。なら、あんたが高校に上がったら、飛び級でもしない限り成なる実み一いち木もくは在学しているわよ」

「………………」

　何も言い返せなかった。本当にその通りだ。そんな簡単なことに気付いてなかったのか、僕ぼくは。よっぽど浮うき立たっていたのだろう。久しぶりに『成なる実み一いち木もく』を見ることができて。

「で、でも先せん輩ぱい、それなら何で──」

　僕ぼくが彼かの女じよに問いかけようとした瞬しゆん間かん、立たち河かわ先せん輩ぱいは立ち上がってしまう。電車のアナウンスが聞こえた。学校の最も寄より駅えきに、いつのまにか着いていたらしい。

「着いたからもう行くわね。あんまり羽目外しすぎるんじゃないわよ。それじゃ、さようなら」

　彼かの女じよは電車の扉とびらが開くと、さっさと降りて行ってしまった。制止する暇ひまもない。彼かの女じよを呼び止めようと伸のばした手が、力なく垂れる。ドアが閉まっていく。

　どういうことだろう。瀬せ尾お先せん輩ぱいはずっと僕ぼくに噓うそを吐つき続けていたのか。なぜ。どうして。いくら考えても答えは出ず、いつの間にか遊園地の最も寄より駅えきに着いていた。電車から降りて、とぼとぼ公園を目指す。

　立たち河かわ先せん輩ぱいが言うように、本当に瀬せ尾お先せん輩ぱいが『成なる実み一いち木もく』だというのなら、僕ぼくはどんな顔をして会えばいいんだろうか。

　悩なやみながら歩いていると、携けい帯たいが震ふるえた。着信だ。瀬せ尾お先せん輩ぱいだったらどうしよう、と思いながら、僕ぼくは携けい帯たいを取り出す。発信者は灯あか里りちゃんだった。ほっと息を吐はきながら、僕ぼくは彼かの女じよからの電話に出る。

『はっくちゅ！』

　電話に出た途と端たん、そんな可愛かわいらしいくしゃみが僕ぼくの耳に届いた。かわいいのテロか。

「もしもし？」

『あぁ、もしもし、きぃくん？　ごめんね、はっくち！　実は、はくちゅん！　くちゅん、くちゅんっ』

　電話口でくしゃみを連発する灯あか里りちゃん。声も鼻声だ。もしかして、と尋たずねる前に彼かの女じよは答える。

『いや、実は風か邪ぜを引いちゃったみたいで……。熱はないんだけど、ずぅっとくしゃみが止まらないの。くちゅっ！』

「えぇ？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

　大だい丈じよう夫ぶ？　というのは体調と〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟のことと両方だ。彼かの女じよはくしゃみをすると、〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟によって物に触ふれられなくなる。

『いやぁ、もうぜんぜんダメ。ずっと頰ほおにあのハートマークが残ってて……、くちゅんっ。実はこの携けい帯たいも、わたしじゃなくて小こ春はるが持ってくれているのよ』

「小こ春はるが？」

『どうも、喜き一いち郎ろうさん。ご機き嫌げん麗うるわしゅう』

　小こ春はるの感情の乗っていない声が聞こえる。本当にいっしょにいるらしい。風か邪ぜのときに、何も持てないなんて最悪の状じよう況きようだと思うけど、小こ春はるがいるなら安心だろうか。

『どうも昨日、未み咲さき先せん輩ぱいと出で掛かけたときにはしゃぎすぎたみたいで……、はっくちゅ！　あうー……、それで大変申し訳ないんだけど……』

「あぁうん、わかってる。気にしないでいいから、今日は小こ春はると家でゆっくりしてて」

『ごめんねー……、くちゅ！　いやもう、本当無念でならないのよ。わたしもデートしたかったわ……、はっくちゅ！　ねぇきぃくん。未み咲さき先せん輩ぱい、ほんっとに綺き麗れいだと思うから、写真撮とって送ってくれないかしら？』

「えぇ？　先せん輩ぱいがいいって言うならいいけどさ」

『お願いね！　真正面だけじゃ嫌いやよ。色んな角度から撮とってね』

「はいはい」

『後ろ姿もね。髪かみの感じも見たいから。後ろ姿もよろしくね』

「はいはい、わかったから」

『あとね、ちょっとローアングルっぽくね』

「注文多いな！　寝ねてなよ！」

　思わず、ツッコミを入れてしまう。すると、彼かの女じよは不服そうな声を上げた。唇くちびるが尖とがっている様が思おもい浮うかぶ。

『へーん。わたしなりに心配してるのよ。だから、電話を切りたくないの』

「心配って何がさ？」

『きぃくんがとっても綺き麗れいな未み咲さき先せん輩ぱいに、心奪うばわれちゃうんじゃないかって。ふたりきりで遊園地デートですもの。いい雰ふん囲い気きになったって、おかしくないでしょう？』

「……………………」

　そ、れは。どういう意図で言っているんだろう。突とつ然ぜん投なげ込こまれた剛ごう速そつ球きゆうに、声が詰つまる。

　そんな空気になるとは思えないけど、「女の子とふたりきりで遊園地へ行く」というシチュエーションは、字じ面づらだけ見れば十分に恋れん愛あいの匂においがする。

　ただ、それを灯あか里りちゃんが心配するというのは、ええと……。ま、また僕ぼくをからかっているんだろうか……。

『ま、わたしが風か邪ぜ引いたのが悪いんだから、もう何も言わないけど。そのうち、埋うめ合あわせはするわ。それじゃあね』

　灯あか里りちゃんはそうとだけ言うと、何事もなかったかのように電話を切ってしまった。あっさりしている。やっぱりあれは冗じよう談だんの類だろうか。風か邪ぜを引いているのに元気な人だ。呪のろいのこともあるし心配だけど、まぁ小こ春はるがいてくれるなら大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ただ、灯あか里りちゃんが強調したせいで、今の状じよう況きようをとても意識してしまう。僕ぼくと瀬せ尾お先せん輩ぱいのふたりきり。これでは本当にデートだ。そわそわしてくるけど、何とかそれを打ち消す。あくまでこれは、瀬せ尾お先せん輩ぱいの小説のためだ。取材だ。僕ぼくが変に意識していたら、瀬せ尾お先せん輩ぱいだって居づらいだろう。普ふ通つうでいられるよう努力しよう。

　電話を切ると、ちょうど待ち合わせの公園に着いた。広い公園だ。整備された木々が並び、綺き麗れいなベンチが数多く設置してある。花か壇だんを彩いろどる花も多い。大きな噴ふん水すいは風を涼すずしいものに変えて、公園の空気をのんびりさせる。

　時計を見ると、待ち合わせ時間までは少し余よ裕ゆうがあった。しかし、気が付く。彼かの女じよはすでに来ていた。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは噴ふん水すいのふちに腰こし掛かけ、文庫本を読んでいた。休日だからか、周りにはたくさんの人がいたけれど、彼かの女じよの姿はすぐにわかった。目立っていたのだ。彼かの女じよのいる光景が一枚の絵画のように浮うかび上あがり、周りの人がついその絵を見てしまう。そんな空間になっている。

　彼かの女じよの服装はシンプルなものだ。ノースリーブのブラウスに、黒のロングスカート。首元を飾かざる紐ひもリボンが可愛かわいらしい。つばが広いストローハットをかぶっていて、夏らしく爽さわやかである。シンプル。だからこそ強い。純じゆん粋すいな力めいたものを感じる。有あり体ていにいって、とても似合っていた。

　白のブラウスは彼かの女じよの清せい楚そな雰ふん囲い気きを強め、肩かたを出すことで夏らしく、そして少しの冒ぼう険けんを感じる。白く細い、女の子らしさを感じる腕うでに視線がつられる。彼かの女じよの黒い髪かみが白い肌はだを撫なでていた。ブラウスを持ち上げるふくらみも凶きよう悪あくだ。しっかり胸が主張しているのに、腰こしはきゅっと引ひき締しまっている。そのメリハリは見事としか言えない。

　普ふ段だんより大人びて見え、銀色のアンダーリム眼鏡がさらに印象を強くする。綺き麗れいなお姉さん。それは彼かの女じよを指す言葉だ。流れる黒い髪かみは芸術的でさえあった。

　僕ぼくははっとなる。完全に見み惚とれていた。噴ふん水すいの前で本を読む姿が似合いすぎだ。気が付けば、二人組のお兄さんが瀬せ尾お先せん輩ぱいを指差し、さぁ声を掛かけよう、と足を踏ふみ出だしていた。慌あわててそれを追おい抜ぬく。「先せん輩ぱい！」と呼びかけた。彼かの女じよはゆっくり顔を上げ、「青あお葉ばくん」とやさしく微笑ほほえむ。それがまた様になっていた。二人組が舌打ちをしながら去っていくのがわかる。

　彼かの女じよは文庫本を鞄かばんにしまうと立ち上がり、「おはようございます」と頭を下げた。僕ぼくも慌あわてて挨あい拶さつを返す。瀬せ尾お先せん輩ぱいは普ふ段だんと変わらない様子で、「今日も暑いですね」と腕うでを撫なでていた。こんなにも素す敵てきな格好をしているのだから、もう少し自じ慢まんげにしてもよさそうだけど……。いや、わざわざ自分がかわいいと主張するのは灯あか里りちゃんくらいなものか？　瀬せ尾お先せん輩ぱいにあてられたのか、上手うまく考えが回らない。

「あとは山やま吹ぶきさんだけですね。まだ待ち合わせ時間にはちょっとありますが」

　彼かの女じよは小さな腕うで時ど計けいを見ながら、静かに言う。灯あか里りちゃんから連れん絡らくはきていないようだ。

「瀬せ尾お先せん輩ぱい。灯あか里りちゃんは風か邪ぜ引いたみたいで、来られないそうなんです」

「──へ？」

　僕ぼくが灯あか里りちゃんの代わりに欠席を伝えると、瀬せ尾お先せん輩ぱいは気の抜ぬけた声を出した。きょとんとする。しばらく目を瞬またたいていたが、「え？　え？　え？」と一歩たじろいだ。胸の前で両手を握にぎり、見る見るうちに顔が赤くなる。視線が忙せわしなく動く。せっかく背筋を伸のばしていたのに猫ねこ背ぜに戻もどり、動どう揺ようを表すように眼鏡をいじった。「そ、そうなんですか……、えっと……、あ、ほ、ほんとにあるんだ、これ……。え、ど、どう、しよう……」と妙みようなことを呟つぶやいている。

　……どうしたんだろうか。随ずい分ぶんとおかしな反応をしているけど。

「ひゃ！　……す、すみません。携けい帯たいです」

　僕ぼくが訝いぶかしんでいると、彼かの女じよはポケットから携けい帯たいを取り出した。着信があったようだ。赤い顔のまま「あ、や、山やま吹ぶきさんです。ちょっと失礼します」とたどたどしく言う。僕ぼくに背を向けて、その電話を取った。

「もしもし……、あ、はい……、あれ？　あ、そうですよね、声が……、え？　あ、だ、大だい丈じよう夫ぶですか……、いや、わたしは大だい丈じよう夫ぶです……、はい……、はい……、いえ、ぜんぜん……、はい……、お気になさらず……、はい、お大事に……」

　電話を切って、はぁ、と瀬せ尾お先せん輩ぱいは大きく息を吐はく。そして、次の瞬しゆん間かん、「ご、ごめんなさい青あお葉ばくん……、わたしはなんて誤解を……」となぜか両手で顔を覆おおった。耳まで真っ赤になっている。ぷるぷると小刻みに震ふるえ、本当に恥はずかしそうに身を縮ませていた。

「ど、どうしたんですか、先せん輩ぱい。誤解って？」

　僕ぼくが彼かの女じよの前に回り込こむと、彼かの女じよはわずかに手をどかしてこちらを見る。顔はこれ以上ないほど真っ赤だ。彼かの女じよは言いづらそうにしながら、視線を下に降ろした。

「いえ、あの……。こういうパターンを物語でよく見るので……。グループで遊びに行くという約束をして、当日、ほかの友達にドタキャンしてもらう。そして、意中の人とふたりきりで遊びにいくように仕向ける、という……」

　……なるほど。確かにそういうやり方を聞いたことはある。実際、僕ぼくも一度、ドタキャンする方で協力したことがあった。ははあ。言われてみると、僕ぼくがそんな謀はかりごとをしたかのような状じよう況きようだ。だから、瀬せ尾お先せん輩ぱいはあんなにも動どう揺ようしたというわけだ。

　彼かの女じよは顔を赤くしたまま、ぱたぱたと手を振ふる。こちらを向いてはくれない。

「す、すみません、失礼な誤解を……、わ、わたしみたいな暗い女がとんだ思い上がりを……、き、気を悪くしましたよね、ごめんなさい……」

　そんなことを言い出すものだから、慌あわてさせられたのはこちらの方だ。瀬せ尾お先せん輩ぱいはどうも自己評価が低い。低すぎると言ってもいい。こんなにも綺き麗れいな人がなんてことを言うんだ、と反射的に言い返してしまう。

「いやいやいやいや、そんなことないですって、先せん輩ぱいこんなにも綺き麗れいじゃないですか。わかってないかもですけど、先せん輩ぱいすっごく魅み力りよく的てきですからね。さっきだって男の人が先せん輩ぱいに声掛かけようとしてましたよ。言っておきますけど、めちゃくちゃ目立ってますからね。そりゃ見ますよ、これだけ綺き麗れいなお姉さんがいたら！　そういう謙けん虚きよなところも先せん輩ぱいのいいところかもしれないですけど、内面だけじゃなくて先せん輩ぱいは容姿も素す敵てきなんですから、もっと……」

「待ってください待ってください、わか、わかりました、わかりましたから、あの、それ以上は、わたしの容量を超こえてしまいます」

　僕ぼくがついムキになって言った言葉はきちんと届いたようだけど、送り過ぎたみたいだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいは手を前に突つき出だして、妙みような格好で固まっている。赤くなりすぎて湯気が出そう。瀬せ尾お先せん輩ぱいは固まったまま、「あ、青あお葉ばくんは、意外とストレートですよね……」とごにょごにょ口にしている。そうかもしれない。まっすぐに自分を褒ほめる幼おさな馴な染じみがいるからだろうか。それとも以前、『言わなければ伝わりません』とだれかに言われたからかもしれない。

「……そういえば、灯あか里りちゃんから瀬せ尾お先せん輩ぱいの写真を撮とってくれって言われてるんでした。撮とっても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、は、はい……、写真は苦手なんですけど……、でも、山やま吹ぶきさんには服を選んでもらいましたものね……」

　やはり、これは灯あか里りちゃんチョイスだったらしい。いい仕事をする。「さすがのわたしよね」と自じ慢まんげな顔をしているのが目に浮うかぶ。

　撮とっていい、と言われたので携けい帯たいを向けたが、瀬せ尾お先せん輩ぱいは直立不動だった。これでは棒立ちならぬ棒そのものだ。マネキンでももう少し柔やわらかい。「先せん輩ぱい、もうちょっとこう……、ポーズでも……」と伝えると、彼かの女じよは心底困った顔をしていた。その結果、直立したまま両手で小さくピースというポーズに。かわいいなこの人。なんかもう可愛かわいかったので、それを撮とって灯あか里りちゃんに送った。後日、僕ぼくは灯あか里りちゃんに「やるじゃない！」と背中を叩たたかれることになる。

「そ、それでは行きましょうか」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいに言われ、僕ぼくたちは遊園地に足を向ける。灯あか里りちゃんがいない今、遊園地に行くのは僕ぼくたちふたりだけだ。「ふたりは……、ちょっと……」と瀬せ尾お先せん輩ぱいにやんわり拒きよ否ひされたらどうしようと思っていたので、密ひそかに安心する。

　隣となりを歩く先せん輩ぱいは本当に綺き麗れいだった。清せい楚そな白いブラウスも、それを彩いろどる黒い髪かみも、飾かざられたストローハットも、どれも素す敵てきだ。本人はあまり自信なさげだが。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの綺き麗れいな出いで立たちに面食らい、灯あか里りちゃんのこともあったせいで、僕ぼくはタイミングを逃のがしていた。本当は訊ききたいことがある。いの一番に訊ききたいことがある。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは、『成なる実み一いち木もく』なんですか。

　訊きくなら開口一番だった。勢いに身を任せてしまえば、話は早かった。しかし、微ほほ笑えみながら歩く彼かの女じよを見ると、僕ぼくは訊きけない。

　もし、本当に彼かの女じよが噓うそを吐ついていたら。この空気はきっと壊こわれてしまうだろうから。







　遊園地は近付けば近付くほど、華はなやかな空気が流れてくる。アトラクションがくっきりと見えるようになり、別世界の入り口がそこにあるかのようだ。ジェットコースターの豪ごう快かいな音が耳に届く。お客さんの楽しそうな絶ぜつ叫きようも。あぁ、遊園地に来たんだなぁ、と思う瞬しゆん間かんだった。

　この遊園地はこの辺りでは一番大きい。地元の人は、遊園地と言えばここを指す。僕ぼくだって何度か来たことがあった。お客さんも多く、入場門の前は賑にぎやかな声で溢あふれている。

　まずは入場券を買わなくてはいけない。僕ぼくたちはチケット売り場の列に並ぶ。家族連れやカップルも多く、日曜日だけあって盛せい況きようしているようだった。

「先せん輩ぱい。一日フリーパスでいいですか？」

「そうですね、色んな乗り物を乗ってみたいですし……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはこくりと頷うなずく。アトラクションを複数乗るのなら、乗り放題付きのパスポートを買う方がお得だ。幸いなことに、この遊園地はほかに比べると値段も安く、学生でも入りやすいのが魅み力りよくだ。

　フリーパスを購こう入にゆうし、入場門をくぐると、その先は一気に別世界となった。

　入り口から非日常な光景が広がっていく。西洋風の建物が立ち並び、オシャレなお店が扉とびらを開ける。奥おくへ進めば、様々なアトラクションがひしめき合っているのだろう。入り口に立った時点で、ジェットコースターや観覧車がよく見えた。やはり存在感がある。色んなものがぎゅっと詰つまったこの空間は、独特な空気が流れていた。笑え顔がおが溢あふれる。子供たちが楽しそうに走る。大人が笑いながらついていく。

「あぁ……、色んなアトラクションがあるんですね……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが感心しながら、眼鏡の位置を直していた。彼かの女じよが見ているのは遊園地のパンフレットだ。入り口でもらった。アトラクションの場所や説明に加え、お店やオススメのスポットもこと細やかに書いてある。

「瀬せ尾お先せん輩ぱい。最初は何に乗りましょうか」

「そうですね……、やっぱりジェットコースターでしょうか」

　じっとパンフレットを見ながら、彼かの女じよはぼそりと呟つぶやく。意外なチョイスだ。案外、絶ぜつ叫きよう系けいが好きなんだろうか。しかし、異論はない。早さつ速そく、ジェットコースターの列に並ぶ。せっかくなので、この遊園地で一番人気のジェットコースターに乗ることにした。高さと動きが派手なやつ。一番人気だけあって、ずらりと人が並んでいる。僕ぼくも絶ぜつ叫きよう系けいは好きだから楽しみだ。

「瀬せ尾お先せん輩ぱいって、こういう絶ぜつ叫きよう系けい好きなんですね」

　わくわくした気持ちで、隣となりに並ぶ瀬せ尾お先せん輩ぱいにそう話しかける。すると、彼かの女じよは「はい？」と首を傾かしげた。

「あれ。好きだから、真っ先にジェットコースターに乗りたいんじゃないんですか？」

「あぁいえ、そういうわけじゃないです。遊園地の花形といえば、やはりジェットコースターかな、と思いまして。なら、乗っておきませんと」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはふわりと微笑ほほえむ。どうやら、取材の意味合いが強かったようだ。確かに、ジェットコースターは遊園地の象しよう徴ちようのひとつだけど……、と、そこで気になった。

「ええと、先せん輩ぱい。先せん輩ぱいって、ジェットコースターって乗ったことありますよね？」

「いいえ？」

　ゆるゆると首を振ふられてしまった。おおう。

「というよりわたし、遊園地自体が初めてなんです。小さい頃ころからインドアで、親がこういうところに連れてきても喜ばない、ってわかってたみたいで……。実際、来たいと思ったことはなかったんですけど、ちょっと勿もつ体たいなかったかな、って思っています。とても楽しい空気の場所ですから」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは笑えみを深める。より大人っぽく、ぐっとお姉さん感が増した。心に響ひびく笑え顔がおだ。しかし、そんな笑え顔がおとほっこりするお話をもってしても、僕ぼくの中には不安が生じる。

　つまり、瀬せ尾お先せん輩ぱいはジェットコースター初体験だ。初はつ絶ぜつ叫きようだ。……大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。あまり得意そうには見えないけど。

「何を言っているんですか、青あお葉ばくん。わたしもう高校二年生ですよ。子供じゃないんですから、大だい丈じよう夫ぶも何もないですよ」

　心配性しようですね、ちょっとかわいいです……、なんて言われてしまう。年上のお姉さんにかわいいと言われるなんて、普ふ段だんなら浮うき立たって仕方ないところだ。けど、今はそんな気持ちにとてもなれない。ただただ苦笑いをしてしまう。

　僕ぼくの不安をよそに、順番は僕ぼくらまで回ってくる。運がいいことに、僕ぼくたちの目の前で列が切れたので、次の便は僕ぼくたちが最前列だ。好きな席が選べる。「どこにします？」と尋たずねると、「せっかくだから一番前にしましょうか」と即そく答とうされた。いやまぁ一番怖こわい席は一番後ろ、という話を聞いたことがあるけど、最前列だって大たい概がいだ。視界を遮さえぎるものがない。真っ先に自分たちが落ちる、という状じよう況きようは後列では味わえない恐きよう怖ふがある。

　とはいえ、反対する気もなかった。この際だ、彼かの女じよの好きにしてもらおう。瀬せ尾お先せん輩ぱいが絶ぜつ叫きよう系けいを気に入るかもしれないし。

　順番がやってきたので、彼かの女じよの言う通り、僕ぼくたちは最前列を陣じん取どった。荷物や帽ぼう子しは用意されたカゴに置いて、僕ぼくたちは手ぶらでジェットコースターに乗のり込こむ。隣となりに座すわる瀬せ尾お先せん輩ぱいは、「こうなっているんですね……、なるほど……」としきりにバーなどを触さわっていた。その様子はとても微笑ほほえましい。

　スタッフさんから説明や注意を受けてから、いよいよコースターが走り出す。ガタガタガタ、と車体を揺ゆらしながら、ゆっくりと前に進む。振しん動どうが響ひびく。乗り心ごこ地ちはあまりよくない。

　レールが坂になり、そこをコースターが昇のぼる。徐じよ々じよに高度を上げていく。速度はまだまだ緩ゆるやかで、レールが空に伸のびていく様がよく見えた。

「はー……、こんな感じなんですね……、なんだか、どきどきします」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは落ち着きなく辺りを見み渡わたしている。まだまだ余よ裕ゆうだ。高度は徐じよ々じよに上がっていくけど、まだ恐きよう怖ふ心しんは湧いてこない。空は快晴である。青空に向かってゆっくり昇のぼっていくというのは、妙みような気持ち良さがあった。

「あ、青あお葉ばくん。すごいですね、ここからなら遊園地内が一望できますよ。次は何に乗りましょうか。最初にジェットコースターを選んだのは、正解かもしれません」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの口数が多い。はしゃいでいるのが伝わってくる。それ自体はとても可愛かわいらしいので、僕ぼくも気持ちが緩ゆるんだ。心配していたけど、この様子だと案外平気かもしれない。

「わぁ、すごいです。街並みが見えますよ。さっきの公園も見えますね……、結構高いところまで行くんですね」

　彼かの女じよは僕ぼくの反対側を眺ながめながら、楽しそうにしていた。彼かの女じよの黒くろ髪かみが風に揺ゆれる。ガタガタと揺ゆれながら、コースターはなおも上じよう昇しようした。瀬せ尾お先せん輩ぱいより僕ぼくの方が緊きん張ちようしてきた。かなりの高さまで到とう達たつしていて、もうちょっとで止まりそう。そろそろ落ちるわけだ。恐きよう怖ふ心しんと期待感が煽あおられる。落ち着かない気分になってきて、それがどこか心ここ地ちよかった。

「……あの、青あお葉ばくん」

　僕ぼくから顔を背そむけたまま、瀬せ尾お先せん輩ぱいが口を開く。その様子が少しばかりおかしい。ゆっくりとこちらを向いたとき、彼かの女じよの表情から感情が消きえ失うせていた。真顔。真顔である。

「ちょ、ちょっと高いところまで来すぎじゃないでしょうか……。危ないです。これ以上は危ないですよ。だって、ここから落ちるんですよね？」

「瀬せ尾お先せん輩ぱい、落ち着いてください。危なくないです、大だい丈じよう夫ぶですって」

　僕ぼくが声を掛かけても、彼かの女じよの動どう揺ようは収まらなかった。顔から余よ裕ゆうがなくなっている。しかし、彼かの女じよが余よ裕ゆうを失ってもコースターは止まらない。昇り続ける。それがより、瀬せ尾お先せん輩ぱいの恐きよう怖ふ心を育てていた。頂上に近付けば近付くほど、彼かの女じよから平常心を奪うばい取とる。

「ま、まずいですよ、青あお葉ばくん……、あぁ、まだ高くなる……、こ、これ、ちょ、こ、こわいです、これ以上はダメです、あ、待って待って」

　彼かの女じよはあわあわしながら、僕ぼくの身体からだをぺたぺた触さわってくる。視線は前に固定したままだ。浅い息を繰くり返かえしているうちに、彼かの女じよは僕ぼくの手を見つけた。きゅっと握にぎられる。ぐ、と声が漏もれそうになった。怖こわがっている女の子に手を握にぎられる。絶ぜつ叫きようマシンでの理想的な展開に心が緩ゆるみそうだ。

　しかし、甘あまかった。そんな浮うわついた心は彼かの女じよの握あく力りよくの前に消え去っていく。痛い。ぎゅううううっ、と親の敵のように僕ぼくの手が握にぎられている。潰つぶれそうだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいは力持ちにはとても見えないけど、これは火事場のバカ力だろうか。

「せ、瀬せ尾お先せん輩ぱい、ちょっと、手が痛いです。い、痛い痛い痛い痛い痛い、本当に痛い！」

「あぁ……、あぁ……！　青あお葉ばくんどうしましょうこれ着いちゃう着いちゃう頂上に着いちゃうあぁ落ちるんですよねこれ今から落ちるんですよねこれいやいやいやいやだめですだめです死んじゃいます死んじゃいますって、え、しぬんですかわたしたち嫌いやです死にたくない死にたくない死にたくない青あお葉ばくん青あお葉ばくん！」

　何とか手は解放されたけど、今度は僕ぼくの身体からだを彼かの女じよはガッと摑つかんだ。腕うでと腹。これもまたすごい力で、がくがくと揺ゆすってくる。そのうえ、恐おそろしく早口で不ふ穏おんなことを垂れ流すから、怖こわいなんてものじゃない。恐きよう怖ふがすごい。死にたくない、なんて真しん剣けんに言われるとは思わなかった。大だい丈じよう夫ぶですよー、死にませんよー、と声を掛かけても、すでに彼かの女じよの耳には届いていない。何も聞こえていない。恐きよう怖ふのボルテージがどんどん上がっていく。そして、頂点に達する。

　頂上だからだ。

　かしゃん、と一ひと際きわ揺ゆれて、コースターは上じよう昇しようをやめる。視界からレールが消える。道の先は遥はるか下に見える程度。上じよう昇しようと下降の間のわずかなインターバルは、不自然なほどに静かだった。「今から落ちるんだよ」と改めて確かく認にんされているかのよう。本当に少しの間だけ、フラットな道をコースターは進んでいく。そして、止まる。停とまるのだ。急降下する直前、コースターは少しの間だけ動きを止める。それが──何より恐きよう怖ふ心しんを煽あおった。

「え、やだ、やだやだやだ、お、落ちるんですか青あお葉ばくん、これ今から落ちるんでしょう？　こわいこわいこわいこわいたかいたかいたかいたかい、待って待って、本当に待って！　お願いだから、お願いだから！　やめて、やめ、あ、あ、なんで、なんで止まるの、なんで、とま、や、やだ、やだやだ、や、やだああああああああああああああッ！」

　コースターは落ちていく。墜おちていく。瀬せ尾お先せん輩ぱいはそれはもう見事なまでに絶ぜつ叫きようしていた。物静かな彼かの女じよが出したとは思えないほどに。周りからは、さぞかし絶ぜつ叫きようマシンを楽しんでいるように見えただろう。

　コースターがスタート地点に戻もどってきても、彼かの女じよはすぐには降りられなかった。ぐったりとしている。整った髪かみは乱れてすっかり前に戻もどってしまい、降りるときもよろよろしていた。肩かたを貸して、ジェットコースター乗り場から降りていく。

「大だい丈じよう夫ぶですか、先せん輩ぱい……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです……、青あお葉ばくん、次行きましょう、次……」

　生気の失った顔で、力のない笑えみを浮うかべる瀬せ尾お先せん輩ぱい。ズレた眼鏡を直そうともしない。ただ、次のアトラクションに行くのは賛成だ。列に並ばないといけないし、色んなアトラクションに乗るのなら早めに行動して、順番待ちをした方がいい。待っているうちに、瀬せ尾お先せん輩ぱいの気分も良くなるだろう。

「わかりました。次、どこへ行きますか？」

「ふ、フリーフォール……」

「フリーフォール!?」

　今ジェットコースターでボロボロになったのに、なぜそんなチョイスを。しかし、瀬せ尾お先せん輩ぱいは今度は大だい丈じよう夫ぶ、と言い張った。そう言うのなら……、と僕ぼくたちはフリーフォールの列に並ぶ。

　少し歩いたこともあり、並んでいるうちに瀬せ尾お先せん輩ぱいの体調も戻もどったようだ。順番が回ってきたときには、どうにか元気を取とり戻もどしていた。

　フリーフォールは横並びに五人乗れる仕様で、僕ぼくたちは一番端はしに座すわった。座すわった感覚は窮きゆう屈くつな椅い子すのようだ。バーを下ろすと、よりその印象が強くなる。すでに地面から足は離はなれていて、ほかのお客さんはぷらぷらと足を揺ゆらしていた。瀬せ尾お先せん輩ぱいも控ひかえめに真ま似ねしている。「何だか不思議な感覚ですね……」と足と地面の間を眺ながめていた。

「ええと、先せん輩ぱい。フリーフォールは平気みたいですけど、何か理由はあるんですか？」

　ジェットコースターでの瀬せ尾お先せん輩ぱいは、それはもうひどいものだった。大敗北だろう。あれだけジェットコースターに振ふり回まわされた瀬せ尾お先せん輩ぱいが、フリーフォールなら平気と言う。そこには何か理由があると思ったのだ。案の定、瀬せ尾お先せん輩ぱいは笑う。おかしなことを、とでも言うように笑いかけてくる。

「ジェットコースターは怖こわい要素がたくさん詰つまっていました。速いし、高いし、回転までしますし。でも、フリーフォールは上がって落ちるだけです。言ってしまえば、エレベーターといっしょです。わたし、エレベーターなら得意ですよ」

　そんな不安しか覚えないことを言い出した。エレベーターが得意ってなんだ。そもそも、フリーフォールとエレベーターを同じジャンルにするのがすごい。移動手段だあれは。比ひ較かくするものではない。僕ぼくは慌あわてて、彼かの女じよに説明しようとしたが、それより先にブザーが鳴なり響ひびいた。スタートの合図だ。スタッフさんの「いってらっしゃーい」という声が聞こえる。

「ひゃっ──」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの小さな悲鳴とともに、座席は浮うかび上あがる。一気に上じよう昇しようする。浮ふ遊ゆう感が身体からだを覆おおった。まるで空に吸すい込こまれるように、足が地面から離はなれていく。景色が様変わりした。ジェットコースターの上を行く高さだ。外から見る分には大したことなかったが、実際に空へ連れて行かれると不安になる。地面が遠い。普ふ段だん歩いている地面が、どこまでも遠くにある。人が小さい。今から自分は、こともあろうにここから落とされるのだ。ジェットコースターとはまた違ちがったスリルがあった。

　……そう、違ちがう。ジェットコースターとも違ちがう怖こわさ。言うまでもなく、エレベーターとは全く別物だ。

「──え、これ、高すぎません、か」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが呆ぼう然ぜんと地面を見つめていた。カチカチと歯を鳴らし、再び僕ぼくの服を摑つかむ。真っ青な顔で怯おびえている。案の定だ。まるで僕ぼくにしがみつくような体勢だが、残念ながら僕ぼくもいっしょに落ちる。自由落下。それがこのアトラクションである。

「いや、待ってください……、だって、この高さはダメですよ……、ここから落ちるって、そんなの……、し、しにます……、青あお葉ばくんの噓うそつき……、エレベーターといっしょだって言ったのに……」

「言ってないです言ってないです」

　それ言ったの僕ぼくじゃないです。しかし、そんな声も彼かの女じよには届かず、青い顔のままこちらをぐわっと見る。目が血走っていた。髪かみ型がたが崩くずれて目が髪かみに隠かくれているが、髪かみの間から赤い目がこちらを覗のぞいている。こわい。ホラー映画でよく見るやつだ。落ちる前から叫さけびそうだった。

「青あお葉ばくん、これはダメです、こんなところから落ちたら、落ち、落ちたら、わ、わたしたちきっと死にます……、し、しぬんですよ？　だ、ダメでしょう、あ、ちょ、待って、待って！　まっ……──あああああああああやだあああああああああああああああ──ッ！」

　彼かの女じよが何事か呟つぶやいているうちに、落下は始まった。強い重力を感じながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいの見事な絶ぜつ叫きようを耳にする。お手本のような大だい絶ぜつ叫きよう。実は一番楽しんでいるんじゃないかこの人は──、と思ったが、アトラクションが終わったあとに思い直す。座席でぐったりしていた。ジェットコースターからの二連戦のためか、先ほどよりも酷ひどい有あり様さまだ。髪かみはぼさぼさで眼鏡がズレにズレているのに、直す余よ裕ゆうもない。立ち上がると、すっかり猫ねこ背ぜに戻もどっていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、先せん輩ぱい。ちょっと休きゆう憩けいしますか？」

「いえ、まだ……、たくさん乗らないといけないですし……、次行きましょう……」

　力なく項うな垂だれながらそう言う。ガッツはすごい。小説の取材というのが彼かの女じよに力を与あたえているらしく、よろよろしながらも先せん輩ぱいは歩き出した。

「わかりました……、じゃあ先せん輩ぱい、次はどうしましょう」

「ば、バイキング……」

「バイキング!?」

　懲こりることを知らないのだろうか。ジェットコースターやフリーフォールと同じく、結局絶ぜつ叫きようしてしまうところしか想像できない。

「いえ、青あお葉ばくん……、ジェットコースターとフリーフォールを体験した今、そのふたつを超こえられるほどの恐きよう怖ふはバイキングにはないと思います……。バイキングには瞬しゆん発ぱつ力りよくがないです。そうは思いませんか？」

「そう言われると……、瞬しゆん間かん風速はあのふたつの方が圧あつ倒とう的てきですね。バイキングは高さも速さもそれほどありませんし……」

　三度目の正直、というわけでもないのだろうが、ようやく瀬せ尾お先せん輩ぱいの言い分に納なつ得とくできた。確かに、あのふたつに比べるとバイキングの恐きよう怖ふ感かんはそれほどでもない。即そつ効こう性せいもない。ならば安心だろうか。

　そんな瀬せ尾お先せん輩ぱいの言葉にホイホイ騙だまされて、僕ぼくたちはバイキングに乗のり込こんだ。途と中ちゆうまでは瀬せ尾お先せん輩ぱいの言う通りだった。ゆっくりながら豪ごう快かいに揺ゆれる海かい賊ぞく船に、瀬せ尾お先せん輩ぱいはスリルを感じていたものの、我を忘れるほどではなかった。普ふ通つうに楽しんでいた。問題なのは、揺ゆれ始めてから数分経たったあとである。

「ぎもぢわるい……、吐はぐ……、吐はいぢゃう……、うう……、降ろじで……、降ろじでぇ……」

「先せん輩ぱい、頑がん張ばってください、もうちょっとです！　もうちょっとで終わりますから！　頑がん張ばって！　吐はいちゃダメです、吐はいたらとんでもないことになりますから！」

　めちゃくちゃに酔よった瀬せ尾お先せん輩ぱいの背中を擦さすり続け、今にも吐はきそうな先せん輩ぱいに声を掛かけ続けるアトラクションと化した。スリルはすごい。今までの比ではない。顔を真っ青にした彼かの女じよがいつ胃の中をぶちまけるか、気が気でなかった。そういう意味では、今までで一番怖こわかった。

　先せん輩ぱいの頑がん張ばりもあって、どうにか無事にバイキングから降りる。しかし、これがトドメとなった。瀬せ尾お先せん輩ぱい、完全にグロッキー。ジェットコースター、フリーフォールで散々絶ぜつ叫きようさせられ、バイキングで乗のり物もの酔よいを誘ゆう発はつすればそりゃぐったりもする。さすがに休きゆう憩けいすることにした。ベンチに瀬せ尾お先せん輩ぱいを座すわらせる。髪かみがぐしゃぐしゃになった瀬せ尾お先せん輩ぱいは、丸い背中で荒あらい息を繰くり返かえしていた。

「先せん輩ぱい、ちょっと僕ぼく、飲み物買ってきますから」

「は、はい……、すみません、青あお葉ばくん……」

　限界を迎むかえた瀬せ尾お先せん輩ぱいを置いて、僕ぼくは自じ販はん機きを探しに行く。水でも買ってこよう。瀬せ尾お先せん輩ぱいをひとりで置いていくのは心配だったけど、この際仕方がない。ダウンしている彼かの女じよにナンパ目的で近付く人はいないだろう。純じゆん粋すいに心配して声を掛かける人はいるかもしれないが。

　自じ販はん機きがなかなか見つからず、戻もどってくるのに少し手間取る。小走りで瀬せ尾お先せん輩ぱいが座すわるベンチに戻もどると、「あれ？　地味子じゃね？」と妙みように大きな声が聞こえた。女子の声だ。つられてそちらを見ると、ギャルっぽい三人組が楽しそうに笑い声を上げていた。三人とも制服だ。ブラウスにネクタイ、スクールスカートという出いで立たちだが、ものの見事に着き崩くずしている。ボタンは開け、スカートは超ちようミニ、ネクタイだってゆるゆるだ。学校帰りというわけでなく、制服で遊園地に遊びにきた、という感じ。化け粧しようもバッチリと濃こい。髪かみの色も明るかった。

　そのギャル三人組が、瀬せ尾お先せん輩ぱいの元へ寄っていく。あっという間に取り囲んでいた。どうやら知り合いのようだ。邪じや魔ましない方がいいだろうか、と歩く速度を緩ゆるめ、彼かの女じよたちの動向をそっと見守る。

「え、なに地味子、何してんの。遊園地にひとりって。めっちゃウケんだけど」

「あんたぼっちだからって、ひとり遊園地は攻せめすぎっしょー。いくら何でもキモいって。変わんねーな、そういうとこ」

「地味子のくせに一丁前にオシャレしちゃってさぁ。何これ。まずその髪かみどうにかするべきじゃないの？　服変えただけじゃ、暗いのはかわんねーよ？」

　げらげらと品のない笑い声を上げながら、三人は瀬せ尾お先せん輩ぱいの周りに立っていた。ひとりは無ぶ遠えん慮りよに頭を触さわる。瀬せ尾お先せん輩ぱいは困った様子で何事か口にしようとしたが、その度に「は？　聞こえないんだけど」と大声で聞き返されて萎い縮しゆくしていた。その様子を見て、三人はまた下品に笑う。

　あぁなるほど。理解した。以前、瀬せ尾お先せん輩ぱいが言っていた人たちがアレだ。中学時代、彼かの女じよを『地味子』と呼び、ちょっかいを掛かけていたというクラスメイト。瀬せ尾お先せん輩ぱいが『華はなやかな人』と遠回しに表現したギャルっぽい連中。それが彼かの女じよたちだ。彼かの女じよたちは偶ぐう然ぜん、この遊園地内で瀬せ尾お先せん輩ぱいを見つけ、中学時代と同じノリで、楽しくイジりに来たというわけだ。

　猛もう烈れつに怒いかりが湧いた。自分でも信じられないくらいの熱が、腹の中をのたうち回る。吐はき気けすら覚えた。できることなら、ひとりずつ張はり倒たおしてしまいたい。しかし、そんなことをしても瀬せ尾お先せん輩ぱいは喜ばないだろう。困るだけだ。

　僕ぼくは急いで、四人のグループに近付いていく。ことさら明るい声で、「瀬せ尾お先せん輩ぱい、飲み物買ってきましたよ！」と声を掛かけた。ギャルの三人がぎょっとして振ふり返かえる。瀬せ尾お先せん輩ぱいだけがほっとした顔でこちらを見上げるのが、とても嬉うれしかった。

「先せん輩ぱいの友達ですか？　こんにちは」

　挨あい拶さつしながら、瀬せ尾お先せん輩ぱいに飲み物を渡わたす。「あ、ありがとうございますー……」と受け取る瀬せ尾お先せん輩ぱいと、三人で顔を見合わすギャルたち。彼かの女じよたちは様子を窺うかがっているようだったが、ひとりが虚きよ勢せいを張るように声を上げた。

「は、なに地味子、男連れ？　ウケる。でもあれっしょ、どーせ弟とか親しん戚せきとかそういうオチじゃねーの？」

　ひとりがそう言い始めると、彼かの女じよたちはにわかに活気づいた。

「いや、先せん輩ぱいって言ってたんだから親しん戚せきはねーべ。あぁわかった、君、罰ばつゲームかなんかっしょ。だって、あり得ないっしょ、こんな暗い女と遊園地って。マジで狙ねらってるんだとしたら引くわ」

「それ。引く。よりによって何で地味子ってなるわ。どーしよ、彼かれ氏しとかだったら。キモい趣しゆ味みでよかったねー、ってか？」

　彼かの女じよたちはそう言ってげらげら笑った。あぁ、今度は僕ぼくもひっくるめて瀬せ尾お先せん輩ぱいを貶おとしめようとしている。先に可能性を潰つぶしておき、僕ぼくが変なことを言わないように釘くぎを刺さす。

　彼かの女じよたちは許さない。瀬せ尾お先せん輩ぱいが男連れで遊園地に来ていることを。

　こういう言い方は好きではないけど、同性で遊んでいるより、恋こい人びと同士でいる方が上とされることが多い。こういう人たちはその傾けい向こうがより強い。彼かの女じよたちは、瀬せ尾お先せん輩ぱいが自分たちより上の立場になるのを恐おそれているのだ。そのために釘くぎを刺さしている。滅めつ多たなことを言うなよ、と僕ぼくを睨にらむ。

　そこまでして。そこまで品のないことをしてまで、瀬せ尾お先せん輩ぱいを貶けなしたいのか。──ふざけるな、という話である。

「……彼かれ氏しです」

「──は？」

「彼かれ氏しです。僕ぼくは瀬せ尾お先せん輩ぱいの恋こい人びとです。僕ぼくが頼たのみ込こんで頼たのみ込こんで、ようやく付き合ってもらっているんです。変なことを言うのはやめてくれませんか」

　僕ぼくの言葉に彼かの女じよたちがしんとなった。真しん剣けんに言った僕ぼくの言葉に、彼かの女じよたちが面食らっている。瀬せ尾お先せん輩ぱいだけが、不安そうに「あ、青あお葉ばくん……」と僕ぼくの顔を見上げていた。

　ひとりが悔くやしそうに眉まゆを顰ひそめる。しかし、再びバカにしたような顔つきに戻もどると、へらへらと言った。

「は？　マジ？　あんた変わってんねぇ、こんな奴やつ好きになるなんて。マニアなの？　この女のどこがいいってのよ」

　彼かの女じよは顎あごで瀬せ尾お先せん輩ぱいを指す。彼かの女じよのいいところなんて、いくらでも、本当にいくらでもあるだろう。何を言ってるんだ。僕ぼくは反射的に言葉を返していた。

「いいところ、すごくたくさんありますよ。上品で物静かなところとか、心が温かくなるくらいにやさしいところとか。丁てい寧ねいで綺き麗れいな言こと葉ば遣づかいも素す敵てきですし、真面目でまっすぐな人なのにちょっと抜ぬけているところが可愛かわいかったりとか。こっちが心配になるくらい、人に気き遣づかいができて、相手を立てる謙けん虚きよなところ。気が弱いのに、小説を書くことに関しては一本筋が通っているところはすごく格好良いです。……たくさんありすぎて、話していたら日が暮れちゃいますよ」

　指折り数えて羅ら列れつしていたら、本当にいくらでも出てきそうだったので、適当なところで切り上げる。僕ぼくのまっすぐな賛辞は有効だったらしく、彼かの女じよたちは言葉に詰つまった。何も言えないでいる。僕ぼくは瀬せ尾お先せん輩ぱいに目を向けた。彼かの女じよは僕ぼくを見上げたまま、ぽかんと口を開けている。その顔は、こちらが恥はずかしくなるくらいに赤く染まっていた。

　ダメ押おしだ。彼かの女じよたちにはこっちの方が効くかもしれない。

「瀬せ尾お先せん輩ぱい」

「は、はいっ」

「ちょっとお願いしたいんですけど……」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいとギャルたちの間に立ちふさがり、瀬せ尾お先せん輩ぱいを見えないようにしてから耳打ちした。僕ぼくの要望に彼かの女じよは戸と惑まどったけど、何も言わずに従ってくれる。

　少しだけ間を置いてから、瀬せ尾お先せん輩ぱいは僕ぼくの希望通り、立ち上がってくれた。すると、三人の顔が驚おどろきに染まる。それが目に見えてわかった。紛まぎれもなくどうしようもない事実に、彼かの女じよたちは屈くつした。どうあっても受け入れざるを得なかった。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいはぼさぼさの髪かみを直して綺き麗れいなロングヘアを取とり戻もどし、前まえ髪がみもきちんと分けた。趣しゆ味みのいい銀ぎん縁ぶち眼鏡がよく見える。胸を張ったおかげでスタイルの良さが露あらわになり、清せい楚そな服装がとても似合っていた。物もの凄すごい美人だ。

　だれがどう見ても、綺き麗れいで素す敵てきな文学少女がそこに立っていた。

「瀬せ尾お先せん輩ぱい、すごく綺き麗れいなんです。美人さんなんです。容姿が綺き麗れいで、中身も素す敵てきな僕ぼくの彼かの女じよです。……で、だれの趣しゆ味みが悪いっていう話でしたっけ」

　僕ぼくの意地悪い言葉に、今度こそ彼かの女じよたちは黙だまり込こんだ。いや、ぶつぶつと文句は言っていたけど、大きく主張することなく、すごすごと立ち去っていったのだ。

　彼かの女じよらの背中が見えなくなるまで見送ったあと、僕ぼくは思い切り息を吐はいた。心の底からの安あん堵どの息。あんなにもハッタリをかましたのは、人生で初めてだ。よくもまぁやり通したものだ。自分を褒ほめたくなる。

　しかし、すぐにはっとする。僕ぼくは噓うそを吐ついた。自じ慢まんげに噓うそを吐ついた。それは謝あやまらなくてはならない。

「せ、瀬せ尾お先せん輩ぱい、すみません。彼かれ氏しなんて勝手なこと言って。ついカッとなってしまって……」

「い、いえいえ、う、嬉うれしかったですよー、青あお葉ばくん……。彼かの女じよさんだなんて呼んでもらって、あ、あんなふうにすっごくすっごく褒ほめてもらって……」

　かぁっと顔が熱くなる。今いま更さらながら恥はずかしくなる。随ずい分ぶんと恥はずかしいことを言ったものだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいが好きでたまらないみたいじゃないか。先せん輩ぱいは先せん輩ぱいで、僕ぼくと同じく顔を真っ赤っ赤にしている。

「…………………………。かのじょが、うれ、しい？」

　顔を手で挟はさんで、熱っぽくなっていた瀬せ尾お先せん輩ぱいだけど、急に動きがぴたりと止まった。自分の言葉を反はん芻すうする。不思議そうに呟つぶやく。そのままの体勢でしばらく固まっていたが、え、え、え、と短い声を連続させた。両目が大きく開く。何かに愕がく然ぜんとしている。

「……先せん輩ぱい？」

　様子がおかしくなった瀬せ尾お先せん輩ぱいに声を掛かけると、驚おどろいたように僕ぼくを見た。唇くちびるがきゅっと閉まる。目をぱちくりさせながら、さらに顔をカァーッと赤くさせた。耳まで真っ赤だ。瞳ひとみなんて潤うるんでいる。あ、あおばくん、と吐と息いき交じりの声が漏もれた。

　大きな胸を手で押おさえながら、先せん輩ぱいは小さく口を開く。

「あ、ええと、あ、あの、その、ちょ、ちょっと落ち着く時間、をくだ、さい……」

　彼かの女じよは一歩二歩と後ずさったあと、僕ぼくに背中を見せた。そのまま、すたこらさっさと歩いて行ってしまう。僕ぼくは慌あわてて追いかけた。

　お、怒おこらせてしまっただろうか？　さすがに調子に乗りすぎただろうか？

　そこから瀬せ尾お先せん輩ぱいが平常に戻もどるまでかなりの時間を要し、僕ぼくは心底焦あせることになった。







　そんなハプニングがあったものの、あとは滞とどこおりなく遊園地デートは進んでいった。瀬せ尾お先せん輩ぱいにはぎこちなさが残っていたが、「だ、大だい丈じよう夫ぶです。お、お気になさらず」と主張されれば、何も言えない。

　アトラクションに乗り続けたが、最初にキツいものを潰つぶしたおかげで、再び瀬せ尾お先せん輩ぱいがグロッキーになることもなかった。のんびり安全に、遊園地を楽しんだと思う。お昼になればご飯を食べて、昼からはまたアトラクションを乗り歩いた。

　めぼしいものは粗あら方かた乗り尽つくし、遊び疲づかれが出始める頃ころには、園内が夕暮れに染まっていた。遠くの方で陽が沈しずんでいくのが見える。あれだけたくさんいたお客さんが徐じよ々じよに減り、どこか寂さびしい空気が漂ただよい始めた。蛍ほたるの光でも流れてきそうだ。明るく楽しい遊園地が夕焼けひとつで、明確に終わりを悟さとらせる。口には出さないものの、僕ぼくたちの間にもそろそろ帰ろうか、という空気があった。自然と入退場ゲートに足が向く。

「……あ。青あお葉ばくん、最後にあれ乗りませんか」

　控ひかえめに僕ぼくの服を引っ張って、彼かの女じよは指差す。観覧車だ。時間の流れから遠ざかるように、ゆっくりゆっくり回っている。子供の頃ころは何が楽しいのかイマイチわからない乗り物だった。何が楽しくて乗るんだろう、とさえ思っていた。なるほど、こういうときに乗るんだな。

「いいですね、行きましょうか」

　きっと今なら観覧車も楽しめる。僕ぼくと瀬せ尾お先せん輩ぱいは、締しめくくりに観覧車を選んだ。ピークを過ぎた時間だからか、それとも元々混んではいないのか。順番待ちはだれもいなかった。

「はい、どうぞ乗ってくださーい」

　スタッフさんがゴンドラの扉とびらを開け、手で指し示してくれる。僕ぼくの前にいた瀬せ尾お先せん輩ぱいは、「え？　え？　の、乗るんですか？　動いているのに？」と動どう揺ようしながらも乗のり込こもうとし、上手うまくいかずにとてて、とてて、とゴンドラといっしょに横へ流れていく。かわいいなこの人……。観覧車は常に動き続けているから、乗り方に戸と惑まどうのはわかるけど。このままでは乗れない。「先せん輩ぱい、もう乗って大だい丈じよう夫ぶですよ」と後ろから肩かたを押おす。彼かの女じよのさらりとした髪かみが手に触ふれて、思った以上に細い肩かたにびっくりした。とても軽い。

　先せん輩ぱいは先せん輩ぱいで、躓つまずきそうになりながら何とかゴンドラの中に収まった。僕ぼくもすぐに乗のり込こむ。スタッフさんが外からドアを閉めてくれた。

　ゴンドラの中は思った以上に狭せまかった。小こ柄がらな観覧車だとは思っていたけど、室内もこぢんまりとしている。向かい合わせに座すわると、膝ひざがぶつかりそう。スカートに包まれた足がすぐそばにある。小さな手がお行ぎよう儀ぎよく膝ひざの上に乗っていた。ふっと顔を上げると、瀬せ尾お先せん輩ぱいと目が合う。膝ひざを凝ぎよう視ししていた僕ぼくを、彼かの女じよは目で追っていたらしい。気まずくてそっと目を逸そらす。彼かの女じよも同じように視線を外し、手が膝ひざを撫なでるのが見えた。

「……案外狭せまいんですね、観覧車って」

「そ、そうですね……、でも、外はいい景色ですよ」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいに言われ、外に目を向ける。ゴンドラはゆっくりとゆっくりとだが、確かに上じよう昇しようしていた。景色が見える。人が少なくなった園内を見下ろし、遠くでは街並みがあり、沈しずみゆく夕ゆう陽ひが見えた。綺き麗れいだ。やさしくオレンジ色に輝かがやく太陽は、その色を観覧車にも与あたえる。瀬せ尾お先せん輩ぱいの言う通り、いい景色だった。

　ゴンドラがゆっくり動いていると、時の流れまで遅おそく感じる。のんびりなゴンドラに揺ゆられながら、外の景色を眺ながめる。贅ぜい沢たくな時間だ。観覧車を締しめに選んだのは大正解かもしれない。

「あの、青あお葉ばくん。今日はありがとうございました」

　突とつ然ぜん、瀬せ尾お先せん輩ぱいがぺこりと頭を下げた。形のいい頭が見える。そんなことをされると、後こう輩はいとしては慌あわてるしかない。

「いやいや、何を言ってるんですか先せん輩ぱい。僕ぼくの方こそありがとうございました。遊園地、楽しかったですよ」

「そう言って頂けると嬉うれしいです……、でも、やっぱりお礼を言わせてください。青あお葉ばくんと山やま吹ぶきさんには、とてもお世話になりましたから」

　彼かの女じよは眼鏡の位置を直してから、品よく微笑ほほえむ。それを真正面から受ける。彼かの女じよがちょこんと座すわった姿はとても可愛かわいらしく、狭せまい室内で笑い掛かけられると落ち着かない気持ちになる。「いえ、僕ぼくは何も」と視線を彷徨さまよわせた。

「青あお葉ばくんたちのおかげで、小説はちゃんと書くことができそうです……、取材は十分にできました。あとはもう書くだけです。わたしが頑がん張ばるだけですね」

　彼かの女じよは笑いながら、両手を持ち上げて握にぎりこぶしを見せた。むっ、と小さな掛かけ声ごえまで上げて。かわいいを畳たたみかけてくる。「そういうのはわたしの十八番おはこなんだけど」と言う幼おさな馴な染じみが頭に浮うかんだ。

　取材が終わったならよかった。これで問題なく、彼かの女じよの小説が完成する。彼かの女じよの物語が完結する。青春ミッションが現れてからここまで、随ずい分ぶんと時間が掛かかった気もする。ようやくクリアになると思うと、ほっと息を吐はきたくなった。

　そして、それ以上に勝負の行方ゆくえが気がかりだった。僕ぼくたちは完成を見届ければいいけど、瀬せ尾お先せん輩ぱいはその先が重要だ。勝負に勝たなければいけない。

　ミッションが終わればどうでもいい、という考えはもちろんなく、瀬せ尾お先せん輩ぱいには勝ってもらいたい。部室を守ってほしい。その気持ちは、以前より強くなっている。彼かの女じよのことをよく知ればなおのこと、笑ってすべてを終えて欲ほしいと思うのだ。

「先せん輩ぱい。小説、頑がん張ばってください。頑がん張ばって勝ってください。僕ぼく、応おう援えんしてますからね」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの真ま似ねというわけじゃないが、僕ぼくも握にぎりこぶしを作っていた。彼かの女じよはそれを見て笑う。しかし、どこか寂さびしさを感じる笑えみだった。温度の低い笑い方。瀬せ尾お先せん輩ぱいがなぜそんな寂さびしそうに笑うのかわからず、僕ぼくは彼かの女じよを見つめた。けれど、瀬せ尾お先せん輩ぱいは僕ぼくからそっと目を逸そらすと、外に目を向ける。僕ぼくもつられた。ゴンドラは頂上付近まで達していて、見える景色がまた違ちがっている。夕暮れは光を失いつつあり、徐じよ々じよに夜の気配が近付いていた。

「んー……」

　そんな声が聞こえて、そっと視線を戻もどす。瀬せ尾お先せん輩ぱいの声。無意識の内に声が出てしまったらしく、目は外に向かったまま。そっと胸に手を当てている。目を瞑つぶり、何回か深い呼吸を繰くり返かえしたあと、小さな声で「よ、よし」と呟つぶやいた。

「あ、あの、青あお葉ばくん。ちょっといいですか」

「………………」

「青あお葉ばくん？」

「……いえ、なんでもないです。どうぞ」

　彼かの女じよが何かの覚かく悟ごを決めるまでの数秒間を見ていたせいで、いざ声を掛かけられたときに反応できなかった。いじらしすぎる。大人っぽい服装なのに、そういうギャップで惑まどわしてくるのはやめてほしい。

　僕ぼくの様子に瀬せ尾お先せん輩ぱいは首を傾かしげていたが、そのまま話を進めた。

「さっき『取材は十分にできた』と言っておきながら、追加でお願いするのは申し訳ないんですけど……、小説のために協力してもらってもよろしいでしょうか」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは言いづらそうに、おずおずと訊きいてくる。なんだ。そんなことか。僕ぼくは「もちろんいいです。何するんですか？」と軽く言葉を返した。

　すると、彼かの女じよの視線が膝ひざに落ちていく。目を軽く細めながら、落ち着かない様子で眼鏡の位置を直していた。組んだ手がもじもじと動く。言いづらそうに唇くちびるが揺ゆれる。しばらく躊躇ためらったあと、彼かの女じよは静かに口を開いた。

「ひとつ、お聞きしたいことがあるんです」

「何でしょう」

「山やま吹ぶきさんのことです」

「灯あか里りちゃんのこと？」

　思わぬところで、灯あか里りちゃんの名前が出てきた。何だろうか。灯あか里りちゃんは瀬せ尾お先せん輩ぱいにいろいろとおかしなちょっかいを掛かけているし、それについての苦言だろうか。

　僕ぼくは幼おさな馴な染じみの悪あく癖へきを思おもい浮うかべていたが、彼かの女じよの知りたいことはそれではないようだ。いやまぁ、小説のために訊ききたい、って言ってるんだから違ちがってて当たり前だけど。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは静かに話を続ける。

「正確に言うと、青あお葉ばくんと山やま吹ぶきさんのことです。前も言いましたが、おふたりとも、とっても仲良しに見えます。カップルと間ま違ちがえてしまうほどに。それはこの数日、おふたりといっしょにいて、より強く感じました」

「……ええと」

　その前置きで、彼かの女じよが何を訊ききたいかがわかってしまう。つまり、彼かの女じよはこう質問したいのだ。

「おふたりは、どういうご関係なのでしょうか？」

「……………………」

　僕ぼくと灯あか里りちゃんがどういう関係なのか。答えはそれほど難しくない。瀬せ尾お先せん輩ぱいの眼めからどれだけ仲良く見えたとしても、僕ぼくと灯あか里りちゃんの関係は変わらない。昔も今も、何ら変化することはない。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは、再び視線を落としていた。拳こぶしをきゅっと握にぎり、僕ぼくの顔を見てはいない。肩かたに力が入っているのがわかる。彼かの女じよは、どんな答えを望んでいるんだろう。小説のためだと言っていた。この答えが小説に活いかされるのだろうか。

　僕ぼくは何も飾かざることなく、灯あか里りちゃんとの関係性を伝えた。

「幼おさな馴な染じみです。僕ぼくと灯あか里りちゃんは、幼おさな馴な染じみなんです」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが顔を上げた。その表情には何も感情を映しておらず、「幼おさな馴な染じみ」と呟つぶやく。

「小中高と学校が同じで、家も近所なんです。中学に上がった頃ころから疎そ遠えんになってたんですけど、最近、また話すようになって」

　そのきっかけは、青春の呪のろいだ。あれから再び、僕ぼくたちの関係性は始まった。けれど、さすがにそれを伝えることはできない。そのせいで、中ちゆう途と半はん端ぱなところで言葉が途と切ぎれる。

　そう、ですか。そう言う瀬せ尾お先せん輩ぱいの相あい槌づちも、どこか歯切れが悪い。彼かの女じよは何かを迷っているように見えた。言いにくそうに口を閉じている。

　けれど、意を決したように、顔を上げた。僕ぼくをまっすぐに見つめながら、真しん剣けんな表情で尋たずねる。

「青あお葉ばくんは、山やま吹ぶきさんのことをどう思っているんですか？」

「──────。これも、小説の取材……、なんですよね？」

「は、い」

　僕ぼくの問いに、詰つまったように瀬せ尾お先せん輩ぱいが答える。僕ぼくの眼めを見ていたのは数秒だけで、「あ、で、でも、答えたくないなら無理にとは言いませんので……」と気弱そうな声を出す。

　もしかすると、僕ぼくが怒おこっているように見えたのかもしれない。

　怒おこっているわけではない。どちらかというと、困ったのだ。

　僕ぼくが、灯あか里りちゃんをどう思っているのか。

　正直に、言うと。すんなりと言葉にできない。僕ぼくが彼かの女じよに抱いだいている感情は、僕ぼくが思っている以上に複雑で、一口で説明できるものではなかった。単純じゃない。かといって、それらすべてを曝さらけ出だせるほど、僕ぼくは思い切りのいい人間じゃないし、いくら瀬せ尾お先せん輩ぱいでもそれはしたくなかった。

　だから、確実に言えることだけを伝えた。

「僕ぼくが灯あか里りちゃんをどう思っているかっていうのは、正直、上手うまく説明できないです。ただ、もし彼かの女じよが何かに困っていたら、力になりたい。助けに行きたい。そう思っています」

　それは偽いつわらざる本音だ。彼かの女じよの力になりたい。困っていたら、助けになりたい。そういう約束を、小さいころに交かわした。たとえ、灯あか里りちゃんとの関係がどうなろうとも、僕ぼくはその約束を守ろうとするだろう。それは絶対だ。彼かの女じよが困っていたら、僕ぼくは絶対に助けに行く。

「────────────」

　僕ぼくの答えを聞いて、瀬せ尾お先せん輩ぱいは何も言わなかった。ただ黙だまって、僕ぼくの顔を見つめている。少しだけ目を瞠みはり、手は胸の前で重ねられていた。そう、ですか、という気のない返事が小さく浮うかんだ。

「……瀬せ尾お先せん輩ぱい？」

　僕ぼくが彼かの女じよの名前を呼ぶと、はっと目を瞬またたいた。

「あ、す、すみません……」

　落ち着かない様子で、自身の黒くろ髪かみを手で触ふれる。しばらくそうしていたが、緩ゆるやかに髪かみから手が離はなれた。彼かの女じよはゆっくりと僕ぼくの顔を見る。寂さびし気な笑えみを浮うかべて、静かに言葉を口にした。

「よく、わかりました。青あお葉ばくんが山やま吹ぶきさんをどう思っているのか……、とても、参考になりました。ありがとう、ございます」

　たどたどしく言葉を繫つなぎ、小さく微笑ほほえむ。しかし、その笑え顔がおは本当に寂さびしそうなものだった。







　それから数日。彼かの女じよは小説を書き続けた。「あとはもう書くだけ」という言葉通り、せっせと文章を作り上げた。元々、ある程度までは出来ていたらしいので、書き終わるまでそれほど時間は掛かからなかった。だが、そこからが長かった。

　彼かの女じよは何度も何度も見直し、少しでもよくしようとひたすらに粘ねばった。修正の繰くり返かえしだ。

　ずっと作業を続け、あったはずの余よ裕ゆうをすべて使い切った。「できました」と彼かの女じよの口から出たのは勝負の前日だった。しかも、完全下校時間ギリギリ。文芸部室の僕ぼくと灯あか里りちゃんの前で、瀬せ尾お先せん輩ぱいは物語を完結させた。

　しかし、予想外なことがひとつだけあった。

『図書室の奥おくに座すわる、髪かみの長い乙女おとめ。彼かの女じよこそが文学少女。文学少女が望む理想の出会いを果たし、彼かの女じよの物語を完結させろ』

　僕ぼくたちの青春ミッションの内容だ。文学少女と理想の出会いを果たし、そして物語は完成した。物語は完結した。だというのに、何も起こらなかったのだ。てっきり、〝青春ミッションボード〟を持った小こ春はるが現れると思っていたのに、そのようなことは一いつ切さいなかった。何もなかった。それどころか、小こ春はるは姿を見せなかった。

　青春ミッションが完かん了りようしないまま、僕ぼくたちは勝負の日を迎むかえる。
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「………………………………」

　中学三年生になってから初めて、僕ぼくは図書室に来ていた。宿題で使う本を、図書室に借りにきたのだ。

　そうして、久しぶりにそれを目にした。文芸部の文集、その感想を入れるためのボックスだ。横には埃ほこりをかぶった便びん箋せんが見える。

　三年生になって初めて出た文集を読んだとき、僕ぼくは愕がく然ぜんとした。僕ぼくが大好きだった成なる実み一いち木もくさんの名前がそこから消えていたからだ。今までの文集には、必ず名前が載のっていたのに。

　理由は簡単。成なる実み一いち木もくさんはもう卒業した。ただそれだけ。文集に名前が載のっていないのは当然だ。

　僕ぼくが一年生の時点で、すでにあの人は先せん輩ぱいだったわけで、僕ぼくが最上級生になればいなくなるのは当たり前だ。けれど、そんな当たり前をすっかり忘れていた。顔も声も知らない相手だからか、〝いつでも文集の中にいる人〟というふうに錯さつ覚かくしていたのかもしれない。

　もうあの人の小説を読むことはない。感想文を投とう函かんすることもない。この二年間で、何度も何度も送ったファンレターは、もう宛あて先さきが存在しない。ほかの人に感想文を書くこともないだろう。

「灯あか里りー、ちょっとこっち来てー」

「はいはい、何よー」

　少し離はなれた場所で、女の子が声を上げていた。それに返事をしつつ、近付いていったのは山やま吹ぶきさんだ。この二年間、ほとんど会話をした覚えのない、僕ぼくの幼おさな馴な染じみ。

　声が聞こえたから、つられてそっちを見ただけ。しかし偶ぐう然ぜん、山やま吹ぶきさんとばっちり目が合ってしまった。

「………………」

「………………」

　どちらともなく、目を逸そらす。挨あい拶さつだってない。そんなこと、ずっとしていない。

　僕ぼくは文集用の箱をしばらく見つめたあと、ゆっくりと図書室から出て行った。
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　青春ミッションがクリアにならないまま、瀬せ尾お先せん輩ぱいと立たち河かわ先せん輩ぱいの勝負の日を迎むかえる。

　夏休みを目前に控ひかえ、学校中がふわふわとした空気に包まれる中、それは人知れず行われた。このために瀬せ尾お先せん輩ぱいは頑がん張ばってきた。そしてそれは、立たち河かわ先せん輩ぱいも同じだろう。

　勝負の場は、文芸部室が選ばれた。人が多く入れて、人目につかない場所としてちょうど良かった。実際に全員入っても問題なかった。創研の部員は全部で十五人。文芸部の部員三人を含ふくんでも、部屋に収まる。

　今は全員が着席していた。テーブルの周りに椅い子すを並べ、囲むように座すわっている。文芸部の三人は並んで座すわり、真ん中に瀬せ尾お先せん輩ぱい、両りよう隣どなりに僕ぼくと灯あか里りちゃんが陣じん取どっている。向かいには立たち河かわ先せん輩ぱいが座すわっていた。

　普ふ段だんは集まっても三人程度の文芸部が、こうも賑にぎわっていると知らない部屋のようだ。面識のない人ばかりだから余計そう思う。居い心ごこ地ちは悪い。特に、創研の部員は全員が女子だったので、唯ゆい一いつの男としては居づらいものがあった。

「それでは、全員集まったので進めていきたいと思います」

　そう口を開いたのは、創研の副部長を務めている先せん輩ぱい。ショートボブで眼鏡を掛かけている女子。彼かの女じよは勝負の進行をしてくれるらしく、ちょうど真ん中の位置に座すわっていた。

　副部長さんは淡たん々たんとした口調で話を進める。

「ほら、すみれ。始まるよ」

　立たち河かわ先せん輩ぱいの隣となりに座すわっている女子が、立たち河かわ先せん輩ぱいの肩かたを揺ゆらした。ん……、という声とともに彼かの女じよは眠ねむたげに頭を搔かく。疲つかれ切きっている。彼かの女じよの目の下のクマははっきりと浮うかび上あがり、身体からだからは疲つかれが滲にじみ出でていた。座すわってからというもの、気がついたら船を漕こいでいた。きっとギリギリまで作業していたのだろう。

「勝負の内容を確かく認にんします。両部活の代表ふたりが提示した作品を両部員が読み、面おも白しろかった作品に投票する。その票数が多かった方が勝ち。いいですね」

　副部長さんが確かく認にんする。瀬せ尾お先せん輩ぱいは緊きん張ちようした様子ではい、と小さく答え、立たち河かわ先せん輩ぱいはこくりと頷うなずいた。その内容で問題ないはずだ。

「作品を読んだあと、全員が同じタイミングで面おも白しろかった方に投票します。投票には、手元にあるコインを使ってください。花の絵が描かいてある表が文芸部、何も描かかれていない裏が創研になります。それを机の上に置いてもらいます」

　コインは全員に一枚ずつ用意してある。机の上に置いてあった。コインの隣となりには、瀬せ尾お先せん輩ぱいたちの原げん稿こうのコピーが並んでいる。二種類の原げん稿こう。漫まん画がと小説。僕ぼくたちが今から読んで、審しん査さする作品だ。瀬せ尾お先せん輩ぱいの原げん稿こうの量は多い。小説だから、どうしてもページ数が多くなって分厚くなる。それはいい。気になるのは、立たち河かわ先せん輩ぱいの原げん稿こうも厚みを持っていることだった。

「すみれ、これって何ページ描かいたの？」

「二十八ページ」

「三週間なかったのに？　うそぉ……」

　立たち河かわ先せん輩ぱいたちの会話が聞こえる。立たち河かわ先せん輩ぱいの漫まん画がは二十八ページもあるらしい……、どうりで厚いわけだ。まさか、そんなに描かいてくるとは思わなかった。相当無理をしたんじゃないだろうか。今も立たち河かわ先せん輩ぱいは眠ねむそうに目を擦こすっている。

「それでは、手元にある原げん稿こうを読み進めてください。全員が読み終わり次し第だい、投票の時間に移行したいと思います」

　副部長さんの言葉に、両部員が一いつ斉せいに原げん稿こうを手に取った。先にページ数が多い方を片付けようと思ったのか、何人かが小説を手に取る。それにつられて、周りの生徒も小説を持った。僕ぼくも先に、瀬せ尾お先せん輩ぱいの小説を握にぎる。

　緊きん張ちようする。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいのこれまでの努力の成果だ。僕ぼくたちも協力した取材の結果も、この小説に詰つまっている。この作品が文芸部のこれからを握にぎっていると思うと、どうしても緊きん張ちようが生じる。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが勝てば、文芸部には数人の部員が入部し、これから先、手伝いをしてもらえる。今までの心配事が解消される。しっかりした文集ができるだろうし、文化祭も無理なく参加できるだろう。

　立たち河かわ先せん輩ぱいが勝てば、文芸部はこの部室を失う。瀬せ尾お先せん輩ぱいの思い出や思い入れが詰つまり、今までずっと文芸部の部室として使われていた部屋が消える。たくさんの文集は、味気なく段ボール箱に仕し舞まわれる。

　この作品がそれを左右する。どうなのだろうか。面おも白しろいのだろうか。僕ぼくも灯あか里りちゃんも、事前にこの作品を読めなかった。「未完成のものを見せるのは恥はずかしいから」という理由で途と中ちゆう経過は見せてもらえなかったし、完成したのも昨日の下校時間直前。慌あわてて下校したので、印刷する時間もなかった。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは結局ペンネームを教えてくれなかったので、文集を読んでも、どれが先せん輩ぱいの作品かわからない。

　すなわち、僕ぼくが瀬せ尾お先せん輩ぱいの小説だと意識して読むのは、今初めて。灯あか里りちゃんもだ。緊きん張ちようもする。ただ、意外にも瀬せ尾お先せん輩ぱいは落ち着いていた。普ふ段だん通り、気負いなく立たち河かわ先せん輩ぱいの作品に目を通している。少しでも見習うために深呼吸をし、僕ぼくは最初のページを開いた。

　……………………。

　高校生の女の子の視点で始まる小説だ。彼かの女じよには、中学時代から気になる同級生の男の子がいた。高校に上がると同時に、彼かれを好きであることを自覚する。

　しかし、気持ちを伝えられないまま日々は過ぎ、彼かれは大学進学と同時に地元を離はなれることになった。その卒業間ま際ぎわ。告白しようと彼かれを呼び出し、彼かの女じよたちは遊園地へ遊びに行く。けれど、結局少女は気持ちを伝えることはできなかった。何も伝えられないまま、彼かれは遠くに行ってしまう。

　そんな彼かれと彼かの女じよの物語。主人公である少女の心の動きや葛かつ藤とう、彼かれへの想おもいと何もできない自分への苛いら立だちが丁てい寧ねいに描えがかれていた。甘あま酸ずっぱいふたりのやりとりは心ここ地ちよく、上手うまくいきそうでいかないところは非常にやきもきする。

　……面おも白しろい。ひいきなしにそう思った。描びよう写しやがとてもいい。目の前にあるかのように感じる、深く繊せん細さいな文章だった。うちの学校を舞ぶ台たいにしている、とすぐにわかる書き方で、遊園地の描びよう写しやも自分の記き憶おくを振ふり返かえるかのようだった。それがくどくなく描えがかれている。惹ひきこまれる。魅み力りよくのある文章で、少年少女の青春がそこにあった。

　前に瀬せ尾お先せん輩ぱいは「自分が体験したことでないと上手うまく書けない」と言っていたが、それには誤りがあると思う。おそらくここは想像なんだろう、という部分も無理なく描えがかれている。きちんと書いてある。ただ、体験した部分が異様なまでに突とつ出しゆつした描びよう写しや力りよくというだけで、特に問題は感じなかった。

　自転車に二人乗りするシーンや遊園地のシーンは、取材してよかったと思うほどに濃のう密みつだった。

　よかった。面おも白しろかった。素す直なおにそう思う。これは身内びいきではなく、はっきりと良いいものだと言える。ラストは切なさに胸がきゅっとした。満足感を覚えながら顔を上げると、ちょうど読み終わった灯あか里りちゃんと目が合う。こくっと力強く頷うなずいた。手応えを感じている。

　周りを見み渡わたしてみると、似たようなタイミングで読み終えた人が多い。じっと原げん稿こうを見つめる人、ほう、と心ここ地ちよいため息を吐つく人、「面おも白しろいな……」と声を出さずに呟つぶやく人。

　反応は良好だ。それはそうだ、実際に面おも白しろいのだから。自分が書いたわけでもないのに、すごく誇ほこらしくなる。

　そして、同時に気が付いた。

　この文章、この書き方、この描びよう写しや。いくら僕ぼくが小説に明るくないといえど、さすがに気が付く。大好きな人の文章だ、どうあっても気付いてしまう。

　瀬せ尾お未み咲さき先せん輩ぱいは、『成なる実み一いち木もく』だ。間ま違ちがいなかった。立たち河かわ先せん輩ぱいが言っていたことは本当だったのだ。僕ぼくは瀬せ尾お先せん輩ぱいの横顔を見つめる。彼かの女じよは作品に目を落としていて、僕ぼくの視線には気付いていない。それとも、気付かぬふりだろうか。

　なぜ。なぜあんな噓うそを。彼かの女じよが『成なる実み一いち木もく』であることを隠かくした理由がわからず、僕ぼくは問いただしたい気持ちに駆かられる。

　しかし、それをするのは今ではないのだろう。気持ちを切きり替かえる。

「……………………」

　立たち河かわ先せん輩ぱいの二十八ページの漫まん画がだ。こちらを手に取る。今度は先ほどとはまた違ちがった緊きん張ちようが身体からだを支配していた。この作品がとても優すぐれていたら、瀬せ尾お先せん輩ぱいの作品より面おも白しろかったらどうしよう。そんな不安が襲おそってくる。たとえ、どんなに瀬せ尾お先せん輩ぱいの作品が面おも白しろかろうと、立たち河かわ先せん輩ぱいがその上をいけば意味がない。彼かの女じよの作品が劣おとることを祈いのるしかなかった。

　緊きん張ちようしながら、一ページ目を捲めくる。ぐ、と声が漏もれそうになった。

　……上手うまい。絵が上手うまい。少年漫まん画がと少女漫まん画がのちょうど中間のような絵え柄がらで、魅み力りよく的てきだった。丁てい寧ねいに描えがかれた一ページ目に惹ひきつけられる。短期間で描かいたとは思わせない、完成度の高いものだ。一度、息を吐はく。落ち着いてから物語に目を通す。

　小学校高学年の少年が主人公のお話だった。彼かれは毎年、夏に家族で田舎いなかに帰る。そこで夏祭りに遊びに行く。その夏祭りでひとりの女の子と出会った。彼かれは少女と交流するようになり、徐じよ々じよに仲良くなった。

　それからというもの、毎年、夏に田舎いなかへ帰るときは、彼かの女じよと遊ぶのが少年の楽しみになっていた。毎年毎年、少女と会って夏祭りに行く。毎年恒こう例れいの行事。

　だが、少年は気付いた。ある年を境に、少女の見た目が成長していないということに。

「………………」

　面おも白しろい。どうしても面おも白しろいと感じてしまう。綺き麗れいな絵え柄がらもそうだけど、話に惹ひきこまれる。次、次、とページを捲めくってしまう。何てことだろう。面おも白しろいと感じているのに、その感情に苦虫を嚙かみ潰つぶしそうになる。面おも白しろくては困るからだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいより面おも白しろいのは困る。勝負に負けるのは困る。

　しかし、面おも白しろい。どうなるんだろう、というわくわくした思いと、面おも白しろくならないでくれ、という矛む盾じゆんめいた思いが混ざり合っていた。

　どうだろう。どちらが面おも白しろいかと訊きかれれば、とてもいい勝負だ。結末次し第だいではひっくり返りかねない。

　立たち河かわ先せん輩ぱいが上だと感じてしまえば、瀬せ尾お先せん輩ぱいに投票するわけにはいかない。立たち河かわ先せん輩ぱいが勝負を持もち込こんだとき、灯あか里りちゃんが苦言を呈ていした。創研に有利すぎるのではないか。瀬せ尾お先せん輩ぱいの作品の方が面おも白しろくても、創研に投票するんじゃないか、という心配だ。

　それに対し、立たち河かわ先せん輩ぱいは「信用してくれ」と言っていた。なら、自分たちがそれをするわけにはいかない。

　ただ、その心配は最後の四ページで消えた。

「………………」

　開いた瞬しゆん間かんに面めん食くらう。物語に没ぼつ頭とうしていただけあって、それを開いた瞬しゆん間かんに力が抜ぬけた。熱が冷めるのを感じる。

　最後の四ページ。クライマックスであり、物語の結末となるこの数ページが──白かったのだ。演出ではない。それまできちんと施ほどこされていたトーンやベタが、忘れ去られたかのように消えている。人物の黒いペン以外は真っ白だ。今まで丁てい寧ねいに描えがかれていただけに、この反動は大きい。大事なシーンなのに、画面が白いことばかりに気を取られる。話に集中できない。

　……やはり、無理があったのだ。漫まん画がを描かくのにどれほど時間が掛かかるかは、僕ぼくにはわからない。計算できない。しかし、この短期間では不可能だった。先にタイムアップが来てしまった。最後の最後で力ちから尽つきてしまったのだ。立たち河かわ先せん輩ぱいのボロボロ具合から察するに、どれだけ厳しいスケジュールをこなしてきたかは想像できる。しかし、それでも間に合わなかった。最後の四ページが埋うめられなかった。

　僕ぼくはその原げん稿こうを閉じる。面おも白しろかった。間ま違ちがいなく面おも白しろかった。けれど、最後の最後でケチがついた。これがきちんと完成していたら、全く違ちがう感想だっただろう。

　顔を上げる。他の人の表情が、「面おも白しろかったけど惜おしかった」と語っている。そう。惜おしかった。……正直言って安心した。これならば、瀬せ尾お先せん輩ぱいの作品の方が一枚上をいく。立たち河かわ先せん輩ぱいの作品が完成していたらきっと悩なやむことになっただろうが、現状なら瀬せ尾お先せん輩ぱいが間ま違ちがいなく上だ。瀬せ尾お先せん輩ぱいの勝ちだ。明らかな差がある。

「……皆みなさん。そろそろ読み終わったようですね。投票の時間に移っても大だい丈じよう夫ぶですか」

　副部長さんが声を上げる。全員読み終わったようだ。作品を置いて、副部長さんに目を向けている。立たち河かわ先せん輩ぱいは無表情で机の上の作品を見つめていた。瀬せ尾お先せん輩ぱいは目を瞑つぶって、ただ背筋を伸のばしている。

「大だい丈じよう夫ぶのようですね。では皆みなさん、コインを手に取ってください。そして、面おも白しろかった方に投票してください。花の絵が描かいてある表が文芸部、裏が創研です。わかりましたね。それでは、投票をお願いします──」

　彼かの女じよの言葉通り、僕ぼくたちは思い思いのコインを机の上に置いた。かたんかたん、とコインの音が鳴る。静かに鳴なり響ひびく。瀬せ尾お先せん輩ぱいと立たち河かわ先せん輩ぱいを除く、十六枚のコインが出で揃そろった。全員の投票が完かん了りようした。

　机の上に並べられたコイン。

　表なら瀬せ尾お先せん輩ぱい。裏なら立たち河かわ先せん輩ぱい。投票数の多い方が勝ち。面おも白しろかったと多く思われた方が勝ち。

　全部のコインが出で揃そろい、僕ぼくたちの目に触ふれたとき。

　その光景はとても予想外のもので──ある意味、予想通りのものだった。

「……すべて出で揃そろいましたね。投票の結果は──、文芸部が二票。創研が十四票。よって、創研の勝利となります」

　そう。

　並べられたコインは、そのほとんどが裏を向いていた。何も描かかれていない方が晒さらされていた。花が咲さいたのは二枚。僕ぼくと、灯あか里りちゃんの二枚だけ。

　あとはすべて立たち河かわ先せん輩ぱいに票が入った。

「ちょ、ちょっと待ってよ、こんなのおかしいわよ！」

　灯あか里りちゃんが立ち上がり、戸と惑まどいの声を上げた。周りの部員に目を向け、抗こう議ぎする。

「立たち河かわ先せん輩ぱいの方が上だっていうの？　確かに面おも白しろかったわ。すごくよかったと思う。でも、あの白いページは致ち命めい的てきよ。クライマックスであれじゃあ、作品の質は落ちたでしょう。それなのに、瀬せ尾お先せん輩ぱいがここまで一方的に負けるなんて、裏があるとしか思えないわよ！」

　灯あか里りちゃんは机に手を置き、険しい顔つきで声を荒あらげる。不正があった、と主張する。出で遅おくれてしまったけど、僕ぼくも彼かの女じよに賛同した。

「僕ぼくもそう思います。これは純じゆん粋すいな投票の結果とは思えません。立たち河かわ先せん輩ぱいの作品も面おも白しろかったですが、瀬せ尾お先せん輩ぱいに一票も入らないのは納なつ得とくいきません。少なくとも、満まん場じよう一いつ致ちは不正を感じます。皆みなさんの表情を見れば、それはよくわかります」

　僕ぼくの言葉に、創研部員は慌あわてたように目を逸そらす。コインを置いたあと、彼かの女じよたちは一様に気まずそうな表情を浮うかべていた。ちらりと立たち河かわ先せん輩ぱいを窺うかがったあと、恐おそる恐おそるコインを置いた人もいる。

　彼かの女じよたちの様子はおかしい。投票結果がわかったあと、だれも声を上げなかったのがその印象を強める。少しは喜ぶべきだ。こちらに気を遣つかっていたとしても、無反応なのは違い和わ感かんが残る。まるで、結果が最初からわかっていたかのようだ。

　創研部員が何も言わない中、灯あか里りちゃんは続けて声を上げる。

「立たち河かわ先せん輩ぱい、わたしに言いましたよね。こんな勝負、創研に有利過ぎるんじゃないかって言ったとき、『信用してよ』って。それはフェアなジャッジをするという意味だと思ってたのに、そうじゃなかったんですか。あれは噓うそだったんですか、立たち河かわ先せん輩ぱい！」

　灯あか里りちゃんは不正を追つい及きゆうする。立たち河かわ先せん輩ぱいに言葉を叩たたきつける。それを受けても、立たち河かわ先せん輩ぱいは表情を変えなかった。腕うでを組んで背もたれに身体からだを預け、静かに目を瞑つぶっている。その目がそっと開けられた。机の上に目を向け、彼かの女じよは平へい坦たんな声こわ色いろで言う。

「えぇ、言ったわ。だから何？」

「────っ」

　短く、そして的確な返事だった。灯あか里りちゃんは何も言えなくなる。ぐっと、声を詰つまらせる。そこを狙ねらったかのように、立たち河かわ先せん輩ぱいは言葉を重ねた。

「そもそも、『面おも白しろかった』っていう曖あい昧まいな概がい念ねんに文句を言われる筋合いはないわ。数字が出るわけでもなし、そこは主観でしか語れない部分でしょ。ほかの子はわたしの作品が面おも白しろいと思った。それを否定する方法はあんたにはないわ。ただそれだけの話よ」

　悪びれもせず、彼かの女じよはあっさりそう言う。これでは不正があったと認めているようなものだ。そのうえで、この結果は否定できないと彼かの女じよは言っている。ある種の開き直り。だから何？　という言葉があまりにも重い。

　僕ぼくは呆あつ気けに取とられた。灯あか里りちゃんも同じだ。立たち河かわ先せん輩ぱいの態度に呆ぼう然ぜんとする。しかし、すぐにキッと立たち河かわ先せん輩ぱいを睨にらみ付つけた。このまま黙だまって引き下がるわけにはいかない。灯あか里りちゃんは拳こぶしに力を入れて、より声を張り上げた。

「そんなの、そんなのおかしいわよ！　こんなんで納なつ得とくできるわけが──！」

「いいえ、山やま吹ぶきさん。もういいです。もう、いいんです」

　灯あか里りちゃんを制したのは、ほかならぬ瀬せ尾お先せん輩ぱいだった。静かな声でそう言い、灯あか里りちゃんの袖そでを引っ張ることで、抗こう議ぎは止まった。瀬せ尾お先せん輩ぱいが止めた。感情が見えない無表情で、灯あか里りちゃんの袖そでを摑つかんでいる。混乱するのは灯あか里りちゃんだ。戸と惑まどいを隠かくせず、「な、なんで？　わかってるの、未み咲さき先せん輩ぱい。負けたらどうなるかわかってるんですか？」と動どう揺ようする。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは答えずに立ち上がる。そして、部室に置いてある棚たなに近付いたかと思うと、何かを取って戻もどってきた。それを僕ぼくと灯あか里りちゃんの前にそっと置く。僕ぼくと灯あか里りちゃんに一枚ずつ置いていく。

「あんなに協力してもらったのに、本当にごめんなさい。あなたたちを巻まき込こんでごめんなさい。でももう、いいんです。ありがとうございました」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは顔を上げ、灯あか里りちゃんに微ほほ笑えみかける。寂さびしい笑えみだった。見ているだけで悲しくなるような。同じ表情で、「青あお葉ばくんも」と僕ぼくに顔を向ける。視界の端はしで立たち河かわ先せん輩ぱいが、ふぅ、と息を吐はくのが見えた。終わった、と言わんばかりの表情で。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが置いた用紙は、入部届だった。僕ぼくと灯あか里りちゃんの名前が書かれた入部届。本来なら、顧こ問もんの先生に渡わたしてあっただろう用紙だ。

「瀬せ尾お先せん輩ぱい……、これ、提出してなかったんですか……？」

　僕ぼくは力のない声で問う。これが受理されてないなら、僕ぼくたちは文芸部ではない。入部していないことになる。

「おふたりの気持ち、本当に本当に嬉うれしかった。目の前が明るくなったようでした。ですが、お気持ちだけいただきます」

　彼かの女じよは静かに微ほほ笑えみながら、そんなことを言う。まるで、すべてが終わったかのように言う。

　……なんだ。なんだこの展開は。この終わり方は。納なつ得とくできる状じよう況きようではない。少なくとも、僕ぼくと灯あか里りちゃんは断固抗こう議ぎをしようとしているのに、そんな僕ぼくたちを置いていくようだった。

　それに加えて、この入部届だ。さっきから何が何だか、もうわからなかった。まるで蚊か帳やの外だ。僕ぼくたちだけが取り残されている。いや、実際。僕ぼくと灯あか里りちゃんは部外者なのだ。文芸部ではないのだから。

　灯あか里りちゃんははっとした表情になる。瞳ひとみを揺ゆらす。瀬せ尾お先せん輩ぱいに目を向けた。図はからずも、僕ぼくも同じタイミングで気が付いた。瀬せ尾お先せん輩ぱいに訊ききたい言葉を、灯あか里りちゃんが先に口に出す。

「未み咲さき先せん輩ぱい……、まさか、最初からこうなるとわかって……？」

　灯あか里りちゃんの問いかけに、瀬せ尾お先せん輩ぱいはすぐには答えない。視線を前に向けたまま、「本当に申し訳ないと思っています」と小さな声で告げた。それが答えだった。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは、最初からこうなるとわかっていたのだ。この展開を知っていた。

　それは、立たち河かわ先せん輩ぱいも。

　そう考えると、今までの違い和わ感かんが一気に払ふつ拭しよくされる。わからなかったことが答えとして光る。

　おかしいと思うところはいくつもあった。

　すべてが繫つながる。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは最初からこの勝負に勝てないとわかっていた。だから、僕ぼくと灯あか里りちゃんがどれだけ「勝ってください」と言おうとも、彼かの女じよは勝つ、とは絶対に言わなかった。勝ちたい、とすらも。最初は自信がないのかと思った。そうではない。勝とうとすら、思っていなかったのだ。

　立たち河かわ先せん輩ぱいの悪口を言っていた僕ぼくに、瀬せ尾お先せん輩ぱいは言った。




『わたしにも背景があるように、立たち河かわさんにもこの勝負をする背景がある。描かくか、書くか。わたしたちの違ちがいはそれくらいなんですよ』




　そう。彼かの女じよはそう言っていたではないか。立たち河かわ先せん輩ぱいにも背景がある。そして、瀬尾先輩にも背景がある。

　……気が付くべきだった。瀬せ尾お先せん輩ぱいが立たち河かわ先せん輩ぱいの話をしたときに。立たち河かわ先せん輩ぱいの背景を知ったときに。

　立たち河かわ先せん輩ぱいの背景である、漫まん研けんを追い出された可哀かわい想そうな人たちの話を聞いて、瀬せ尾お先せん輩ぱいはどう思ったか。広い部室が使いたくても使えない人たちがいるのに、広い部室を自分ひとりで使っていて何も思わないわけがない。やさしい瀬せ尾お先せん輩ぱいが何とも思ってないわけがない。一度、「罪悪感がある」とはっきり口にしていたではないか。




『二年生になってからは、ずっとひとりでしたから……、寂さびしかったです。ひとりで部室に来て、ひとりで小説を書いて、ひとりで鍵かぎを閉めて……。辞やめようかとも思いました。たったひとりで、広い部室を使うのも罪悪感がありましたし、来年部員が入るかどうかもわかりません。でも、だからこそ。思い出の場所だからこそ、残しておかなきゃ、って思っていたんです……』




　この言葉にすべてが集約されていた。思っていたんです。……あのときの違い和わ感かんの正体がようやくわかった。過去形ではないか。

　彼かの女じよはひとりで部室を使うことを申し訳ないと思う反面、簡単に部室を明あけ渡わたすわけにもいかないとも思っていた。それは立たち河かわ先せん輩ぱいに直接告げている。

　伝統もある。思い出もある。自分の代で、自分の意志で変えてしまうのは嫌いやだ、と。

　しかしそれは。

　逆に言えば、自分の意志でなければいい、ということになる。

　だから、立たち河かわ先せん輩ぱいは勝負を持ちかけた。お互たがいに最も欲ほしいものを賭かけて。瀬せ尾お先せん輩ぱいのことをわかっていたから。こうなるとわかっていたから。

　実際、部員がたったひとりの文芸部に、立たち河かわ先せん輩ぱいの提案は魅み力りよく的てきだったはずだ。この状じよう況きようを改善できる逆転策。部のために戦い、その結果負けて部室を明あけ渡わたすことになっても──言い訳が立つ。本当に必要な人に部室を渡せる口実ができる。

　文芸部の部長、瀬せ尾お未み咲さきは部を救うために勝負を行い、そして負けた。そのために部室は創研に持っていかれた──、という構図を作りたかった。

　今思えば、勝負を持もち掛かけられたとき、瀬せ尾お先せん輩ぱいの物分かりは妙みようによかった。そんな性格じゃないだろうに、ぽんぽんと勝負に乗った。思い出す。立たち河かわ先せん輩ぱいの目を見ながら、「……あぁ」と納なつ得とくしたように声を上げた瀬せ尾お先せん輩ぱい。あそこで立たち河かわ先せん輩ぱいの意図を汲くみ取とっていた。

　あのとき、立たち河かわ先せん輩ぱいは勝負を持もち掛かけたのではない。この結果を持もち掛かけたのだ。彼かの女じよたちは対立していたわけじゃない。協力関係にあった。言わば、共犯だったのだ。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいも立たち河かわ先せん輩ぱいもすべてわかった上で、この勝負を持もち掛かけ、そして受けた。こうなることがわかっていたから、僕ぼくたちの入部届も提出しなかった。

　ならば、この勝負は。

　文芸部の瀬せ尾お先せん輩ぱいと、創研の立たち河かわ先せん輩ぱいが挑いどんだこの勝負は、言い訳を作るための戦いだった。勝敗が決まっていた見せかけの戦い。勝負というより儀ぎ式しきだ。

　言ってしまえば、壮そう大だいな茶番劇──。

「……未み咲さき先せん輩ぱいは、これでいいんですね」

　灯あか里りちゃんの抑よく揚ようのない声が聞こえる。彼かの女じよの表情にもう怒いかりはない。寂さびしそうにしているだけで、瀬せ尾お先せん輩ぱいを見つめる目は穏おだやかなものだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいが「はい。これでいいんです」と笑うと、ようやく灯あか里りちゃんも小さく笑った。静かに着席する。それに倣ならうように、瀬せ尾お先せん輩ぱいも自分の席へ戻もどった。

　騒さわいだのは僕ぼくと灯あか里りちゃんだけ。これはすべてが決まっていた勝負。創研の八や百お長ちようが最初から決まっていた勝負。僕ぼくたちが騒さわぐ必要なんて、全くなかったんだ。

　納なつ得とくしている。瀬せ尾お先せん輩ぱいも、立たち河かわ先せん輩ぱいも、そして創研の部員たちも。灯あか里りちゃんも瀬せ尾お先せん輩ぱいがいいと言っているなら、納なつ得とくせざるを得ない。みんなが望んだ結果だからだ。曲がっていながらも、どこかまっすぐなこの状じよう況きようは、みんな幸せになるために必要なんだろう。

　だれも声を上げなくなったのを確かく認にんしてから、副部長さんがゆっくりと再開する。

「……ええと。もう大だい丈じよう夫ぶでしょうか。では、改めて。文芸部が二票。創研が十四票。よって、創研の勝利となります。なので、文芸部は──」

「──待ってください」

　彼かの女じよの声がぴたりと止まる。再び、部室の中が静まり返る。今の声は、僕ぼくの声だ。気が付けば声を発していた。全員の視線が突つき刺ささるのを感じながら、僕ぼくは立ち上がる。

「納なつ得とくできません。この結果はおかしいです。撤てつ回かいを要求します」

「……あんたねぇ」

　僕ぼくの感情のこもっていない言葉に、立たち河かわ先せん輩ぱいはうんざりとした声を上げる。腕うで組ぐみしたまま、心底疲つかれたように僕ぼくを見た。ため息を吐つく。瀬せ尾お先せん輩ぱいも、「青あお葉ばくん」と心配そうな目で見上げていた。

「あんたもバカじゃないでしょうよ。一から十まで説明しなくても、もうわかっているでしょ。全員が納なつ得とくしてんのよ。少なくともあんた以外は。これ以上、場を乱してもいいことないわよ」

「……僕ぼくも、そう思います。何も言わない方がいいんだろうなって、わかります」

　彼かの女じよは不可解そうに眉まゆを顰ひそめる。しかし、僕ぼくも言わずにはいられなかった。

「今、全員が納なつ得とくしているって言いましたけど。あなたは本当にこれで納なつ得とくしているんですか──立たち河かわ先せん輩ぱい」

「は？」

　僕ぼくの言葉に、立たち河かわ先せん輩ぱいはきょとんとした。何を言っているんだこいつは、と不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめる。

「何言ってんのよ。納なつ得とくしているに決まっているじゃない。これはあたしが望んだことよ。ベストな形よ。これでいいに決まっているじゃない」

「なら訊きかせてください、先せん輩ぱい──。

　なぜ、立河先輩はこんなにも一生懸命、作品を作ったんですか」

　立たち河かわ先せん輩ぱいはぴくりと眉まゆを動かす。言葉に詰つまる。反射的に言い返そうとして失敗し、「な、なんでって……」と珍めずらしく歯切れが悪くなった。僕ぼくは視線を瀬せ尾お先せん輩ぱいに移す。

「瀬せ尾お先せん輩ぱいもです──。最初から負けるとわかっていたのに、なぜあんなにも真しん剣けんに作品を書いたんですか。僕ぼくたちと協力して、わざわざ取材にも行って。真しん剣けんに、一いつ生しよう懸けん命めいに。勝負が決まっているなら、出来なんて関係ないはず。適当に書いてもよかったはずなのに」

「な、なんで、と、言われても……」

　ふたりは同じように言葉を濁にごした。あぁそうだ。このふたりは性格や容姿は正反対なのに、根幹は似ている。創作に対しての心構えが。

　書くか、描かくかの違ちがい。本当にその通りだ。

「ふたりとも、中ちゆう途と半はん端ぱができなかったんでしょう。勝敗がわかっている勝負でも、適当なものを書いて終わり、にはできなかった。やるからには徹てつ底てい的てきに、自分が納なつ得とくするものを書きたかった。だから、休みを潰つぶしてでも、大変な思いをしてでも、真しん剣けんに作品作りに挑いどんだ。この偽いつわりだけの勝負の中で、あなたたちの作品だけが本物だった。

　そして、立たち河かわ先せん輩ぱいには思おも惑わくがあったはず。立たち河かわ先せん輩ぱい。あなたは、瀬せ尾お先せん輩ぱいに本気で勝つつもりで、この作品を描かいたんじゃないですか」

　立たち河かわ先せん輩ぱいの肩かたがぴくりと動く。彼かの女じよは無表情で僕ぼくを見つめた。腕うで組ぐみをほどいて、前まえ屈かがみになる。彼かの女じよのツインテールが揺ゆれて、肩かたに当たるのが見えた。僕ぼくは構わずに進める。

「あなたが勝てば、何も問題はないからです。この勝負は茶番じゃなくなる。真しん剣けんに勝負して、その結果で部室がもらえるならその方がいい。だから、あなたは努力した。休みも返上して部室にこもって、そんなにもボロボロになって。辛つらい、って言ってましたよね。ろくに寝ねてないのもわかります。だけど、そうまでしてあなたは瀬せ尾お先せん輩ぱいに勝ちたかったんです──そうしたら、八や百お長ちようじゃなくなるから。後ろ暗いことは何もなくなるから。あなたは納なつ得とくできるから。もう一度訊ききます、立たち河かわ先せん輩ぱい。あなたは本当に、納なつ得とくしているんですか」

　その問いかけに、彼かの女じよは机を叩たたくことで答えた。立ち上がり、僕ぼくをすごい形相で睨にらみ付つける。怒いかりで顔を赤くしていた。「生意気言ってんじゃないわよ、一いち年ねん坊ぼう」と冷たい声で言い放つ。

「どうでもいいわよ、あたしが納なつ得とくしたかなんて！　あたしが勝った、これで終わりよ！　それでいいでしょうが！　文句言うだけならまだしも、余計な詮せん索さくしてんじゃないわよ！」

　彼かの女じよが声を荒あらげる。苛いら立だちを隠かくそうともせず、険しい表情で叫さけぶ。それを見て、僕ぼくもカァッと熱くなる。どうでもいいなんて言われたせいだ。僕ぼくはそれにどうしても納なつ得とくがいかない。

　そう、僕ぼくだって納なつ得とくしていない。彼かの女じよと同じく。こんなふうに作品が片付けられることに、納なつ得とくいくはずがない。

　僕ぼくはもう知ってしまっている。彼かの女じよたちがどんな思いで、作品を作っているのかを。

「ふざけないでください！　それが何より、何より大事なはずでしょう!?　どれだけ憎にくまれ口ぐちを叩たたこうと、こんなやり方をしようとも！　あなたは作品作りに対してはまっすぐだった！　先せん輩ぱい、僕ぼくに言いましたよね。描かきたいから描かく。描かかずにはいられないって。しんどいって言いながら、キツいスケジュールを組みながら、それでも漫まん画がを描かく先せん輩ぱいは格好良いとさえ思った！　自分の好きなものに全力で取り組む姿勢を心底羨うらやましいと思った！　その結果、あんなにすごい作品を描かけたっていうのに、最後の最後、こんな形で汚けがすんですか!?　全力でやった、最後までやった、それだけで十分じゃないですか！」

　僕ぼくは自分の思いをぶちまける。これは僕ぼくのわがままかもしれない。こうあってほしい、というわがまま。

　しかし、言わずにはいられなかった。どうしてもそこだけが納なつ得とくいかなかった。あんなにもまっすぐな人が、最後の最後で捻ねじ曲まげるなんて。彼かの女じよが心底納なつ得とくしているとは、とても思えなかったのだ。

　そして、それはやはり。立たち河かわ先せん輩ぱいの痛いところを突ついたらしい。彼かの女じよは露ろ骨こつに顔を歪ゆがめる。険しい表情でさらに眼光を鋭するどくさせ、僕ぼくを真っ向から射い抜ぬく。幼い見た目と裏腹に、顔には怒いかりがしっかり浮うかび上あがっていた。

「ふざけんじゃないわよ……！　それができれば、それができればあたしは最初から……ッ！　あたしは負けるわけにはいかないのよ！　とっくの昔に自分の都合でここにいるわけじゃない……！　そうよ、本当は自分の力で勝ちたかった！　だから二十八ページも描かいた、描かくしかなかった！　無茶なスケジュールだろうと、苦しかろうと、瀬せ尾おの小説に勝つにはこれくらいしなくちゃいけなかった……！　自分の都合だけで動いているなら、あんな漫まん画が、本当は見せたくもなかった！　創作をやらないあんたにはわからないでしょうけど、あんな中ちゆう途と半はん端ぱな出来で人に見せるのが、どれだけ、どれだけ……ッ！」

　彼かの女じよは胸を押おさえ、呻うめくように言う。苦しそうに言う。彼かの女じよの悲痛な声が部室内に響ひびき、床ゆかに落ちて散っていく。彼かの女じよの本音が溢あふれていく。立たち河かわ先せん輩ぱいは机に両手を突つき、感情的な声を叩たたきつけた。

「どうだっていいのよ、そんなこと！　あたしのことなんて何もかもどうでもいい！　この勝負に負けなきゃ、それでいいのよ！　あたしたちはただ創作がしたかっただけなのに、漫まん研けんから追い出された。これだけでも笑えるっていうのに、集まる場所さえなくなったら、どうしろっていうのよ。救われないでしょうが！　この部屋はあたしたちに必要なのよ……！　そのためなら、あたしがどれだけ削けずられようと知っちゃこっちゃないし、あんたにも関係ない！　関係ないのよ！　部外者でしかないあんたが、あたしのことなんて気にしてんじゃないわよッ！」

　立たち河かわ先せん輩ぱいは激げき昂こうを重ねる。納なつ得とくしていないことを認めながらも、それでもどうでもいいと吐はき捨すてる。

　彼かの女じよが守りたいのはただ一点。創研の人たちだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいが言っていた、立たち河かわ先せん輩ぱいの背景を思い出す。彼かの女じよは派は閥ばつ争いでイジメられていた部員を守るために前へ出て、結局その派は閥ばつの人たちと漫まん研けんから出てきた。追い出された。彼かの女じよが今こうしているのも、その人たちのためなのだ。

　救われないと彼かの女じよは言う。このままでは、彼かの女じよたちが救われない。しかし、それは立たち河かわ先せん輩ぱいだって同じだろう。彼かの女じよこそ救われない。あれだけの思いをして作品を作り、しかし、力が及およばなかったからと八や百お長ちようで勝利する。彼かの女じよはそれをずっと引きずる。下手をすれば、一生。少なくとも、この方法でこの部室を手に入れれば、ここにいる間はその思いがずっと残る。

「……そんな思いをして、プライドをズタズタになるまで引ひき裂さいて、『ズルをして勝った』という結果を引きずりながら、あなたは次の作品をここでみんなと書くんですか。後ろめたさを感じながら、卒業までずっと」

　本当に。

　立たち河かわ先せん輩ぱいがただの憎にくむべき相手だったら、僕ぼくはこんなことを言わずに済んだ。背景を知ったから、立たち河かわ先せん輩ぱいを知ったから、僕ぼくは言わずにいられない。

　このままでは、彼かの女じよが苦しむのが目に見えている。

　ずっと前に、言われたことを思い出す。僕ぼくが失敗を犯おかしそうになったときだ。どんな状じよう況きようかはもう思い出せないけれど、夕暮れの教室で、銀色と桃もも色いろが混じった髪かみを見た。彼かの女じよがうじうじとイジける僕ぼくに言ってくれた言葉がある。それが、口を突ついて出てくる。




『そんなものは──』

「そんなものは──」

『──青春ではない』

「──青春ではない」




　それが僕ぼくの正直な言葉だった。そんなものは青春ではない。青あお臭くさい僕ぼくの言葉に、立たち河かわ先せん輩ぱいはぐっと息を詰つまらせる。しかし、すぐに顔を赤くして、反論のために口を開こうとする。

　そのときだ。

　かつん、と立たち河かわ先せん輩ぱいの隣となりでそんな音が鳴った。小さな音だ。見ると、隣となりの少女がコインをひっくり返していた。コインに咲さいた花が顔を出す。彼かの女じよは震ふるえる指でコインをひっくり返したまま、固まっていた。立たち河かわ先せん輩ぱいは目を瞠みはる。突とつ然ぜんの裏切りに目を白黒させていると、少女の嗚お咽えつが聞こえた。彼かの女じよは片手で顔を覆おおいながら、涙なみだ声ごえで言う。

「ごめん、すみれ……、本当にごめん。こういうことはすみれが一番嫌きらいだって、わたしも知っていたはずなのに……。すみれが助けてくれるからって、ずっと後ろにいるばっかりで……。ごめんなさい……」

「ちょ、ちょっと……」

　泣き出した彼かの女じよの隣となりで、立たち河かわ先せん輩ぱいは困ったようにおろおろしていた。彼かの女じよがイジメられていた人なのかもしれない。立たち河かわ先せん輩ぱいが庇かばった人。

　そして、立たち河かわ先せん輩ぱいが戸と惑まどっているうちに、今度は二枚のコインがひっくり返る音が聞こえた。

「そうだったよ……、すみれは不正とか汚きたないことを嫌いやがる子だったのに……、全部全部押おし付つけて……、ごめん、すみれ」

「うん、あの男の子の言う通りだよね……、このままじゃダメになるよ。わたしたちのことなんて、もう気にしなくていいからさ……、自分のことを一番に考えて？」

　そこから先はあっという間だった。次から次にコインがひっくり返っていく。「立たち河かわ先せん輩ぱい、すみませんでした」「漫まん画がなんてどこでも描かけるからさ」「部室はまたみんなで探そうよ」「何から何まで任せてごめんなさい」「わたしもいっしょに頑がん張ばりますから」口々に部員が言葉を重ねていき、立たち河かわ先せん輩ぱい以外のコインはすべて表となった。

　彼かの女じよはその様子を信じられないような目で見つめる。が、やがて大きくため息を吐ついた。

「……何それ。今いま更さらすぎんのよあんたたち。もっと早く言いなさいよ……、あたしが何のためにここまで頑がん張ばっていたと……。まったく……」

　彼かの女じよの表情はうんざりとしたものだったが、声には喜色が滲にじみ出でていた。「コインってまだある？」と隣となりの子に手を差し出すと、慌あわててその子が一枚のコインを握にぎらせる。それを見つめながら、笑えみをたたえた。立たち河かわ先せん輩ぱいの視線が上を向く。「瀬せ尾お」と声を掛かけた。

「言っておくけど、あたしの作品が未完成じゃなくて、最後まで仕上げてたらこんな一方的な展開にはならなかったわ」

　彼かの女じよはそう言いながら、ぱちりとコインを机の上に置く。「負まけ惜おしみだけどね」と皮肉気な笑えみを浮うかべた。そこには表の花の咲さいた絵が描えがかれている。

　机の上に、小さな花が十七本咲さいていた。







　すべてが終わったあと、文芸部室には僕ぼくと瀬せ尾お先せん輩ぱいと立たち河かわ先せん輩ぱいだけが残っていた。勝負の決着のあと、創研部員は部屋から出て行き、灯あか里りちゃんも「ちょっと家の用事があって」と帰っていった。

　彼かの女じよたちの動向を何とはなしに見る。ふたりは窓の近くで話はなし込こんでいた。ふたり並んで立っていると、凸でこ凹ぼこ具合がとても激しい。

「じゃあ、明日は兼けん部ぶできそうな子を連れてくるから。さすがに全員は無理だけど、できるだけ多くの入部届を持ってくるわ」

「は、はい……、よろしくお願いします」

「文化祭の文集だけ気がかりだけどね。すぐに夏休みに入っちゃうし」

「その辺りのことも一度、話し合わないといけないですね……、ページ数の都合もありますし……」

　部長同士の会話という感じだ。瀬せ尾お先せん輩ぱいが勝った今、文芸部は大きく変わる。慌あわただしくなりそうだ。けれど、その忙いそがしさは文芸部にとっては良いことだ。

　文芸部と創研の擦すり合あわせを彼かの女じよたちは行っていたが、会話が止まったとき、瀬せ尾お先せん輩ぱいはふっと口を開いた。もしかしたら、ずっと言いたかったけど、なかなか口に出せなかったのかもしれない。

「立たち河かわさん。もしよければ、創研と文芸部、共同でこの部室を使うのはどうでしょうか」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいの提案に、立たち河かわ先せん輩ぱいは目を見開き、口をぽかんと開けていた。答えない彼かの女じよに、「どうでしょうか」と瀬せ尾お先せん輩ぱいは言葉を重ねる。

　しかし、なぜかそこで立たち河かわ先せん輩ぱいは吹ふき出だす。

「あぁごめん。それさ、本当はあたしが勝ったときに言うつもりだったのよね。創研に入って、あんたもここ使えばって。まぁあんたがそれを受け入れるかは微び妙みようだなとは思ってたけど」

　今度は瀬せ尾お先せん輩ぱいが驚おどろく羽目になった。「そうだったんですか」と目をぱちくりさせる。

「ま、ありがたい話だけど遠えん慮りよしておくわ。大だい丈じよう夫ぶ、こっちはこっちで何とかするわよ。それに今年はともかく、来年は文芸部にも部員がたくさん入るんだから。人手が必要なときは手を貸すって言ったでしょ。来年の勧かん誘ゆうはあたしたちも手伝うから」

　彼かの女じよは腰こしに手を当てて、男前に笑う。小さな身体からだで顔も幼いのに、格好良い先せん輩ぱいだ。人がついてくるのも頷うなずける。

　話すことはなくなったのか、手短に別れの言葉を瀬せ尾お先せん輩ぱいに告げ、彼かの女じよは部屋を出て行こうと扉とびらに向かう。その途と中ちゆう、僕ぼくにこつんと拳こぶしを当てた。

「あんたも。騒さわがしちゃって、悪かったわね」

「いやもうほんとに」

「はー、生意気な後こう輩はいだこと」

　彼かの女じよはにひ、と破顔すると、さようなら、と部屋から出て行った。

　部室に静せい寂じやくが訪おとずれる。さっきまでたくさんの人がいたからか、ふたりだけになると部屋が広く感じた。熱が失われていく。さっき起こった出来事が、現実か夢かわからなくなるほどに。穏おだやかな空気に満たされる。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは窓まど際ぎわに立ったまま、ゆっくり部屋を見み渡わたす。すべての本ほん棚だなにぎっしり文集が詰つまり、大きな机が部屋の中心に鎮ちん座ざする。ふたりでいるには広すぎる。けれど、ここも来年はたくさんの人が集まるようになる、と立たち河かわ先せん輩ぱいは言っていた。

「本当に。まさか、こんなことになるとは夢にも思いませんでした。不思議です。もう、とっくに諦あきらめていたのに」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは呟つぶやくような声で、嚙かみ締しめるように言った。部屋が静かだから聞き取れた声だ。彼かの女じよの目に映っている景色は、本当ならなくなっていた光景だ。彼かの女じよたちの思おも惑わく通りに話が進めば、こうはならなかった。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいが僕ぼくに目を向ける。彼かの女じよはどこか肩かたの力が抜ぬけていて、ほんわりとした空気を纏まとっている。元々落ち着いたお姉さんといった風ふう貌ぼうだけど、それがより感じられる。

　初めて会ったときと大おお違ちがいだ。あのとき、彼かの女じよは髪かみと眼鏡で顔が見えず、姿勢も相当悪かった。でも今は、髪かみは丁てい寧ねいに分けられて、綺き麗れいな顔とセンスのある銀ぎん縁ぶち眼鏡がよく見える。背筋もぴんとしていて格好良かった。背が高く、スタイルがいいから。

　文芸部の文学少女は、静かに口を開く。

「青あお葉ばくんのおかげで、今わたしはこうしてここに立っています」

「……いえ、僕ぼくは何も」

　彼かの女じよの言葉が照れくさく、なおかつ過大評価だったのでつい目を逸そらす。僕ぼくのおかげとは思わない。僕ぼくはただ、あの場で「これはおかしい」と駄だ々だをこねただけだ。本来なら、全員がそれなりに納なつ得とくした上で、それなりの結果が待っていた。運良く落ち着いた形になったけど、もっとめちゃくちゃな結果になってもおかしくなかったと思う。

　それに、立たち河かわ先せん輩ぱいは立たち河かわ先せん輩ぱいでアフターケアも考えていたようだし、必ずしもこの状態が正解だったとも思わない。立たち河かわ先せん輩ぱいなら上手うまく立ち回りそうだ。今ならそう思う。何なら、彼かの女じよが最初に現れたとき、妙みように威い圧あつ的てきだったのも、すべて意味があったんじゃないかと思う。

　きっと彼かの女じよは教えてくれないだろうし、「そんなわけないでしょ」とでも言うんだろうが。

「ううん、青あお葉ばくん。あなたはすごい人です。本当に、そう思いますよ」

　それは買かい被かぶりというものなのだが……。すごい人、というのなら、それこそ瀬せ尾お先せん輩ぱいや立たち河かわ先せん輩ぱいの方がよっぽどすごい人だ。何せ、あんな作品を作る人たちだ。どちらの作品も面おも白しろかった。作品作りに対する姿勢も尊敬する。あのふたつを読んだからこそ、余計そう思う。

　そして、思う。

　僕ぼくは瀬せ尾お先せん輩ぱいに目を向ける。目が合っても何も言わない僕ぼくを、彼かの女じよは不思議そうに見ていた。

　これは、訊きかなくてはならないことだ。放ったままではいられない。

「瀬せ尾お先せん輩ぱい。なんで、噓うそを吐ついたんですか。『成なる実み一いち木もく』。それは、瀬せ尾お先せん輩ぱいのペンネームでしょう」

「……………………」

　彼かの女じよはすぐには返事をしない。そっと視線を逸そらしてしまう。

　そう、瀬せ尾お先せん輩ぱいの正体は『成なる実み一いち木もく』その人だ。立たち河かわ先せん輩ぱいの勘かん違ちがいでは、と思ったこともあったけど、今日確信した。確信させられた。あの書き方は僕ぼくが大好きな成なる実み一いち木もくさんの書き方だ。あの描びよう写しやが好きだから、僕ぼくはこの作者を好きになった。それを間ま違ちがえるはずがない。

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは視線を下に向けながら、そっと囁ささやくように口を開く。

「……がっかり、させたくなかったんです。青あお葉ばくん、言ってくれましたよね。わたしの作品が大好きだって。感想文を送るほど、好きだって。本当に嬉うれしかった。そう言ってくれることも、感想を送ってくれた人に会えたことも。でも、その反面、怖こわくなったんです。わたしが成なる実み一いち木もくだと知って、この子はがっかりしてしまうんじゃないか……、って」

「先せん輩ぱい、それは」

「はい。あなたはきっと、そんなことない、と言ってくれると思います。でも、どうしても言えなかった」

　彼かの女じよはゆるゆると首を振ふる。そして、力なく笑いながら、僕ぼくの顔を見つめた。

「あのファンレター、大事に取ってあるんですよ。何度も何度も、読み返しました。嫌いやなことがあったり、ちょっと疲つかれてしまっても、あの手紙を読んで元気をもらっていたんです」

「え、そ、そうなんですか？」

　カァッと顔が熱くなる。なんというかあれは、若気の至りというか、勢いの賜たま物ものというか。いくら学校側が感想文を送れる手配をしていたといえど、実際に送ったのは結構恥はずかしいと思っている。勢いで色んなことを書いたからだ。そんな手紙を大事に取ってあるのも、何度も読み返している、と言われるのも、実にむず痒がゆい。恥はずかしくてたまらない。

「あ、あのですね、瀬せ尾お先せん輩ぱい。ものは相談なんですが、そのファンレター、処分して頂くわけには……」

「嫌いやです。あれはわたしの宝物です」

　ぷい、と彼かの女じよは可愛かわいらしくそっぽを向いてしまう。その仕草はぐっとくるけど、それ以上に辛つらい。まぁ人に渡わたしたものを、今いま更さら捨ててくれ、というのもどうかと思うのだが……。

　というか、その話を聞いて、僕ぼくも思うことがある。彼かの女じよが「がっかりさせたくない」と思って正体を隠かくしていたのと、同じように。

「……先せん輩ぱいこそ、僕ぼくにがっかりしたんじゃないですか。そんなにも大事にしているファンレターを書いたのが、こんな普ふ通つうの高校生なら」

　彼かの女じよだってきっと想像したはずだ。この手紙をくれた人はどんな人なのか。どんな人が好きになってくれたのか。それがノコノコと文芸部室にやってきて、ごく普通の男が「あれ僕ぼくが書いたんです」と言っていたら、先せん輩ぱいはさぞかしがっかりしたのではないか。

　けれど、瀬せ尾お先せん輩ぱいはゆっくりとかぶりを振ふる。仄ほのかに頰ほおを染めながら、決して僕ぼくと目を合わせずに、独り言のように言う。

「いいえ。あなたは、とても素す敵てきな男の子でした。わたしが想像していた、どんな人よりも。こうして実際に会って、またわたしに元気をくれて、『あぁやっぱりこの人なんだ』って納なつ得とくしました。すごく、すごく嬉うれしかったんですよ……」

　彼かの女じよはまっすぐに恥はずかしくなることを言った。まるで熱に浮うかされるように。ぽうっとした顔で、熱い息を吐はく。

　色々と物事が重なって、彼かの女じよもあまり頭が回っていなかったのかもしれない。

　次に瀬せ尾お先せん輩ぱいの口からぽろりと零こぼれ落おちた言葉は、多分きっと、奥おく底そこに隠かくしてあったものだと思う。本当に、零こぼれ落おちた、という感じだった。

　彼かの女じよは言う。




「だから……、だからわたしは、青あお葉ばくんを好きになっちゃったんですよ……」
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　彼かの女じよは僕ぼくと目が合っていなかったし、頰ほおは赤いままだった。その声こわ色いろからわかる。あれは、完全な独り言だ。僕ぼくに聞かせるつもりなんて、全くもってなかったんだ。

　でも、僕ぼくは聞いてしまった。そんな信じられない言葉を、耳にしてしまった。

「────え」

　声が漏もれ出る。あまりにも衝しよう撃げき的なことを、こんなにも穏おだやかに言われ、僕ぼくの思考も完全にストップしていた。

「……え？」

　逆に、瀬せ尾お先せん輩ぱいの頭は動き出す。目の焦しよう点てんが合い始め、ようやく、自分の言ったことを理解したらしい。見る見るうちに顔を赤くして、大きく目を瞠みはる。

　顔を上げた。僕ぼくと目が合う。泣きそうになっている瀬せ尾お先せん輩ぱいと、どうしていいかわからなくなっている僕ぼくと、視線が交わる。

「い、今の……、聞き、ました？」

　消え入りそうな声で言う瀬せ尾お先せん輩ぱいに、「え、ええと……、はい」と何とか返事をする。

　彼かの女じよは口を大きく開け、叫さけびだしそうになりながらも、どうにかそれをすんでのところで堪こらえていた。代わりに、真っ赤になりながらその場でしゃがみこんでしまう。顔を両手で覆おおい、「う、うう～～～～っ」と呻うめきだしてしまった。

「え、っと、瀬せ尾お先せん輩ぱい……？」

　空気に耐たえられず、僕ぼくが声を掛かけると、彼かの女じよはばっと顔を上げた。泣き出しそうな目を僕ぼくに向けながら、ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。勢いよく立ち上がる。そうしてから、「あ、あ、あおばくん！」と裏返った声を出した。

「こ、こうなったらもう、言います、全部言います。わ、わたしは、あなたのことが好きです！」

　瀬せ尾お先せん輩ぱいは今にも消え入りそうな声で、たまに音量を間ま違ちがえて大きくしすぎて、そんなバランスの悪い声量で、そう言った。

　詰つまりながら、躓つまずきそうになりながら、彼かの女じよは声を震ふるわせる。手はぎゅっと重ねられていた。切なそうに眉まゆを下げながら、思おもいの丈たけを吐はき出だしていく。

「ひ、惹ひかれ始めたのは、今となってはいつなのかもうわかりません──もしかしたら、初めて図書室で出会ったときから、いえ、もっと前からかもしれません……。でも、あなたのことが好きだと自覚したのは、多分、遊園地でわたしを守ってくれたときです。あぁわたしはこの人のことが好きなんだ……、と気付きました。気付けました……、本で読むばかりだった、主人公たちが苦悩する恋こい心ごころ、こうなってようやくわかった気がします──」

　はぁ、と彼かの女じよは大きく息を吐はく。その息は熱く、まるで排はい熱ねつするかのよう。それだけ、彼かの女じよの顔は赤い。

「あなたを見ているだけで、胸が高鳴るんです。どきどきして、仕方がなくなる。でも、あなたが山やま吹ぶきさんの話をしているときは、きゅっと胸が詰つまって、切なくて……。わかって、いるんです。きっとあなたの心は……」

　そこまで言って、彼かの女じよの声は止まった。限界を迎むかえたかのように、再び顔を赤くする。これ以上赤くなりようがないだろうに、それでも彼かの女じよの熱はぐんぐん上がった。唇くちびるをきゅっとさせ、落ち着きなく手が動く。彼かの女じよは眼鏡の位置を直すと、「す、すすすすみません、失礼しますっ」と慌あわただしく部室から出て行ってしまった。

「……………………」

　僕ぼくはゆっくりと、その場で尻しり餅もちをつく。完全に頭が真っ白になった。頭をぶん殴なぐられて、そのまま気絶したんじゃないかと思う。いや、そんな生半可な衝しよう撃げきじゃなかった。とんでもない。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。どんな言葉を重ねても、表現しきれそうになかった。

「え……、いや、え……？」

　止まった頭がようやく稼か働どうし始める。ゆっくりゆっくり、瀬せ尾お先せん輩ぱいの言葉が染しみ入いる。ちょっとずつ理解する。顔が猛もう烈れつに熱くなった。心臓の鼓こ動どうがどんどん激しくなり、このままでは破は裂れつするんじゃないか。くらくらして、そのまま気を失ってしまいそう。

　だって。だって、あの瀬せ尾お先せん輩ぱいが、僕ぼくのことを……？

　あんなに綺き麗れいで素す敵てきな人が……？

　僕ぼくが少しずつ事実を嚙かみ砕くだいている、その瞬しゆん間かんである。

　部室に凄すさまじい光が溢あふれ出だした。まるで目の前に太陽が現れたよう。やっぱり夢だったんじゃないか、と思うような不可思議な現象が、目の前で起きている。そして、その不可解な光の中に立っているのは、見覚えのある少女だった。知っている。この光景を知っている。光を生み出しているのは、彼かの女じよが持っている黒い本だ。光の中に虹にじ色いろの文字が溢あふれ、空中で霧む散さんしていく。

「──『青春の夢に忠実であれ』。あぁ本当に、そうあって欲ほしいものです」

　光が失われ、ぱたんと本が閉じられると、ようやく彼かの女じよの姿がはっきりと見えるようになる。〝青春の呪のろい〟の精せい霊れい、白しろ熊くま猫ねこ小こ春はる。彼かの女じよがそこに立っていた。

「ドイツの詩人、フリードリヒ・フォン・シラーの言葉です。彼かの女じよの夢はこうして叶かなった。ようやく、ひとつの物語が終わったのです。青春ミッション、完かん了りようです」

「ちょ……、ちょっと待って」

　ただでさえ混乱していて、全く話についていけてないのに、急にぶっこむのはやめてほしい。青春ミッション完かん了りよう？　一体どういうことだ。

「『図書室の奥おくに座すわる、髪かみの長い乙女おとめ。彼かの女じよこそが文学少女。文学少女が望む理想の出会いを果たし、彼かの女じよの物語を完結させろ』。今こうして、彼かの女じよの物語は完結したんですよ。文学少女らしい、思春期の少女らしい、ひとつの夢。理想の出会いを果たし、その男の子に告白をすることで、彼かの女じよの、瀬せ尾お未み咲さきの物語は完結したのです」

「そ……、そういうこと……？」

『文学少女の物語を完結させろ』というのは『瀬せ尾お先せん輩ぱいの作品を完成させろ』ということではない。〝彼かの女じよ自じ身しんの物語〟を完結させろという意味だった。僕ぼくたちは曲解していたらしい。

　ま、まぁ、青春ミッションが完かん了りようしてよかった。途と方ほうに暮れていたところではある。瀬せ尾お先せん輩ぱいが小説を完成させても、うんともすんとも言わなかったから。こうして終わったのなら、僕ぼくたちも安心だ。

　しかし、どうやら安心している場合でもないらしい。彼かの女じよの翠みどり色いろの目が僕ぼくを射い抜ぬく。「喜き一いち郎ろうさん。まだミッションは完全には終わっていません」と静かに告げた。

「前に、記き憶おくについての話をしましたね。青春ミッションには、記き憶おくを頂ちよう戴だいするものがある、と。今回のミッションがそうです」

　小こ春はるに言われて思い出す。そういえば、そんなことを言っていた。僕ぼくたちに前の青春ミッションの記き憶おくがないのも、すべての記き憶おくを持っていかれたから、という話だった。

　しかし、今の僕ぼくはこれが初体験だ。記き憶おくを奪うばわれるなんて、なんだか怖こわい。

「あの、今回はどんな記き憶おくが奪うばわれるの？」

「それが、わたしにもわかりません。今回は実際に奪うばわれるまでわからないタイプです」

　小こ春はるは首を振ふりながら、ぞっとすることを言い出す。不安だ。まさか、すべての記き憶おくが失われるんじゃないだろうな。

「まぁ怖こわがる必要はありません。どうせ覚えていないのですから。だれも思い出せないのですから、困ることもありません。ただ、流れに身を任せるだけでいいんですよ」

　あっけらかんと呪のろいの精せい霊れいは言う。気楽に言ってくれる。怖こわいものは怖こわいけど、彼かの女じよに言ったところでどうにもならない。選せん択たく権けんなんて僕ぼくにはない。受け入れるしかなかった。青春ミッションをクリアするために必要なら、記き憶おくでも何でも差し出さなくてはいけない。

　僕ぼくが了りよう承しようすると、小こ春はるは「では、早さつ速そく」と〝青春ミッションボード〟を両手で叩たたいた。その瞬しゆん間かん、本が桜の花びらとなって、宙に舞まう。それがぐるぐると回る。回っているうちに数がどんどん増えていき、あっという間に部室を取り囲むほどになった。僕ぼくたちの周りを大量の花びらが回る。舞まっている。もう桜の花びらと、小こ春はるの姿しか見えない。

　この花びらが僕ぼくを覆おおうとき、記き憶おくは消えてしまうのだろう。どんな記き憶おくが奪うばわれるかわからないけど、こうして待っている間、どうにも緊きん張ちようしてしまう。

　そんな僕ぼくに気を遣つかったわけでないだろうが、小こ春はるが無表情のまま口を開いた。

「ところで喜き一いち郎ろうさん。これは純じゆん粋すいな興味で訊きくのですが。未み咲さきさんの告白、あなたはどうするおつもりなんですか？」

「それは──」







[image: エピローグ　文学少女は夢を見る]







　家から出る前にひとつ、新しい習慣ができました。

　それは、鏡をきちんと見ることです。今までは「落ち着くから」という理由で前まえ髪がみをそのままにしていましたが、今はきちんと鏡の前で整えます。

　髪かみの整え方は、山やま吹ぶきさんが懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれました。お洒落しやれな銀ぎん縁ぶち眼鏡も、山やま吹ぶきさんのチョイスです。

　わたしは鏡をまじまじと見つめます。

　鏡の前では、セーラー服を着た女の子がわたしを見つめていました。背筋をぴんと伸のばし、前まえ髪がみはしっかり分けて、お洒落しやれな眼鏡がちゃんと見えています。

「よし」

　わたしは小さく頷うなずくと、学校へ向かいました。

　今日は終業式です。

　午後には放課後を迎むかえますが、わたしは家に帰りません。部室に寄ります。今日は部室で約束があるのです。

「おはよう、瀬せ尾お」

　その約束の相手に、声を掛かけられました。

　電車から降り、ほかの生徒といっしょに学校へ向かっている最中です。わたしの背中をぽんと叩たたく、小こ柄がらな女の子がいました。

「おはようございます、立たち河かわさん」

　彼かの女じよは立たち河かわすみれさん。創作研究部の部長さんで、昨日、わたしと部室を賭かけて勝負した相手でもあります。

　昨日の出来事は今でも信じられません。驚おどろくべきことが、本当にたくさんありました。

　その中のひとつが、立たち河かわさんとの約束です。今日彼かの女じよは、文芸部に入ってくれる創研の部員を連れてきてくれる、という話でした。

　隣となりを歩く立たち河かわさんは、ツインテールを揺ゆらしながら口を開きます。

「あー、瀬せ尾お。今日なんだけど、悪いけど少し遅おくれるかもしれない」

「そうなんですか？　わたしはいつでも大だい丈じよう夫ぶですけど」

「そう言ってくれると助かるわ。なんかねー、ここにきて、急に空いている部室があるかもっていう話になってさ。ちょっと見てくる」

「え」

　わたしが驚おどろいていると、立たち河かわさんは皮肉気な笑えみを浮うかべました。

「これで本当に部室が空いてたら、昨日までのあたしらは何だったんだってなるわよね」

「そ、そうですね……」

　事の発ほつ端たんは、創研の部室が狭せまくて人が集まれないから。だから、立たち河かわさんたちは文芸部の部室を狙ねらっていたのに。

「ま、本当に空いているかわかんないし、実際に行かないとどうにも。だから、先にそっち片づけてくるわ。悪いけど、ちょっと待っててくれる？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　立たち河かわさんが申し訳なさそうに言うので、わたしは笑え顔がおで返しました。すると、彼かの女じよはきょとんした顔になります。意外そうにわたしを見つめていました。

「？　どうかしましたか？」

「あんた、本当に雰ふん囲い気き変わったわよね。容姿もそうだけど、なんていうか、ほかも」

「そ、そうですか？」

　まじまじと見つめられると、ちょっと恥はずかしいです。確かに見た目は、山やま吹ぶきさんのおかげで変わったと自分でも思います。でも、ほかはちょっとわかりません。何か変化しているところがあるんでしょうか？

　立たち河かわさんはわたしをじっと見つめていましたが、その表情が意地悪なものに変わります。

「なに。もしかして、好きな男でもできた？」

「ち、ちちち、違ちがいますよっ」

　わたしが思わず否定すると、立たち河かわさんはおかしそうに声を上げて笑いました。どうやら、からかわれたようです。







　放課後、いつも通りにわたしは文芸部の部室にいました。

　定位置に座すわり、鞄かばんから本を取り出してそれを読み始めました。普ふ段だんも本を読んでいるか、小説を書いているか、です。

　普ふ段だんと違ちがうのは、来訪者がいたことでした。

　こんこん、とドアをノックされ、間もなく入ってきたのは男の子でした。

「こんにちは、瀬せ尾お先せん輩ぱい」

「こんにちは、青あお葉ばくん。すみません、お呼び立てしてしまって」

　部室に来てくれたのは、青あお葉ばくんです。わたしが頭を下げると、彼かれは慌あわてて、「いえ、いいですいいです」と手を振ふりました。

「それで、お呼び立てした理由なんですが……」

「あ、はい。わかってます……」

　青あお葉ばくんはぽりぽりと頰ほおを搔かきました。そうしてから、きょろきょろと部室を見み渡わたします。ほかにはだれもいません。

　ここにはだれもいないことを確かく認にんしてから、青あお葉ばくんは口を開きました。

「創研の人たちが来るけど、ひとりで対応するのが不安だっていう話ですよね」

「はい、その通りです」

　申し訳なく思いながらも、わたしは首しゆ肯こうしました。

　立たち河かわさんが兼けん部ぶする部員を連れてきてくれる予定になっています。しかし、わたしはあまり上手うまく対応できるとは思えませんでした。情けないことに人見知りで……。だから、青あお葉ばくんに手伝ってもらうことにしました。

　ほかに




『だから……、だからわたしは、青あお葉ばくんを好きになっちゃったんですよ……』




　ほかに、お呼び立てする理由はないはずです。

「あ、灯あか里りちゃんも来るって言ってました。掃そう除じ当番だから遅おくれますけど」

　そう言いつつ、青あお葉ばくんは本ほん棚だなに近付きます。「僕ぼくも本を読みながら待ってていいですか？」と尋たずねられたので、もちろん「どうぞ」と返します。

「成なる実み先生の作品を読みながら待っていよう」

「やややややや、やめてください、そういうからかいかたするの……」

　青あお葉ばくんに突とつ然ぜんそんなことを言われ、顔が真っ赤になってしまいます。青あお葉ばくんは穏おだやかに笑っていますが、そういうのは恥はずかしいのでやめてほしいです。

　青あお葉ばくんは、大変恐きよう縮しゆくながら、わたしの作品のファンらしいのです。中学のとき、ファンレターを送ってくれた男の子。あのファンレターは、わたしにとって宝物です。わたしに元気をくれる、素す敵てきな男の子です。

　それに加えて、彼かれは




『ひ、惹ひかれ始めたのは、今となってはいつなのかもうわかりません──もしかしたら、初めて図書室で出会ったときから、いえ、もっと前からかもしれません……。でも、あなたのことが好きだと自覚したのは、多分、遊園地でわたしを守ってくれたときです。あぁわたしはこの人のことが好きなんだ……、と気付きました。気付けました……、今まで、物語の主人公たちが苦く悩のうしてきた恋こい心ごころ、こうなってようやくわかった気がします──』




　……ええと、なんだったでしょうか。

　わたしが首を傾かしげていると、「こんにちはー」という元気な声とともに、再び部室の扉とびらが開きました。入ってきたのは山やま吹ぶきさんと、そのお友達の白しろ熊くま猫ねこさんです。挨あい拶さつを交かわします。

「あれ、きぃくん。それって、未み咲さき先せん輩ぱいが書いた小説？　成なる実み一いち木もくさん？」

　山やま吹ぶきさんが、青あお葉ばくんの読んでいる本に顔を近付けていました。青あお葉ばくんは山やま吹ぶきさんに身体からだを寄せられて、ちょっと困ったような顔をしていました。山やま吹ぶきさんはとってもかわいい女の子です。あんなふうに接近されれば、困ってしまうのはわかる気がします。

「あの、灯あか里りちゃん。ちょっと、近いん、だけど」

「あらあら。それはきぃくん、今とっても幸せね？」

　山やま吹ぶきさんが、嬉うれしそうに笑います。あのふたりは、とっても仲がいいです。青あお葉ばくんに聞いたんですが、幼おさな馴な染じみなんだとか。仲良しなのも頷うなずけます。というより、傍はたから見ていると、ただの幼おさな馴な染じみには見えなくて──




「…………？」




　なぜか、チクリと胸が痛みました。理由はわかりません。

　首を傾かしげながら、わたしは本ほん棚だなに近付きます。目当ての本を探していると、急に視界がゆがみました。驚おどろいて眼鏡を外すと、一筋の涙なみだが零こぼれていくのがわかります。……なんでしょう。知らないうちに、あくびでもしていたんでしょうか。

　青あお葉ばくんたちに背を向けていてよかったです。わたしは慌あわてて、涙なみだを拭ぬぐおうとします。

　すると、横からすっとハンカチが差し出されました。

　見ると、白しろ熊くま猫ねこさんでした。彼かの女じよは無言で、わたしにハンカチを渡わたしてくれました。

「あ、ありがとうございます」

　わたしがお礼を言うと、彼かの女じよは「いえ」と小さく答えました。そして、そのまま口を開きます。

「その涙なみだは、名な残ごりなのかもしれません──切なくも儚はかない、想おもいの残ざん滓し。あなたの大事な、それでいて美しい〝恋こい心ごころ〟はしかし、呪のろいの波に吞のまれてしまった」

「…………？」

　彼かの女じよの言っていることが、よくわかりません。

　しかし、白しろ熊くま猫ねこさんは気にした様子もなく、言葉を続けます。その瞳ひとみには、悲しみが宿っているように見えました。

「──あぁ。あんなにも、綺き麗れいな青春の夢だったのに」








あとがき









　この作品は、カクヨムで掲けい載さいされていたものを、加筆修正したものです。ですが、こうして２巻という形で出していただけるとは、正直思っていませんでした。

　皆みな様さまのおかげでございます。本当にありがとうございます。

　というわけで、お久しぶりです。道みち草くさよもぎです。

　さて。この２巻なのですが、新キャラとして瀬せ尾お未み咲さきという女の子が登場します。実はその子のことで、担当の藤ふじ原わらさんと血で血を洗う争いが起きまして。

　それは初しょ稿こうを提出したあとのこと。担当さんからお電話が掛かかってきました。

「このキャラ、途と中ちゅうで眼鏡を外して、眼鏡なしにしませんか？」

　恐おそろしいことを仰おつしやいます。深い理由なしで眼鏡っ子が眼鏡を外すなんて、これはもうとんでもないことになりますよ。眼鏡過激派が黙だまっていませんよ。その辺りのことを粛しゅく々しゅくとお話しさせていただいて、このときはわかっていただきました。しかし、次の打ち合わせでのこと。

「このキャラ、眼鏡を外したら実は美人っていう設定にしませんか？　で、眼鏡を外す」

　違ちがうんですよ、美人が眼鏡をかけたら眼鏡美人にレベルアップするだけであって、〝外したから美人〟なんてことはありえないんですよ！　眼鏡はデバフじゃねえ！　とはさすがに言えませんでしたが、また色々とお話しさせていただいて、そのときもわかっていただけました。

　しかし、どうも担当さんは反眼鏡勢力のようで、次の電話では、

「なんでこのキャラ、急に眼鏡かけ始めたんですか？　途と中ちゅうまでかけてなかったですよね？　外しましょうか」

　と言われたのはさすがに驚おどろきました。記き憶おくねつ造されてますやん。眼鏡嫌きらいすぎじゃないでしょうか。多分、前世で眼鏡っ子にえらい目に遭あわされたんだと思います。

　僕ぼくは基本的に指し摘てきされたらそのまま直すタイプなのですが、ここはどうにかわかっていただいて、瀬せ尾お先せん輩ぱいの眼鏡は守られることになりました。やったぜ、みんな！

　これでどうにか、友人の眼鏡過激派Ｓくんに刺さされないで済みそうです。奴やつは伊達だて眼鏡も許さぬ強きょう硬こう派はよ。




　それでは謝辞を。

　本作のイラストを担当していただいた、かにビームさん。またこうして描かいていただけることを大変嬉うれしく思います。可愛かわいらしくて魅み力りょく溢あふれるイラストが大好きです。

　この本を作ってくださった皆みな々みな様さま方がた、そして、こうして手に取っていただいた方にも感謝を。またいつか、再びお会いできることを心から祈いのっております。







[image: ]
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「道草よもぎ先生」係

「かにビーム先生」係











初出
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